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１　聖女の葬列







　聖地からの一行は、黒一色に染まっていた。旗手は軍旗のかわりに細長い黒布を何本もなびかせた棹さおを掲かかげ、騎士たちは黒のタバードを巻き、僧そう兵へいらは槍やりの先に黒いリボンをつけ、馬さえも黒いフードをかぶせられている。

　葬列、である。

　こぞって迎えに出てきていたサンカリヨン市民や各公国の駐ちゆう屯とん軍ぐん兵へいたちは、歓声をあげ、石敷きの道に花を撒まき散ちらしながらも、いくつもの疑問をひそめた声で交わした。

　新しい総そう主しゆ教きようが決まったのなら、前猊げい下かの喪もは明けたはずだ。なぜ、まだ葬儀の装よそおいなのか。そして、凱がい歌かを浴びるはずの聖せい女じよは、馬車の上で、なぜ不吉な赤い布と鎖と宿り木を身に巻きつけているのか。

　まるで──虜りよ囚しゆうのようではないか。

　それが、かつて教会に禁止された野や蛮ばんな風習であることを知っている者は、ほとんどいなかった。パルカイの神々への信仰がまだ聖せい告こく大たい全ぜんとして成文化される前、各地で行われていた戦勝祈願の供く犠ぎである。赤い布と鎖と宿り木で縛りつけた乙女を森に置き去りにし、獣けものたちに供していたという。とくに狼おおかみは軍神のしもべだと信じられてきた。

　しかし、そんな儀式も忘れられて久しい。聖せい女じよフランチェスカが生いけ贄にえの装よそおいをしているということにさえ、気づく者はいない。ただ、戦勝を祝う空気でないことはだれもが感じ取っていた。馬車が街の南門をくぐって街路に入ると、歓声はしぼんでしまう。

　葬列はゆっくりと家々の間を進み、まだ駐ちゆう屯とん軍ぐんの宿営が残る城門前広場に入った。

　集まった人々の顔を見渡し、フランチェスカは馬車から降りた。戸惑いに沈んだ人垣の中から、走り出てきた小さな人影がある。

「フランさまっ」

　衛生兵の青い制服に身を包んだその少女は、栗くり色いろの髪を跳ねさせ、フランチェスカの胸に飛び込んだ。

「……ただいま、パオラ」

　聖女は微笑ほほえみ、抱擁を受けた。ようやく、広場に集ったサンカリヨンの民に安あん堵どが広がり、軍神ベローナを讃たたえる歌が手て風ふう琴きんの調べとともに高まり、花を手にした子供たちがそろって馬車に駆け寄っていった。







「こんなひどい処置、だれがしたんですかっ！　もうジルさんは一ヶ月くらい絶対安静ですからね！」

　城の寝室に、パオラの怒ど声せいが響く。












　彼女がまずしなければならなかったのは、満まん身しん創そう痍いのジルベルトへの手当てだった。左肩は骨が見えるほどに肉がえぐれ、両脚も脇わき腹ばらも焼けただれている。酸の海で遠泳でもしたのかと思えるほどの惨状だった。おまけに、ろくな医者に診みせなかったのだろう、申し訳程度に酒で洗って布を巻いただけで放置されていた。

「もう三日遅かったら斬きり落とす羽目になってましたよ。まったくもう」

　熱湯を張った甕かめや山と積まれた布、薬草のぎっしり詰まった袋に囲まれ、血で固まった包帯で指を汚し、しかしそれでもパオラはなんだか幸せそうに見える。パオラが指揮官代行の軍装をしていたのは、フランチェスカが銀ぎん卵らん騎き士し団だんを離れていた一ヶ月間だけのことだ。それでも、あの衛生兵姿はひどく懐かしく思える。

（パオラの笑顔だけは、変わらずにいてくれてよかった）

　ミネルヴァは、心底そう思う。窓枠に腰掛けてパオラの背中を見つめながら、そのせわしなさに安あん堵どしている自分がなんだか申し訳なくなってくる。

「包帯は膝ひざが動くような巻き方にしてくれ。サンカリヨンの残党狩りはまだ完かん遂すいしていないのだろう。フラン様の護衛は連合軍には任せられない」

　寝台でジルベルトがぼそりと言うと、パオラは飛び跳ねて激怒した。

「なにばかなこと言ってるんですかっ！　ベッドに縛りつけますよ！」

（ほんとうに、パオラがいてくれてよかった）

　この戦いくさが始まって以来、様々なことが変わってしまった。敵も味方も。いなくなってしまった人間も多い。消せない傷を抱え込んだ者も数え切れない。銀卵騎士団も、無傷ではいられなかった。けれどパオラだけは変わらない。

（いや、変わっていないわけじゃない）

（ただひたすらに、曲がることも折れることもなく、強くなったんだ）

　うろたえ、もがいてばかりの自分と比べてしまうと、まぶしいくらいだ。

　治療の邪魔だろう、と言い聞かせて、ミネルヴァは寝室を出た。廊下を抜けてバルコニーに出ると、冬のはじめの低い陽ひが目を刺す。こうしてサンカリヨン城から市街を眺め渡すと、敵軍の侵入を阻はばむために街路が複雑な迷路状に造られていることが一目でわかる。

　サンカリヨンは、市街地も含めてすべて城壁に囲まれた城じよう塞さい都市だ。古くからの要よう衝しようだったために、いくたびも戦火にまみれ、奪い、奪われてきた。市民たちもそれに慣れているように見える。つい数日前まで聖せい王おう国こく軍ぐんに占領されていた時分には家々にテュケーの車輪紋が掲かかげられ、改宗する者さえいたというのに、こうして連合公国軍が街を解放し、メドキア公こう爵しやくの身柄も救い出した今、だれもがパルカイ教会の讃さん歌かを歌って夜通し宴うたげを続けている。戦いくさ人びとよりもよほどたくましい。

　背後で、足音がした。フランチェスカだ。隣にやってきてバルコニーの手すりに腰をもたせかけ、肩越しにサンカリヨンの美しく幾何学的な街並みを見渡して言う。

「勝ち戦の後とは思えない顔をしてるわね。あなたたちが陥かん落らくさせて、勝ち取った街よ」

「フランだってそうじゃないか」

　沈んだ声で言い返す。

　フランチェスカは、まだ首のまわりにマントがわりに赤い布と鎖を巻いている。視界の端にその不吉な装よそおいが見えるたびに、ぞっとしてしまう。

「それはいったいなんの冗談なんだ。団のみんなも不安がっていたぞ」

「あたくしも、敗まけて帰ってきたからよ」

　ミネルヴァは、フランチェスカの横顔をじっと見つめる。ほんの一月見なかっただけだが、その美び貌ぼうからは以前の黄金色の煌きらめきは削そぎ落とされ、かわって水銀のような鈍く沈んだ危険な光がたたえられている。

　お互いに、まだなにも話していなかった。離脱していた間に、どれほどの血が流され、言葉が断ち切られ、別れが繰り返されたのかも。

「あれはね、たしかに葬列なのだけれど、総そう主しゆ教きよう猊げい下かのではないのよ」

「……じゃあ、だれが死んだんだ」

　ミネルヴァは腹立たしく質ただす。口にはしていなかったが、サンカリヨンに入城してきた黒ずくめの僧そう兵へい団だんをバルコニーから目にしたとき、ミネルヴァもパオラもフランチェスカにまさかのことがあったのではないかと思い、階段から転げ落ちるようにして城を飛び出したのだ。

「マルマテオ司し教きよう補ほを憶おぼえている？」

「プリンキノポリの？」

「ええ。あたくしは、あの方を総主教に仕立て上げようとしたの」

　ミネルヴァは眉まゆを寄せる。洞察深いマルマテオ師は、フランチェスカの抱えている闇やみのほとんどを見抜いていたという。

（知りすぎていたから、抱き込もうとした、ということか？）

「まさかあの方の死という形で、あたくしの企たくらみがやぶれるとは思ってもみなかったのだけれど」

　つまりあの葬列は、マルマテオ師のためのものだったということか。

「……なんで死んだんだ。権力争いか？　だれかに殺されたのか」

　フランチェスカは首を振る。

「あの方は、だれとも争ったりはなさならかったわ。……そうね、強しいて言えば、あたくしと戦って、そしてあたくしはあの方に負けたのよ」

「負けた？　どういうことだ」

「あたくしが総主教代行に選ばれてしまった、ということ」

　戦時中の特例決議。総主教位をあえて空位にし、軍神の名のもとに選ばれた戦士を暫ざん定てい的てきに教会の指導者とする習わしがあったのだという。ミネルヴァも、もちろん知らなかった。まさか、フランチェスカのような俗人が──しかも年若い女が、全地の教会を統すべる地位に立つ手段があるとは。

（でも、それが、マルマテオ師に負けた──というのは、なんのことだ）

「あの方は、あたくしを神々に売り渡したの」

　意味がわからなかった。と、フランチェスカの手が、手すりに置いたミネルヴァの手の甲にそっと重ねられる。目を落としたミネルヴァは息を吞のんだ。

　フランチェスカの手の甲に、複雑な形状の赤あざがうっすらと浮かび上がっている。

「……刻こく印いん？」

　まさか、とフランチェスカの顔を凝ぎよう視しした。

　蜂はち蜜みつ色の髪で隠れた額ひたいにも、かすかに、紋様が見える。

「ベローナの刻印よ」フランチェスカは自じ嘲ちようする。「みんな、クリスのものだけは烙らく印いんと呼んでいたわね。その呼び名がふさわしいと、今のあたくしならわかるわ」

「なんで。なんでおまえに」

　ミネルヴァは自分の声の震えに気づく。

「マルマテオ師に、授けられたの。いえ、押しつけられた、というべきかしら」

　フランチェスカは、傾きかけた冬の陽ひに右手をかざす。軍神のしるしが透けて燃え立つように見える。

「あの方は、天上の神々の力を人為的に植え付ける術すべに、たどり着いていたわ」

「そんなことできるのか？」

　あり得るのか、とは訊きけなかった。

　あり得ることはだれよりもミネルヴァが知っている。自らにも刻まれていた命運の女神テュケーのしるしを、この目で見た。

　そこでフランチェスカはミネルヴァの顔をじっと見たまま沈黙してしまった。それ以上なにも訊けなかった。強まった風が、紅くれないの髪を泳がせる。家々の間にはまだ兵の姿が多く目につく。その多くは、銀ぎん鶏けい紋もんをつけている──銀ぎん卵らん騎き士し団だんの旗印でありながら、連合公国軍そのものの統一軍章として扱われている。

　今や、銀の雌めん鶏どりの紋章は、聖せい王おう国こくの《紫の飛ひ竜りゆう》に匹ひつ敵てきする力の象徴となった。

　勝ち続けて、ここまで来たのだ。

（勝った実感なんて、まったくない）

　ミネルヴァはその思いを嚙かみしめる。

　失ってきたものが多すぎる。銀卵騎士団もここサンカリヨンを攻めるときに何百名も死んだ。ニコロももういない。それに、なにより、クリスがいない。

　これまで、クリスは何度もミネルヴァのもとから離れようとした。そのたびに言い争い、思いをぶつけ合い、連れ戻した。けれど今は、これまでとはちがう。クリスと言葉を交わし、これから共有するものを確かめ合い、お互いのために別れたのだ。

　そのせいで、いっそうつらくなるとは思ってもみなかった。ほんとうにぽっかりと大きな穴が身体からだの真ん中にあいてしまった気持ちだ。風が冷たい。気を抜くといつの間にかクリスのことを考えている。

「……つらいのなら、パオラから聞くわ」

「え？」

「クリスのこと。話しにくいというのなら、ミィナが言わなくても」

「ばか。やめてくれ」

　ミネルヴァはむすっとして視線をそらし、手すりの上に両腕をのせて地平にぼんやりと目をやる。

「フランにそんな気を遣つかわれると気持ち悪いぞ」

　視界の端で金色の髪が揺れた。

「そうね。以前のあたくしはミィナのことを綺き麗れいなおもちゃとして扱っていたものね。子供だったのよ。自分が、認識さえできないくらい大きなだれかのおもちゃにされるなんて、想像もつかなかったのだから」

　その言い方にミネルヴァはぞっとした。思わず、自分の手のすぐそばに置かれたフランチェスカの手の甲を見やる。神々によって捺おされた刻こく印いん──否いな、烙らく印いん。

（わたしたちは、神々のいざこざの道具なんだろうか）

　首を振ってその考えを打ち消す。もしそうだとしても、ミネルヴァのするべきことは変わらない。

「……フランは、どうして自分の国がほしいなんて思ったんだ」

　ふと、思ってもみなかった疑問が口をついて出た。頰ほおにフランチェスカの視線を感じた。なにか訊きき返されたら答える自信がなかったので、ミネルヴァは城の庭に目を落とす。

　これまで考えたこともなかった問いだ。ただ、三さん大たい公こう家けを倒すというフランチェスカの目的が自分と一致していたから銀ぎん卵らん騎き士し団だんに身を置いていただけなのだ。

「不思議ね。あたくしも今、それを考えていたところ」

　フランチェスカが隣でつぶやく。

「でも、その先はないの」

　ミネルヴァはちらとフランチェスカを見て、首を傾かしげる。

「あたくしがこれまでに選んできたすべては、理由を突き詰めていけばみんなそこにたどり着く。自分の国を手に入れるため。その先は行き止まり。理由はないの。それがあたくしのいのちなの」

「フランの幸せは、自分の国を手に入れること、それだけ──だっていうのか？」

「そうね。幸せ。いい言葉」

　フランチェスカは弱々しく微笑ほほえむ。

「なにが幸せなのか、というのは、神々かだれかが生き物すべてに捺した烙印なのかもしれないわ」

「そんなこと考えてたら息ひとつできないぞ」

「ええ。ここのところ息苦しくてしょうがないの。あたくしはミィナほど強くない」とフランチェスカは冗談めかして言う。

「わたしだってちっとも強くない」

「でも、幸せを見つけたんでしょう」

「ん……」

　ミネルヴァは曖あい昧まいに鼻を鳴らした。どうしてわかるのだろう。

「クリスとどんな甘い約束を交わしたのか、教えてくれないの？」

　耳元でそう囁ささやかれ、かあっと熱が顔に広がっていくのを感じた。首をぶんぶん振って、髪先でフランチェスカの顔を追い払う。

「……言わない」

「あら。ごまかしも思いつかないくらい素敵な約束？」

「ばか。知らない」

　言えるわけがない。クリスと別れたあの夕暮れの橋の上。間違いようもない、はっきりとした結婚の約束を、してしまったのだ。これからも永くともにいるために、聖都サンチユリオに赴おもむき、滅ほろびの獣けものを抑え込む方法を見つけ出し、必ずミネルヴァのもとに戻ってくると。

　だれにも言っていない。

　パオラにはもちろん、クリスが団を離れることを伝えた。ミネルヴァと触れ合えば終わりの女神テュケーとはじまりの神オルクスが邂かい逅こうし、終しゆう焉えんの冬がやってきてしまう。今のままでクリスを騎士団に置いておくことはできないから、単身で都に行かせた、と。しかし結婚どうのこうのはクリスとミネルヴァの間だけのことだ。

「まあ、いいわ」

　フランチェスカの笑いは、冷笑ではなくなっている。その顔にも、ようやく花の色が戻ってきたように見える。

「それでクリスにはあてがあるの？」

「ジルベルトが王宮に潜せん入にゆうしたときに、見たと言っていただろう。謁えつ見けんの間の地底にある大きな湖のこと」

「ええ。なにかが水底にいたと、言っていたわね」

　伝承と神話がすべて正しいとしたら、それは冥めい王おうオルクスの本来の肉体だ。神々の刻こく印いんを持って生まれた大たい公こう家けの男子は、みなその湖に赴き、自らに宿る神の真の名を聴き、それを操るすべを得るという。ならばクリスもそれに倣えばどうか。これまでのクリスは、オルクスの力が活性化するたびに支配され、暴走してきた。それは手綱である真しん名みようを知らなかったからではないか。

「危険な賭かけね」

　フランチェスカの言葉に、ミネルヴァはうなずく。

　敵地に単身で潜もぐり込むことが、ではない。クリスはすでに三人の刻印持ちを殺してその力を啜すすりとっており、ひとりで聖せい王おう国こく総軍と渡り合えるほどの怪物に成長している。だから潜入はたやすいだろう。しかし、オルクスの本体に近づくことそのものが、危険なのではないか。

「冥王の力がもっと高まって、クリスがねじ伏せられてしまうかもしれない。それはわかってる」

「それでも、行かせたの？」

「もう逃げたくないと、クリスが言ったんだ」

「あなたも、でしょう」

　そう言われて、ミネルヴァは安心している自分に気づいた。やはりフランチェスカはこんなふうに鋭くこちらの心を見透かしてくれた方が彼女らしい。言いにくいことは言わなくてもいい、なんて気き遣づかいはされたくない。

「うん。わたしも、もう逃げるのはやめる」

　剣を手にして戦場を駆け、幾多の敵を薙なぎ倒たおしてきながら、それでもミネルヴァはこれまでずっと逃げ回ってきた。聖都サンチユリオから。玉座から。そして、妹シルヴィアから。

　つまり、託たく宣せん女じよ王おうとして生まれた運命から。

「フラン。ずっと訊きかずにいたことを、いま訊くぞ」

　フランチェスカは、こんなときに、ミネルヴァの足下に膝ひざをつくのだ。

「どうぞ、陛へい下か」

　子供の頃ころから何度もやってきた。二人きりのときだけ女王と臣下に戻る、他た愛あいのないままごと。けれど今このときにあっては、あまりにも皮肉で、致命的な芝居だ。

「おまえは戦いくさに勝って大たい公こう家けと神官団を聖王家から排除しても、自分が王になるつもりはないんだろう」

　フランチェスカはすぐに立ち上がり、膝の砂すな埃ぼこりを払い落としてから、小声で答えた。

「……ええ」

「わたしを、玉座に据すえるつもりなんだろう？」

　しばらく、答えはなかった。フランチェスカの青い瞳ひとみがバルコニーの外に泳いだ。

「決めていないのよ。ほんとうに」

　弱々しい声でつぶやく。

「決めていない？　おまえが、こんな重要なことを決めずに旗はた揚あげしたのか。わたしを銀ぎん卵らんに誘ったのは最初からそのつもりだと──」

　フランチェスカは首を振ってミネルヴァの言葉を遮さえぎる。

「決めずにきたの」

「どうして」

「理由はいくつもあるわ。戦の中で、なにが起きるかわからない。あなたを前線で戦わせることになる以上、無事のままという保証もない。あなたを女王の座につけて人心を掌しよう握あくできるかどうかもわからない。シルヴィアさまという、もうひとりの有力な候補もいる。でもね、いちばんの理由は……」

　そこでフランチェスカは口ごもり、ミネルヴァの唇くちびるのあたりに頼りない視線をさまよわせた。

「……なんだ。言えない理由なのか」

「あなたが、あたくしのただひとりの友だから、よ」

　不思議な冷たさと温かさの入り混じった空気が、二人の間を流れた。ミネルヴァは言葉だけではなく足下の感覚さえしばらく見失ってしまう。フランチェスカが一瞬でも視線をそらせば笑い出していただろう。けれど、その青せい玉ぎよくの瞳ひとみはじっとこちらに注がれたままだった。

「……おまえ、そんなことを──正直に言うやつじゃ、なかっただろう」

　やっと唇くちびるの間から滑り出てきたのは、そんな言葉だった。フランチェスカは微笑ほほえんで、耳元の髪を払った。

「そうね。弱くなったのよ」

　ミネルヴァはうつむいた。こうもフランチェスカが可愛かわいらしくては、調子が狂う。

「前は、自分でもわかっていなかった。どうして、諸侯への冊さく封ほうや軍組織や税制や教会の再編まで考えていたのに、玉座のことだけは考えないようにしていたのか」

　これほど強い精神の持ち主であっても、自分の心から目をそむけることがあるのか、とミネルヴァは思う。

（人間なんだ。わたしと同い年の女なんだから）

「今はわかっているわ。たったひとりの友を、失いたくないのよ」

「ん、んん」

　ミネルヴァは手すりの上に置いた両手をこすり合わせる。

「なんだかむずがゆいぞ、おまえにそんなこと言われると」

「そう？　あたくしは、正直に言えてかえって気分がいいわ。なにせ、ミィナのことはずっと大好きだったもの」

「と、とにかく！」

　しなだれかかってきたフランチェスカを、ミネルヴァは押しのける。

「わたしはそんなことでおまえを見み限かぎったりしない」

「ええ。今は、それもわかっているのよ。でも、なおさら迷っているわ」

「どうして。他ほかに選択肢はないだろう。シルヴィアをこれ以上苦しめるわけには──」

「できてしまったのよ、もうひとつの選択肢が」

　フランチェスカは手を持ち上げ、自分の前髪を搔かき分わけて額ひたいを指さす。ミネルヴァは息を詰まらせる。手の甲と額とにうっすら残る赤あざの刻こく印いん。

（そうか、フランにも、今は神の力が宿っている）

　かつてフランチェスカは言っていた。託たく宣せん女じよ王おうは王国に必要な存在である──その予見の力を用いるためではなく、ただ人じん智ちを超えた力によって権威を支えるために、と。

　ただ人々に畏おそれられる異い形ぎようの力を備えているだけでいいのであれば、今のフランチェスカにもまた王の資格がある。

「あなたを道具として扱おうとしてきたのなら、同じ理由で、あたくし自身も道具と考えなければいけない。そうでしょう。それに、ミィナが戦いの外に幸せを見つけたというのなら、あたくしが背負うしか──」

　ミネルヴァは、フランチェスカの手を刻こく印いんごと握にぎり潰つぶすかのようにつかんでいた。

「ふざけるな」

　見つめる先で、青い瞳ひとみが戸惑いに揺れる。

「おまえを戦場に置き去りにして、わたしだけ安あん穏のんと暮らせると思うのか。そんなの、シルヴィアを残して逃げたあのときと同じじゃないか」

「同じじゃないわ。シルヴィアさまは玉座など望んでいなかった。あたくしは望んで登とう極きよくするのよ」

「同じだ」

　ミネルヴァは大剣の一振りのようにフランチェスカの言葉を断ち切る。

「あのときのこと、思い出せ。シルヴィアは自分の意志で王国に戻ったんだぞ」

　ここサンカリヨンは、かつて王おう配はい候こうコルネリウスと女王シルヴィアの聖婚が執とり行われようとした場所だ。ミネルヴァたちはコルネリウスを殺し、シルヴィアを連れ出して婚儀を阻はばんだ。けれど逃げ延びた先の月光降り注ぐ荒れ野で、シルヴィアはこう言ったのだ。このまま自分がミネルヴァたちについていけば、戦争はいっそう複雑化し、激しくなる。戦いを鎮しずめるためには王国に戻るしかないのだと。

（シルヴィアは平和を望んで、苦痛に満ちた玉座へと帰っていったんだ）

（今のフランは、あのときのシルヴィアと同じことを言っている）












　ミネルヴァの手の中で、フランチェスカのぬくもりが震える。青い瞳ひとみが涙の予感で揺らぎそうになる。

「何度言わせるんだ。またひとりで背負い込もうっていうのか。おまえの戦いは、わたしの戦いだ。なぜって、おまえが苦しんでいるとわたしも苦しいからだ。理由はたったそれだけだ。だから」

　手を、強く握にぎりしめる。

「わたしがおまえの王冠になる。おまえは天なんて見なくていい。ただ前だけ見て戦え」

　フランチェスカのこわばった顔が、やがて自然で柔らかい笑顔にとける。

「……そう、ね。いつも忘れてしまうわ。ありがとう、あたくしの女王陛へい下か」

　面と向かって言われると照れくさくなり、ミネルヴァは手をはなしてバルコニーの手すりの向こうに視線を戻した。

　本心を言えば、自信はなかった。フランチェスカの方が王位に向いているのはたしかだ。ミネルヴァは六歳の時に王城を抜けだして以来、宮廷の作法も知識もほとんど身につけずに剣術修業に明け暮れてきたのだから。

　そしてなによりも、自分が玉座に戻るということは──

（クリスと結婚し、子を成なし、そしてクリスに殺されるという予見）

（その未来に向かってまっすぐ歩みながら、抗あらがわなくてはいけない）

　それはなによりもつらい戦いになるだろう。

　不安はずっと感じていた。けれど、途方に暮れるような茫ぼう洋ようとした不安ではない。胸の内で脈打つ不安だ。それは、どうかすると期待の高鳴りと紛まごうほどの鼓動だった。心地よくさえある。

　もう、ひとりの戦いではないのだ。

　そして、戦いの向こうにたしかに見える光もある。だから、つらいだけではない。

「では、現うつつの戦場に目を向けましょう」

　皮肉混じりにフランチェスカが言うので、ミネルヴァも少し恥ずかしくなる。だいぶ感情的な話ばかりしてしまった。冷静に考えれば、青臭い言い争いなどしている場合ではないのだ。なにより、アンゴーラが侵攻してきている。もはや内戦を収めれば済むというわけにはいかない。

「指揮官代行殿、あたくしの不在の間の詳細を報告してくださる？」

　フランチェスカがいきなり声の調子を上げて言った。

「ふゃっ」

　背後で奇妙な声があがり、ミネルヴァは驚いて振り向く。バルコニーと廊下をつなぐ石造りのアーチの陰に、青っぽい小さな人影が見えた。

「た、た、立ち聞きしてたわけじゃないですよ、その、ミィナさんもフランさまもどこに行ったのかなって捜さがして」

　アーチの柱から顔だけのぞかせたパオラが、あわあわと手を泳がせて言い訳する。ミネルヴァは耳に熱い血が回るのを感じた。

「き、聞いてたのかッ？」

　二人きりだと思ってずいぶん気恥ずかしい言葉をフランチェスカと交わしてしまったのだ。聞かれていたと思うと顔から火が出そうだ。

「いえ、そんな、そんなわけじゃなくて、ただフランさまに大好きって言われてミィナさんうらやましいなって」

「そんな前から聞いてたのかッ」

「ひゃうぅ。ごめんなさい」

　頭を抱えてうずくまるパオラに、フランチェスカが笑いながら歩み寄り、腕をつかんで立たせた。

「さ、乙女の語らいはおしまい。汗臭い軍議に移りましょう。聖都サンチユリオから勅ちよく使しが来たのでしょう？」







　軍議は、修復作業の進む大聖堂の司祭室で行われた。金と朱色の飾り布がかけられた小さな円えん卓たくを囲むのは、各公国の軍章の上に銀ぎん卵らんの紋章入りのタバードを重ね着した、老練の軍団長たちである。

「聖せい女じよどのの総そう主しゆ教きよう代理への就任、そしてサンカリヨン奪回、ともに盛大に祝わねばならぬ慶けい事じではありますが……」

　コモンドールの軍団長が苦い顔で言う。ザッパニア軍団長がそれを受けて言葉を継つぐ。

「アンゴーラが動いている今、その猶ゆう予よもありませぬ。早急に停戦協定をまとめ、国防にあたらねば」

　海を隔へだててアンゴーラに接しているラボラジアの軍はもとより、キセルキニアとケルマニアの軍もわずかな隊を残してすでに本国に引き揚げていた。今の連合公国軍の総勢は三万を下回る。サンカリヨン防衛には充分すぎる兵力だったが、聖都を攻めるにはまったく不足だった。

　しかし攻めている余裕がないのは聖せい王おう国こく側も同じである。

「停戦協定は、あっちから申し入れてきたんです」

　フランチェスカの隣の席に着いていたパオラが、今朝受け取ったという車輪紋入りの書状を開いてみせた。

「……ハドリアヌス城じよう砦さいを明け渡す？　ずいぶんと大おお盤ばん振る舞いね」

　書状を一読したフランチェスカは、大げさに目を見開いて言った。

　ハドリアヌスは聖都のすぐ東の高台に建てられた城砦で、鎮ちん守じゆ将軍の守護する難攻不落の拠点である。文字通り首都防衛の最後の砦とりでであり、そこを敵に明け渡すというのは聖王国が自らの首を差し出してきたに等しい。

「明け渡すかわりに、停戦協定はハドリアヌスで行いたい、と、こんなものは罠わなにきまっております」

　メドキアの騎士団長が鼻息荒く言った。

「さよう。私も罠わなだと思う。聖せい女じよどのが協議の場に出席するように──とわざわざ書いてあるのですから、魂こん胆たんは見え透いておる」

「こんなもの、吞のむ必要はない」

「でも、これくらい譲歩しなきゃいけない事情があるのかもしれないですよ……」

　パオラがおそるおそる口を挟はさむ。

「代行殿はお優しすぎる」

「そもそも明け渡すというのが信用できぬ」

「王国軍は城じよう砦さいにいくらでも仕掛けを施ほどこせますからな」

「間違いなく聖女どののお命を狙ねらう奸かん計けいでしょうな」

「それは明け渡しのときに隅から隅まで調べれば大丈夫だと思います……」

「仮にすんなり明け渡したとしても、内部を知り尽くしているから伏ふく兵へいを忍ばせることもできよう」

「代行殿はお若いからご存じないでしょうが、聖都サンチユリオ周辺の地下には通路が張り巡めぐらされているという噂うわさもあり」

「あ、あの、あたし、もう指揮官代行じゃないです、フランさま戻ってきたから」

「なにを。代行殿は代行殿でござろう」

「さよう、我ら連合軍において聖女どのに次ぐお立場ですぞ」

「えええ、そんな……」

　パオラと軍団長たちの、喧けん嘩か腰ごしなのか微笑ほほえましいのかよくわからないやりとりを聞くともなしに聞きながら、フランチェスカは手元の勅ちよく書しよを見つめ、考えを巡らせていた。

　いずれにせよ、王国側はなにかを急いでいる。そうでなければこんな強引な案はよこさないはずだ。

（情報がまったく足りない）

（アンゴーラの動きは今どうなっている？　ラボラジアを南下したのか、それとも西の女王直ちよつ轄かつ領りように入ったのか、あるいは両方か）

（そもそも今アンゴーラがこちらを攻める目的はなんだ？）







　その疑問は、夕刻、明らかになった。聖都に潜もぐり込ませていた間かん諜ちようから連絡があったのである。フランチェスカは即座に軍議を再招集した。サンカリヨン城の小さな客間に、聖女と三人の騎士団長だけが集まる。

「アンゴーラ軍は、女王直轄領側に進攻したわけですか」

　コモンドール軍団長は顎あご髭ひげをしごきながら苦い顔で言った。東方七公国側には進まなかったということだが、単純に朗報だと喜んでいる場合ではない。

「デクレヒト要よう塞さいの北衛軍は二日で落ちたそうよ」

　フランチェスカの声に、集まった老騎士たちの顔はさらに暗くなる。アンゴーラ帝国とは国交が絶えて久しく、戦力は完全に未知数だったが、まさかそこまで圧倒的とは考えてもみなかったのだ。

「それにもうひとつ。デクレヒトには──」

　そうフランチェスカが言いかけたとき、あわただしい足音が廊下をやってきて、小さな木戸が弾はじけるように開いた。

「フランっ」

　血相を変えて飛び込んできたのは、紅あか色いろの髪の少女──ミネルヴァだ。騎士たちはあわてて立ち上がって最敬礼する。彼女が託たく宣せん女じよ王おうであることは今や、ある程度以上の地位の者には知れ渡っている。

「デクレヒトが落ちたと聞いた、シルヴィアが──」

　ミネルヴァは駆け寄ってきてフランチェスカの両肩をつかむ。

「シルヴィアがデクレヒトにいたというのはほんとうか！」

「ほんとうよ」

　肩の手に手を重ね、フランチェスカはことさら落ち着いた声で答える。

「陛へい下かは今、行方ゆくえがわからなくなっている。大だい院いん司しヒエロニヒカも」

　ミネルヴァの顔が歪ゆがむ。なにか感情のままに口走ろうとした言葉を嚙かみ潰つぶしたのがわかる。お互いに成長してしまったのだ、とフランチェスカは思う。以前のミネルヴァであれば、大剣を手にして即座に飛び出していっただろう。今はもう、二人とも、背負っているものが重すぎる。

「……では、聖せい王おう国こくがここまで譲歩して停戦協定を急ぐ理由は、もはや策を弄ろうしている余裕さえもないから、でしょうか」

　メドキア騎士団長が疑わしげに目を細めて言う。フランチェスカは首を振った。

「わからないわ。でも、どちらにせよあたくしたちのやることはひとつ」

　ミネルヴァの手を優しく持ち上げて肩からはずし、フランチェスカは粗末な木の円えん卓たくに両手をついて、騎士たちを見回す。

「ハドリアヌス城じよう砦さいでの停戦協定を受けましょう」

「……罠わなとわかっていても？」

「シルヴィアさまをここで喪うしなえば、真っ二つに引き裂さかれたこの国の傷は永く癒いえないままとなるわ。ぜったいに、あたくしたちの手で救け出さなければ」





２　獣と魔女







　瘦やせた木々の間を縫ぬって、分厚く枯れ葉が積もった斜面を登っていくと、やがて視界が開けた。高い崖がけの上から、夕ゆう映ばえに染まるタルミア湖とそのまわりの平野が一望できる。白はく亜あの城郭や美しい曲線の尖せん塔とうが、湖に影を落としている。湖水から流れ出した川に沿って広がる街は、白い漆しつ喰くいと赤あか煉れん瓦がの色鮮やかな建物が多く、夕ゆう陽ひに染まっていっそう燃え立っていた。

　クリスは、かつて流る浪ろうの傭よう兵へいだった頃ころ、主に聖せい王おう国こく軍ぐんに身を置いていた。貴族の側近として聖都サンチユリオにも何度か行ったことがあり、周辺の砦とりでや山林の間かん道どうについてもよく知っていた。なにしろ暗殺すらも一度ならず請け負っていたのだ。

　サンカリヨンは聖都のちょうど真東にあり、両都市をほぼ直線でつなぐ街道が古くから敷かれていたが、もちろんクリスはそこを通らなかった。内戦が始まって以来、無数の砦が建てられて封鎖されているからだ。大きく北に迂う回かいしてキセルキニアのイメイヘンから女王直ちよつ轄かつ領りように入り、南下して山を越えてきた。

　──まずいな。日が暮れるまでに山を下りられるかどうか……。

　崖下を見やって、クリスはため息をつく。もう秋も深く、夜は骨にまで染みる寒さだし、糧りよう食しよくも尽きていた。

　皮肉なものだった。どれほど神の血を持つ者たちを狩り、自分の力を増強させても、飢うえや寒さには勝てないのだ。そしてそれは、クリスがまだ人間でいられる証あかしでもある。

　──肉体は、まだぼくのものだ。

　クリスは、肉体さえも異い形ぎようへと変じた例を知っている。クリスの父親、あの暴ぼう虐ぎやくな将軍デュロニウスは、腕を斬きり落とされてフォボス神の力を暴走させ、赤い不気味な光に覆おおわれた獣人に変わってしまった。理性を完全に失い、目に入る生ある者をただ叩たたき潰つぶそうとするだけのどす黒い衝しよう動どうの塊かたまりに堕だしたのだ。

　──ぼくは、あんなものにはぜったいにならない。

　──必ず、みんなねじ伏せてやる。

　そのためにも、一刻も早く聖都へ。

　クリスは額ひたいに爪つめを立てて、ぼやけてきた烙らく印いんの熱をはっきりさせる。下ろした右手の甲で光るのは、催さい眠みんの神ソムヌスのしるしだ。ルキウスを殺して奪った力。

　なるべく人目につかない経路を選んではきたが、それでもこのソムヌスの力──人の認識をねじ曲げる力には、頼りっぱなしだった。聖王国軍に見つかって捕まるのを怖おそれていたわけではない。クリスが銀ぎん卵らん騎き士し団だんを離れたということを敵に知られたくなかったのだ。《星喰くらいの獣けもの》の存在はそれだけで恐怖を呼び起こし、抑止力となるからだ。不在を勘かんづかれれば聖王国軍にいくつも選択肢を与えてしまう。

　──これから、王城の最深部に入るまで、ずっと刻こく印いんを開きっぱなしになるな。

　気が遠くなりそうだった。傷口からだらだら血を流し続けながら歩くようなものだ。刻印の発動は身も心も激しく消しよう耗もうする。すでに腕のそこかしこの肌が赤黒く変色している。

　──急ごう。

　クリスは下る道を探しながら崖がけ沿いを歩き出した。







　気配に気づいたのは、土が剝むき出だしになった急きゆう勾こう配ばいの斜面をゆっくりと下っているときだった。眼下の林が開けているあたりで、かすかなざわめきが聞こえた。クリスは、露出した木の根を握にぎりしめて身をこわばらせた。

　──鋼はがねのにおい。

　──一人じゃない。かなり大勢いる。

　残りの高さを一息に飛び降りた。視界が木々の影に吞のまれる。

　崖の足下の、棚のように平らになった場所だった。崖がけ崩くずれの跡だろうか、そこだけ樹が生えておらず小さな広場になっている。人影が六つ、円座になって荷物を広げ、なにか話している。

　クリスはその一団に歩み寄った。刻印が額ひたいで熱を持つのを感じる。顔が見えるほどの距離まで近づいても、だれひとりとしてクリスに気づかない。気づかないというよりも気にかけていない。ソムヌスの刻印の力は、あたりにいる者の認識を摩ま滅めつさせる。視界の端で枯れ葉が転がってもだれも気に止めないのと同じように、クリスに対してまったく注意を払わなくなるのだ。

　一団はみな男で、聖軍兵の鎧よろい具足を身につけていた。しかし、王国の人間でないことはすぐにわかった。話している言葉だ。意味はわからないが、デクレヒトにいた頃ころに一度だけ耳にしたことがある、異国の響き。

　──アンゴーラ人だ……。

　男たちの顔をよくよく見回してみれば、色白で目が細いという共通点が見てとれる。

　──そうだ、みんなどことなく、ニコロに似ている。

　──なぜアンゴーラ人がこれほど聖都サンチユリオのそばで、しかも聖せい王おう国こく軍ぐんを装よそおって？

　間かん諜ちようだろう、とクリスはすぐに察した。アンゴーラは聖王国への侵攻を開始したのだから、聖王国軍内に間諜を増やそうとするのも当然だ。男たちを観察すると、鍛きたえ抜かれた身体からだと、油断のない目つき、荷物を仕分ける手つきの無駄のなさなどから、かなりの手て練だれだとわかる。

　──では、アンゴーラの目的は聖都なのか？

　──どうする。今ここで殺すべきか。

　背負った太た刀ちの柄つかに手をかけ、クリスは悩んだ。聖都を攻めるつもりだということはアンゴーラは敵の敵だ。しかもニコロは今、おそらくアンゴーラ軍にいるだろう。

　しかしこの戦争に勝ってフランチェスカが聖都サンチユリオに凱がい旋せんした場合、アンゴーラはすぐさま敵となる。

　──ここで間かん諜ちようを殺した場合、どんな影響が出る？

　クリスの思考は突然、断ち切られた。男たちが一斉に殺気を迸ほとばしらせて立ち上がったからだ。その殺気はクリスに向けられたものではない。クリスのことはあいかわらずだれ一人見てもいない。男たちの視線は、黒々とした林の一角へ集まっている。陽ひが落ちかけ、赤く焼けた空を背にして木々は刺とげ々とげしい影の城壁に変わっており、その足下に、一人の女が立っていた。

「おや。ご歓談中、失礼。邪魔したな」

　女はそう言って意地悪そうに笑った。クリスの背筋にぞくりと悪お寒かんが這はった。

　年の頃ころのよくわからない女だった。肌つやは若々しいが、目つきは老ろう獪かいそのもので、長い黒髪を後ろで編んで束たばねているので、偉い丈じよう夫ふのようにも見える。襟を立てた派手な上着は旅芸人の装しよう束ぞくのようだ。

　突然の奇妙な闖ちん入にゆう者しやに、しかしアンゴーラの精鋭六人はまったく動かなかった。どの背中にも緊張がはりつめているのがクリスにはわかった。

　──何者だ。

　じりじりと崖がけの方に後ずさりながらクリスは女を凝ぎよう視しする。刻こく印いんの力で自分は気づかれていないはずだったが、そうせずにはいられなかった。

　女の全身から発せられている、すさまじい威圧感のせいだ。殺気でも敵意でもない。危険な獣性を漂わせているのに、目をそむけられなくなる。

「なんだ。北国からのお客さんじゃないか」

　女は小首を傾かしげて言った。続く言葉は、クリスの知らない響きになる。女もアンゴーラ語を使っているのだ。男たちのうちの一人が、きつい口調でなにか返した。誰何すいかしているのだろうか。男たちの手が剣の柄つかにかけられる。女の目がすうっと細くなる。しばらくの沈黙のにらみ合いが続き──

　緊張が唐とう突とつに切れた。

　全員が同時に土を蹴ける。男たちは女に殺到し、女は真上に跳んだ。クリスは声をあげそうになる。女の手が、すぐ頭上の枝をつかみ、折り取りながら宙返りして男たちの刃やいばすべてを躱かわすところまではかろうじて見えた。女が空中で身をひねり、その腕と握にぎった枝は雷光と化した。

　うめき声がいくつも重なる。

　クリスは信じがたい思いで目を剝むく。男たちが全員、目を押さえて身を二つ折りにしている。指の間から血がにじんでいるのもわかる。クリスの目の前に優雅に着地した女は、手にしていた枝を何度か振って血を払い落とし、襲撃者たちを振り返った。

「ふふ、帝国の人間はやることが手っ取り早くていいな。余計な口もきかない。動きは直線的すぎるけど迷いがない。あたしが教えればもっと育つな。王国の腑ふ抜ぬけ連中に見習わせたいよ」

　女の言葉を遮さえぎるように、うずくまっていた男たちの背中が跳ねた。腕がしなり、投げつけられた短剣が空くうを裂さく。クリスは横様に跳び退のいたというのに、女はわずかに腕を持ち上げて身をくねらせただけだった。

　地面に身を投げ、振り向いたクリスは、息を吞のむ。

　女の両手──指の間に、それぞれ短剣の刃やいばが挟はさみ込まれている。

　──すべて受け止めたのか。

　女が無造作に腕を振った。まるで短剣をみんな投げ捨てたように見えたが、しかし放たれた六つの刃はどれも正確に、男たちの足の甲を貫つらぬいていた。声一つあげなかったのは、訓練を積んだ精鋭だという証あかしだろう。しかし、さすがにだれ一人として立っていられない。女を囲んだまま、膝ひざをつき、背を丸めて悶もん絶ぜつする。

「腱けんをぶち抜いてるから、ふた月は歩けないぞ。さあ、それじゃあゆっくり話を聞こうか。どうせあたしらの言葉はみっちり憶おぼえさせられてんだろ？」

　女の笑みは、毒で動けない獲物を前にした大蛇のようだった。女はあまりにも強すぎたし、その強さを見せつけすぎた。そして、アンゴーラ帝国の間かん諜ちよう育成はあまりにも厳格すぎたのだ。夕ゆう闇やみの中で、かすかに、なにか硬かたいものがこすれ、砕くだける音が響いた。男たちの身体からだが次々と土の上に崩くずれ落ちる。

　──自分の歯を嚙かみ砕くだいたんだ……

　クリスにはそれがわかった。そして、うつぶせになった男たちの首筋のあたりが不自然な紫に変色しているのも見て取れる。

　──歯に仕込んでいた毒で、自害した。

　唾つばを飲み下し、クリスはゆっくりと立ち上がる。女は、転がった骸むくろを見下ろして、肩をすくめ、息をついて首を振っている。クリスはその背中をじっと見つめる。まだ、身体の内側で震えがおさまっていない。

　どうするべきだろう。この女は何者だ？　アンゴーラの間諜を詰きつ問もんしようとしたということは──とてもそうは見えないが──聖せい王おう国こく軍ぐんの人間だろうか。なによりも、この薄ら寒いまでの強さはいったいなんだ。

　──今、ここで殺すべきか。

　クリスは太た刀ちの柄つかに再び手をかける。

　──これほどの剛ごうの者が聖軍にいれば、必ずミネルヴァにとって害になる。

　──今なら、ソムヌスの刻こく印いんの力で、ぼくのことは認識できない。殺せる！

　ミネルヴァのことを考えた瞬間、クリスの中で迷いが消えた。背中の鞘さやから太刀を抜きざまに振り下ろす。

　しかし、氷の刃は奇妙な手て応ごたえにぶつかって止まった。

　クリスは驚きよう愕がくに目を見開く。女が振り向き、上着の帯をぴんと張って太刀筋を受け止めたのだ。

　──なぜ……

　太た刀ちを引いて跳び退のき、クリスは額ひたいをまさぐる。指先に熱を感じる。ソムヌスの刻こく印いんがまだ青白く光っているのがわかる。催さい眠みんの神の力は働いているはずなのだ。

　──なぜ見えている？

　女が唇くちびるを歪ゆがめて言った。

「それは、見えなくする力じゃないんだろう？」

　クリスはぞくりとして、太刀を持ち上げた。切っ先は、死にかけた蝿はえのようにどうしようもなく泳いでしまう。

「ただ目立たなくする力なんだろう。なら、あたしには無駄だ」

　蝗いなごの群れのような恐怖と寒気がクリスを覆おおい尽くした。女の言っている意味が、わかったのだ。

　身を取り巻く外界の、ありとあらゆるものを──光と影と音と風とを、常にすべて心でつかみ続けているとしたら。たとえ視界の端を転がる枯れ葉であっても、見落としたりはしない。

　──できるんだ。

　──この女は、それができるんだ……

　であれば、ソムヌスの力はまったく効かない。

「もちろん、まったく効かないわけじゃないよ」

　女が、クリスの胸中を見透かしたように笑う。

「どういう顔なのか、見えない。せっかく奇き遇ぐうにも逢あえたんだ、おでこの火を消してくれないか。……クリストフォロス・エピメクス」

　クリスは息を吐く。意識していなくても、刻印から熱が流れ出していくかのようだ。

　──ぼくの名まで知っているのか。

　──いや、王おう配はい候こうルキウスをぼくが殺し、力を奪ったことは、聖せい王おう国こくの上層部であれば知っていておかしくない。

　──ともかく、こうしているのは無駄だ。ぼくが消しよう耗もうしていくだけだ。

　肩の緊張を解き、突きつけた太刀の切っ先をわずかに下げる。手の甲からソムヌスの刻印の光が引いていく。女はかすかに目を見開き、舌なめずりをした。

「へえ。思っていたよりも若くて可愛かわいいじゃないか。ジルの話だけだと、もっと陰険で目つきの悪いやつかと」

　──ジルベルトまで知っている？　話をした？

「……あんたは、だれだ」

　クリスは疑問をそのまま口にした。言葉を弄ろうしている余裕などなかった。女の目から殺気はすでに消えていたが、視線をそらしたとたんに身体からだ中じゆうの皮を剝はがれてしまいそうな悪お寒かんは消えていない。

「ミィナやフランに聞いていないのか？」

　女の言葉に、クリスは思い至り、目を見開く。

「あんたがカーラか」

「あたしもクリスと呼ぶけど、いいね？」

　カーラはにんまりと笑うと、ようやくクリスから視線を外した。身体からだ中じゆうに張っていた不快感がようやく消え去る。そこでクリスはやっと、彼方かなたのタルミアの湖面に夕ゆう陽ひが沈みきって暗くら闇やみがやってきたことに気づく。やってきた寒気は、現実のものだ。

　王宮指南役、カーラ。

　ミネルヴァやジルベルト、さらにはジュリオに剣術を教えた師であり、フランチェスカにも軍略を仕込んだ兵へい法ほう家か。

　そして今は、敵である聖せい王おう国こく軍ぐんの、おそらく作戦参さん謀ぼう。

　──なぜこんな場所にいる。

　──偶然なのか。それとも、まさかぼくを待ち伏せしていた？

　──ぼくが銀ぎん卵らんを離れて聖都サンチユリオに向かったことは、漏もれていないはずなのに。

　クリスが油断なくにらみつける前で、カーラは足下に転がった屍し体たいのひとつの脇わきにかがみ込んで、鎧よろいの下を漁あさった。

「……へえ、具足は全部ほんものじゃないか。正規兵の装備が横流しされてるのか？　柄つかの彫刻は偽ぎ造ぞうだな。汚れ具合にも年季が入ってる。配属票まで偽造か。大したもんだ。やれやれ、ちょっと脅おどかしすぎたな。色々話を聞けたら笑えただろうに」

　カーラは兵たちの荷物の中から火打ち石を見つけ出すと、「ほら、枯れ枝集めろ」と当たり前のような口調でクリスに言った。

「えっ？　あ、ああ」

　思わず、言う通りにそのあたりの枯れ枝を集めて、細いものから順に積み上げて薪たきぎを組んでしまう。銀卵に入る前はずっと一人旅だったクリスなので、手慣れていた。屍体をまとめて林に放ほうり込んだカーラが、腰を据すえて火種を飛ばそうとしたところで、クリスは我に返る。

「ちょ、ちょっと待って！」

「なんだ？　そろそろ寒くなるぞ。まさか火を焚たかずに抱き合って寝ようとでもいうのか。おまえはなかなか好みの顔だけど、あたしはこう見えても慎つつしみ深いから──」

「ち、ちがう！　そうじゃなくて、火なんて焚いたら見つかる！」

　カーラは肩をすくめた。

「見つかったっていいじゃないか。あたしは王宮指南役だし、おまえは皆殺しにするなり蜥蜴とかげみたいに隠れるなり、どうとでもできるだろう」

　止める間もなく、乾いた枯れ葉に火の粉が飛び、やがて白い煙があがって枝がぱちぱちと爆はぜ始める。クリスは息をついた。たしかにその通りなのだが、この女、聖王国に身を置いていながら（そしてクリスの正体を知りながら）なぜこうも気安く焚たき火びなどしてくつろいでいるのか。鉄てつ瓶びんと水筒を見つけ出して湯まで沸かし始める。

　──なんで、ぼくも火のそばに寄っているんだ。

　気づくとクリスは、火を挟はさんでカーラの向かい側に腰を下ろしている。刻こく印いんをずっと活性化させていたせいだろうか、いったん休ませた今、頭と両手がぼんやり重たく、立ち上がるのも億おつ劫くうだった。

「そんなに心配するな」カーラがちらと目を上げて言った。「この山道は麓ふもとからも近くの砦とりでからもちょうど死角だから、そうそう見つからないよ。だからこいつらもここで打ち合わせをしていたんだろうし、おまえもここを通ろうとしたんだろう？」

　クリスは苦い顔をする。その通りだった。

「つまり、あたしらが出で逢あったのはそう偶然でもないってことさ。嬉うれしいじゃないか」

　カーラの全身をねめ回す。

「あんたはここでなにをしてたんだ。都に入ってくる間かん諜ちようを捜さがし回ってたのか」

「そんなにひまじゃないし、そんなに忠義に篤あつくない。出先から戻ってくる途中だったのさ。おまえとかこいつらと同じ、なるべく人に見られない道を選んだだけだよ」

　そう言われても、警戒を解くわけにはいかなかった。忠義がどうかは知らないが、敵にはちがいないのだ。

「……なぜぼくを殺したり捕らえたりしないんだ」

「ん？」

「あんたは、今は王国の人間なんだろう。軍師として王国軍について、銀ぎん卵らんを何度も陥おとしいれてきたんだろう。ぼくは敵だぞ」

「好物は、最後までとっておいてゆっくり食べるたちなのさ」

　焚たき火びのあたたかい明かりに下から照らされながら、カーラは子供っぽく笑った。

「それに、今のおまえじゃあたしの敵にはならない。自分でもわかっているだろう？」

　火のあたっていない背中が、悪お寒かんでこわばった。カーラの愉たのしげな声が、数え歌でもうたうように響く。

「おまえの力は、目くらましソムヌスと、こけおどしフオボスと、なだめすかしイアコスだ。どれか役に立つと思うなら今ここでやってみろ」

　クリスは押し黙るしかない。

　ソムヌスの認識摩ま滅めつが無意味であることは、痛いほど思い知らされた。信じがたいが、砂粒ひとつにまで注意力を振り向け続けている人間に対して、催さい眠みんの神は無力なのだ。

　──フォボスの刻印が増ぞう幅ふくさせるような恐きよう慌こうを、この女が持っているとも思えない。

　──そして、ぼくがイアコスの刻印を活性化させようとした瞬間、この女はぼくの視界から出て背後をとるだろう。

　いらだたしく、足下の枯れ枝をにじる。

　──いや、もうひとつある。

　──ぼくの本来の力。冥めい王おうオルクス。

　命運を喰くらう獣けものの力ならば、どのような敏びん腕わん、豪腕をもってしても、防ぎようがないはずだ。

　焚たき火びを枝でつつき回していたカーラは、ふと目を上げ、笑みを消して言った。

「……それは、まだおまえの力じゃないだろ？」

　クリスの喉のどに吐息の塊かたまりがつかえる。

「それに手綱をつけるために、王城に行くんだろう」

　足下で土がざらりと音をたてる。体内でなにかがのたくっている。

　──どうして。

　──どうして、そこまで知っている？

　カーラの険けわしい表情は、すぐにあの悪戯いたずらっぽい笑みに溶ける。

「あたしはどうも脅おどかしすぎる癖くせがあるみたいだな。べつに、あのガレリウスの禿はげ爺じじいみたいに心が読めるわけじゃない。ジルに聞いたんだ。そもそもおまえは、ジルが調べ上げたことを聞いて、聖都サンチユリオに来ようって思ったんだろ」

　クリスはむせそうになりながらも少しずつ息を吐き出す。

　そう、総そう主しゆ教きようを暗殺する作戦の前のことだ。ジルベルトは銀ぎん卵らんを離れて、一時的に黒くろ薔ば薇らの騎士に戻り、単身ここ聖都を訪おとずれたのだ。

　冥めい王おうオルクスとその他ほかの堕だ神しんたちにまつわる、秘儀を探るために。

　王城の謁えつ見けんの間、ちょうど玉座の真下の地中深くにあるという、気の遠くなるほど巨大な地底湖。それが、ジルベルトが危険を冒おかしてたどり着いた答え。

「……あのとき、ジルベルトの肩を撃ち抜いたのはあんたか」

「ちがうちがう」カーラは苦笑いして手を振った。「あたしはあんな中途半端なことはしない。やろうと思ったらきっちり脳天を貫つらぬく。あれはべつのやつの仕し業わざだよ。あたしはジルと昔話に花を咲かせただけさ」

　銀卵に戻ってきたジルベルトは、悲痛な表情でフランチェスカに報告した。カーラに逢あって話した、敵に回ると言っていた──と。

　クリスは、焚き火の向こうでのんびりと湯をすすっている女を、戸惑いに満ちた目で見つめる。あまりにも不可解な人間だ。顔を合わせているだけで、どちらが天でどちらが地なのかも見失ってしまいそうになる。敵意さえも抱けないのだ。クリスが逃げもせず斬きりかかりもせず、こうして向かい合って座っているのは、このカーラという女に、いくつも訊ききたいことがあるからだ。

「……あんたは、師匠だったんだろ？」

　そっと訊いてみる。

「ミネルヴァとか、ジルベルトに……ああ、それからジュリオにも剣を教えたって。それにフランチェスカやパオラには軍略を仕込んだ」

「そう。フランとは……一勝一敗といったところかな？　ぞくぞくするほど愉たのしいものだよ、互ご角かくになるまで育てた相手と戦うのは」

　すぐ目の前で火が熾おこっているはずなのに、クリスは二の腕を手のひらでこすって寒気を払い落とそうとした。あのとき、ジルベルトとフランチェスカの会話だけを聞いてうっすらと推測した通りだ。

　──最悪の敵だ。

　──戦いを愉たのしむことそのものを目的とする、純粋な戦いくさ人びと。

「だから、おまえも今は殺さないよ、クリス」

　カーラは妖よう艶えんなしぐさで首を傾かしげて目を細める。

「まだ旅の途中なんだろう。行って、みんな手に入れて、戻ってくればいい。あたしも、その獣けものには興味がある」

　クリスは、枝を拾い上げ、足下の土をでたらめに突いた。

「おまえとミィナが肩を並べているところを想うと、胸が震えるな」

　カーラの声は夢心地になる。

「それに、フランはいずれあたしの前に立ちふさがるとわかっていたけど、パオラまであんな異才に育つとは、嬉うれしい誤算だった。ふふ、逢あいにいって頭をなでてやりたいくらいだよ。みんな美人に育っているだろうな」

　クリスはこらえきれず、その声を遮さえぎる。

「なんなんだ。あんたはいったいなんなんだ？　あんたのせいで、銀ぎん卵らんは何百人も死んだ。フランチェスカだってミネルヴァだって死にかけた。それなのに、旧ふるい友人でも懐かしむみたいに言うのか」

　揺らめく炎ごしに、カーラが斜めにクリスを見つめる。

「そうだよ。旧い友人を懐かしんで、どうやって血祭りに上げようか、胸を躍らせて考えているのさ」

　クリスは言葉を失う。

　それ以上、なにが言えただろう。

　──この女は、ちがうんだ。

　──心そのものが、異い形ぎようなんだ。

　カーラが弟子たちを心から愛していることが、クリスにはおぞましいまでにくっきりと感じ取れた。そこから導かれる、底冷えのする真実。

　──だからこそ、叩たたき壊こわそうとする。

　──強く、美しく、愛いとおしいものを叩き壊すことが、この女にとっての幸せなんだ。

　そう納得した瞬間に、クリスの萎なえきった心に氷の芯しんが突き立てられた。




　──それなら……




　──ぼくが、その幸さちを喰くらってやる。




　風がざわめいた。クリスは落雷の予兆にも似た肌のあわだちを感じた。額ひたいに熔よう鉄てつのような熱の塊かたまりが生まれ、光が暗い視界を浸しん蝕しよくする。太た刀ちを鞘さやから引き抜く一瞬、骨の髄ずいにまで響く甲かん高だかく澄んだ音が聞こえた。抜きざまにカーラの脳天めがけて振り下ろした刃やいばはすさまじい剣圧の風を巻き起こし、燃えさかる薪たきぎを千ち々ぢに吹き散らした。

　火が消え、唐とう突とつに訪おとずれた暗くら闇やみの中で、クリスは太刀先を凝ぎよう視ししていた。手て応ごたえはまったくなかった。虚こ空くうを断ち割った刃を、クリスは地面に叩たたきつける直前で止めていた。

　耳の下に浮かんできた汗が、あごまでしたたり落ちた。

「せっかく甘い一夜をともにしようと思っていたのに」

　可お笑かしそうな声が背後で聞こえた。

　けれど、振り向けない。

「しかたないな。あたしは先に王宮に戻るよ。寒くてかなわない」

　足音が、真っ暗な林に分け入っていく。クリスはまだ地面からわずかに浮いたまま痙けい攣れんしている刃先を見つめていた。

　……でも、クリス。おまえはどうなんだ？

　カーラの声は、夜風にかき混ぜられた梢こずえのこすれあいの音に混じって、せせら笑いのように聞こえる。

　……おまえだってあたしと同じじゃないのか。

　……愛いとおしいものを自分の手で壊すのが、おまえの幸せじゃないのか？

　……だって、何度もそうしてきただろう？

　……おまえは獣けものなんだから。

「──ちがう！」

　クリスは吐き捨てた。力を失った手から、太刀が滑り落ちて、燃えさしの中に落ちる。もう足音も声も聞こえない。ただ木々のさざめきだけだ。

　──最後のは、カーラの声だったか？

　──ぼくの中の、獣の声だったんじゃないのか。

　体内に潜ひそむオルクスの卑ひ劣れつさを、クリスはよく知っている。心にわずかでも傷を見つければ、酸のように染み入ってきて亀き裂れつをこじ開け、柔らかい内部を蝕むしばもうとする。何度も母親の姿を装よそおって現れたのは、そのためだった。

　太刀を拾い上げる。

　渾こん身しんの一撃だった。毛ほどの気配も漂わせない、完かん璧ぺきな抜ばつ刀とうだったはずだ。

　──かすりもしなかったなんて。

　柄つかを握にぎりしめた手を震わせるのは、焼けつくほどに純粋な悔くやしさだ。思えば、これまでクリスは、自分以外の何者にもほんとうに恐怖したことがなかった。

　──カーラ……

　──あんな、絶望そのものみたいな剣士がいるのか。

　太刀先で、何度も土をえぐる。ざり、という手応えが、焦しよう燥そうをあおる。

　──くそ。

　──あいつは、必ずミネルヴァを殺しにいく。

　──強くならなきゃ。なにもかも手に入れて、なにものにも負けないほど、強く。

　クリスの中で、どす黒い衝しよう動どうが膨ふくれあがっていく。





　　






　聖都サンチユリオに訪おとずれる最初の冬のきざしは、朝霧である。

　都の水みず甕がめであるタルミアの湖水から、夜の間に風にのってたっぷりと運ばれた湿り気は、秋の終わりの寒さによって乳のように濃い霧となり、城壁を覆おおい隠し、中庭の木々を押し包み、回廊の柱と石いし床ゆかを濡ぬらす。

　やがて曙しよ光こうがさし、街路や広場や庭に満ちた白い海を少しずつ切り裂さいていく。

　しかし、王城中ちゆう枢すうの奥おく宮みやは六重の回廊と房ぼうに囲まれた領域で、昇ったばかりの太陽はほとんど届かない。夜が明けてすぐの時分は、闇やみの名な残ごりと混ぜ合わされた白い霧が漂っていて、ほんの三歩先さえも見えない。

　しかも、アルビレオスにとっては奥宮はめったに足を踏み入れない場所である。歩き慣れておらず、ほとんど手探りだ。二歩進んでは霧と暗がりに目を凝こらし、扉を探す。

　ようやく、左手の壁、石柱の間に扉が見えた。奥宮外壁のちょうど真北にあたる房で、扉の上にはネロス大たい公こう家けの紋章を刺し繡しゆうした旗が掲かかげられている。












　アルビレオスは扉に近づき、二度、敲たたいた。

「大将軍アルビレオス、参じました」

　少し間を置いて、年老いた声が扉越しに返ってくる。

「入れ」

　王おう配はい候こうガレリウスの声だ。他ほかにも数人が室内にいることが気配でわかった。

　扉を引き、霧が入り込まないようにとアルビレオスは素早く中に身体からだを滑り込ませた。燭しよく台だいの明かりが安あん堵どを誘う。

　ネロス大公の房ぼうは、永らくガレリウスが使用しているため、壁一面が書しよ架かで埋まっており、いつも古い紙のにおいが漂っている。静せい寂じやくの保たれた奥おく宮みやの中でもひときわ静かな房である。しかし、その朝はガレリウス一人ではなかった。部屋の奥の大机を囲んで、紫のトーガをまとった人影が五つ見える。最初に立ち上がってアルビレオスを迎えたのは、頭を剃そり上あげた初老の王配候、ガレリウスだ。

「朝早くからご苦労であった」

「いえ。私こそ、みなさまお集まりとは知らず」

　アルビレオスは慇いん懃ぎんに言いながらも、ガレリウスの背後の一団を見回す。みなガレリウスと同年代、あるいは年上の、元老たちだ。

　──なるほどな。

　──クリストフォロの話で集まっているわけか。

　アルビレオスはすぐにそう勘かんづいた。元老たちの額ひたいには、みな赤いあざの紋様がある。全員が刻こく印いんを持ち、三さん大たい公こう家けそれぞれの重役を務めている老人なのだ。普段、元老院にこもりきりで王城にほとんど顔を出さない彼らが、こうして早朝からガレリウスのもとに集まっているのだから、話題は他にあるまい。

「アルビレオス、そ、そなた、ルキウスを死なせた責任、どうとるつもりだッ」

　エウドシウス伯が薄い眉まゆをつり上げて詰め寄ってくる。先のサンカリヨン防衛戦で死んだ王配候ルキウスの大伯お父じにあたる、グレゴリウス家の重鎮だ。

「しかも女王陛へい下かも行方ゆくえ不明と──」

「国の危き急きゆう存そん亡ぼうのときぞ」

「このままではアンゴーラにいいように蹂じゆう躙りんされる」

　元老たちが口々にわめきたてる。アルビレオスは、張り上げたわけでもないのに部屋じゅうに響く声で言った。

「メルクリウス・エピメクス殿を隊長とした特務部隊を北衛軍に派遣いたしました。女王陛下救出の任、必ずや遂行されるものと期待しております」

「メルクリウスをか！　ま、まだ十二歳にもなっておらぬぞ」

　エピメクス家の長老がぎょろりと目を見開いて言った。

「あの方は紫薔ば薇らの騎士、さらには全軍でも並ぶ者のなき剣士にございます。また、陛下の守護騎士であった白薔薇のジュリオ・ジェミニアーニを同行させておりますゆえ」

「し、しかし！」

「まずは陛へい下かの安全が第一。最優先でお救いし、その後、タルミア北岸に総軍を展開してアンゴーラを迎え撃ちます」

「タルミア北岸だと！」

「なぜそこまで南に陣を張る」「なんたる引け腰だ」

「だいいち、アンゴーラめが一直線に聖都サンチユリオをめざす保証がどこにある！」

「飛ひ竜りゆうの指し揮き杖じようは、私の手にございます。貴公らの指図は無用」

　アルビレオスは抑制した声で一いつ喝かつした。それでもなおほとばしる威圧感に、元老たちは一斉に身をすくめて口をつぐむ。

「……諸公、軍のことはアルビレオスに一任されよ」

　ようやくガレリウスが重々しい声で周囲をたしなめた。

「今は隣の畑を掘り返しているときではない」

「しかしガレリウス殿……」

　しつこく食い下がる元老たちを無視して、ガレリウスはアルビレオスに向き直った。

「女め狐ぎつねから、返事は来たのか」

「は。明後日より、ハドリアヌス城じよう砦さいを明け渡します」

　ガレリウスはうなずいた。その背後で、他ほかの老人たちは蒼そう白はくになる。

「ハドリアヌスを──あ、明け渡すだとッ？」

「公国の山猿どもにかッ」「都の鎮ちん守じゆだぞ！」「狂ったかアルビレオス！」

　口々にわめきたてられ、アルビレオスが再び黙らせようと息を吸い込んだときである。不意に、背後に気配を感じ、マントを翻ひるがえして振り向いた。

　いつの間にか大きく開け放たれた扉から、濃い霧が房ぼうの中にどろりと流れ込んできている。わずかに射さし込んだ陽ひを背にして、廊下に立つ人影が見える。幾筋にも編み分けた髪と、上着の襟とが、霧風に揺れている。

「……おや。お歴れき々れき、おそろいで」

　部屋に踏み込んできたのは、長身の女だ。

「カーラ。今までどこに行っていた」

　アルビレオスは、旅芸人装しよう束ぞくの全身をにらみつけながら、出征前のジュリオの言葉を思い出す。

（女王陛下の聖せい巡じゆん先がデクレヒトだと、アンゴーラに漏もらした者がいる）

（この女だという可能性も）

　カーラは肩をすくめた。

「見にいっていたのさ」

「なにをだ」

「あたしの可愛かわいい弟子たちの戦いぶりを、だよ」

「サンカリヨンまで行っていたのか！」

　アルビレオスはあきれる。すぐ背後でガレリウスが息をつくのもわかった。他ほかの元老たちはもはや事態を把は握あくしきれていない。

「ともかく後で詮せん議ぎする。今は内密の合議中だ、見てわからぬのか。出ていけ」

「そう邪じや険けんにするなよ。じいさんたちが知りたがってることを教えてやろうと思って、こんな朝っぱらからきたのにさ」

　アルビレオスは唇くちびるを歪ゆがめ、目を細めてカーラをねめつける。老人たちの何人かが唾つばを飲み下すのが聞こえた。

「……なんのことだ」

　ガレリウスが霧よりもなお冷たい声で質ただした。カーラは薄く笑った。

「もう来てるぞ」

「なにがだ」「きさま、いったい」「なにが可お笑かしい」

　元老たちの声を、カーラのさらなる言葉が断ち切る。

「《星喰くらい》だ。すぐそこまで来てる。愉たのしみだな」





３　デクレヒト潜入







　降り続ける雨が砦とりでの石壁や木組みの足場を叩たたく音の向こうに、分厚くぼんやりとわだかまっているのは、河の流れの音だ。

「恵みの雨、ですな、まさに」

　憔しよう悴すいしきった声で左翼将軍が言った。

「氷ひよう象ぞうが渡れるほどに増水がおさまるまでには、あと三日はかかりましょう」

「このさい聖都サンチユリオの北に太い運河でも掘ってはどうか」

　居合わせた騎士の一人が口にした冗談に、参さん謀ぼう室のほとんど全員が苦笑する。笑わなかったのは、軍議台の上座にちんまりと腰掛けた、白しろ金がねの髪の幼い騎士──メルクリウスと、そして窓際に立って外を見つめている銀色の髪のもう一人だけだった。

　騎士たちの視線はまず、ちらちらとメルクリウスに集まる。

「……陛へい下かの居場所は、まだわからないのか」

　なにを言っていいのかわからなかったメルクリウスは、何度繰り返したか知れない質問を繰り返す。一同はそろって目を伏せた。

　左翼将軍がようやく重たい口を開く。

「アルカンジェロ北衛将軍、ならびにパスカーレ副将軍、ともに氷象に踏ふみ潰つぶされたとおぼしき無惨な遺体で発見されました。女王陛下と大だい院いん司しヒエロニヒカ殿の消息は、いまだにつかめておりませぬ。アンゴーラ軍は大量の捜索隊を出しており、陛下はいずこかに逃れられて、いまだに見つかっておらぬ可能性が……」

　左翼将軍とは、本来なら聖都にあって大将軍アルビレオスを補佐する役割のうちの一人である。将軍職が相次いで死亡し、今の聖せい王おう国こく軍ぐんは北も南も崩壊寸前で、左翼将軍までもがこうしてこのランドルフォまで出で張ばってこなくてはならなかったのだ。

　ランドルフォ城。

　聖都からデクレヒト要よう塞さいに引いた直線上、およそ四分の三の地点に築かれた、八角形の堅けん牢ろうな軍事拠点である。高台から大河を挟はさんで北方領をにらみ渡しており、アンゴーラの急襲を受けた聖王国軍は、この城を中心にようやく戦線の後退を一時的に食い止めることに成功した。

　しかし逆にいえば、北衛軍の主力がここランドルフォに籠こもるということは、北の海岸線すべてを放棄したということでもある。

「アルビレオスは、陛下を連れ戻したらタルミア湖まで全軍を下げると言っていた。メルも早く陛下を連れて都に戻りたい」

　まったく子供のわがままであることは、メルクリウス自身にもわかっていた。しかし、今はそれしか考えられなかった。シルヴィアの身を案じるとはらわたがねじきれそうだったけれど、この行こう軍ぐんからは一日も早く抜けたかった。

（メルの初うい陣じんが、こんなひどいものになるなんて）

（あんなやつと、一緒に戦わなきゃならないなんて……）

　窓際に立つ若い騎士の背中を、メルクリウスはちらと見やる。他ほかの騎士たちの視線も知らずとそちらに泳ぐ。

　少女のようにほっそりした後ろ姿に、結ゆった銀髪が垂たれている。

（ジュリオ。都に戻れば、あいつから取り戻せるだろうか）

　メルクリウスは銀色の髪を凝ぎよう視しして唇くちびるを嚙かむ。

「……潜もぐり込めそうだ」

　鈴の音のような美しい声でジュリオが言った。しかし、それはジュリオの言葉ではない。いつも遊び相手をさせてきたメルクリウスにははっきりわかるし、他の騎士たちとて語調がおかしいことには気づいている。

「アンゴーラめがデクレヒトに足止めされているなら、今が絶好機よ。女帝の顔も拝んでくるとしようぞ」

　そう言ってジュリオは振り向いた。

　乙女と見まがうその美び貌ぼうには、しかし歪ゆがんだ不愉快な笑みが張りついている。左翼将軍をはじめ、老練の騎士たちが一斉に頭を下げる。

　ジュリオの胸に輝く純白の薔ば薇ら章しようは、最高位の騎士をあらわすしるしではあるが、けっして階級章ではない。本来、一いつ介かいの守護騎士に将軍が平へい伏ふくすることなどあり得ない。

　しかし、この場のだれもが知っている。その美しい少年騎士の体内に巣くっている意識が、だれのものであるか。

「……しかし、陛へい下か──」

　そう呼びかけた左翼将軍が、咳せき払ばらいでごまかす。ジュリオとは呼べないし、かといって尊称もおかしい。奇妙な居心地の悪さが冷えきった参さん謀ぼう室に漂っていた。

「──潜り込むとは、どのように。アンゴーラ勢は、雨にもかかわらず万単位の捜索隊を駆り出しているもよう。河を越えただけで見つかり、捕らえられるやも」

「そなたらは、狼煙のろしを使うだろう？」

　ジュリオが唐とう突とつに言った。将軍たちは目をしばたたかせる。

「はるか遠くに狼煙で報しらせを届けるには、どうする？　炉ろでも担いで歩くか？　そのような無意味で愚おろかなことはすまい」

「……はあ」

「もちろん、中継地点の者が狼煙を見て次の狼煙をあげる、それを繰り返すのだ。わしがこれからやることも、同じよ」

　そう言ってにたりと笑うジュリオの額ひたいに、ぼんやりと青い光が灯ともる。

　ジュリオの言っている意味がわかったのは、おそらく押し黙って椅い子すに背中を押しつけたままのメルクリウスだけだろう。幻げん惑わくの神モルフェウスの刻こく印いんの力は、存在を知られただけで衆人に恐きよう慌こうをもたらすおそれがあるため、ごく一部の人間しか知らない。

　他者の肉体に、自らの意識を植え付け、乗っ取る。

　乗り移るのではない。殖ふえていくのだ。乗っ取った者にもまた刻こく印いんが顕あらわれ、他者の肉体を奪う力を有するようになる。

　同じ人間の心を持つ肉体が、増殖していくことになる。意識の働き方、感覚、身体からだの動かし方、そういった諸もろ々もろがどのように細分化されるのか想像もつかないが、ともかく王おう太たい伯はくティベリウスは聖都サンチユリオの翡ひ翠すい宮にいながらにして、国土のそこかしこに散さん在ざいしていることになる。今、ここにも。

　狼煙のろしのたとえなど使っているが、メルクリウスには疫えき病びようとしか思えなかった。

（早く、あいつをジュリオの身体から追い出してしまいたい）

（でも、もう元に戻らなかったら）

　そう考えると、メルクリウスはだれでもいいからかまわず斬きり殺ころしたい衝しよう動どうに駆られる。しかも、あれはジュリオが望んで受け入れたことなのだ。シルヴィアのために、だ。それがなによりも、つらい。

「この寒さを捜さがし回るのはアンゴーラめに任せて、見つけたところをかっさらえばよい」

　ジュリオはそうひとりごちて、窓際から離れた。メルクリウスのそばを通るときに目め配くばせしてきたので、しかたなくメルクリウスも立ち上がる。参さん謀ぼう室を出ると、護衛の兵がついてこようとしたので、ジュリオがにらみつけて追い払った。

　ジュリオに手を引かれ、二人だけで階段をのぼり、屋上に出た。曇り空から冷たく湿った風が吹きつけ、雨粒が頰ほおを刺す。ジュリオはかまわずメルクリウスの腕を引いて胸きよう壁へきのそばまで出る。

　ジュリオに背中を押され、メルクリウスは雨の幕の向こうを見やった。

　霧雨に煙る景色の中程に横たわるのは、灰色の河だ。彼ひ岸がんにはアンゴーラ帝国の数万の軍勢が陣を張っているはずだが、今は雨のせいで見えない。

「飛ばすぞ。メルクリウス」

　名を呼ばれ、背後に立つジュリオの細腕がメルクリウスの胸に巻きついてきた。メルクリウスは悪お寒かんに震える。

「ポイボスの刻印を開くがよい」

「いやだ」

　メルクリウスは首を振った。

「もう、やりたくない」

　ジュリオの指が、メルクリウスのあごを、そして唇くちびるをなぞる。耳元で濡ぬれた声が囁ささやく。

「知っておろう。わしが意識を飛ばすとき、一時的にこの身体の支配は弱まるぞ。ジュリオに逢あいとうないか？」

　メルクリウスは霧雨で濡れた拳こぶしをきつく握にぎる。

（逢いたい。ジュリオに）

　心に決めるよりも早く。メルクリウスの手の甲で、光こう明みようの神のしるしが青く発光する。太古、地に降りた男神たち百十一柱の長、ポイボス。自らは力を持たず、ただ光をもたらし、眼を開き、神々の異能を地上に導く者。

　メルクリウスの右手を、ジュリオのひとまわり大きな右手が握にぎりしめる。白しろ薔ば薇らの騎士の手に、忌いまわしいモルフェウスの刻こく印いんが浮かび上がる。発光、だけではない。青白い炎となって噴き上げ、ジュリオの腕を舐なめつくしている。

「ふ、ふぅううううううううう」

　耳元で、ジュリオが奇妙な笑い声とも悶もだえ声ともつかない音を漏もらす。左腕はメルクリウスの胸に強く巻きついて圧迫している。メルクリウスは咳せき込こんだ。髪先から雨粒が落ちる。背後でジュリオの身体からだが痙けい攣れんするのがわかった。

「ぅ──ううぁあああッ」

　ジュリオがのけぞり雨雲に向かって吼ほえた。腕から力が抜け、身体が崩くずれ落ちそうになる。メルクリウスははっとして身をねじり、のしかかってきたジュリオを支える。

　濡ぬれた銀髪が、メルクリウスの頰ほおに張りつく。

　それから、背中を優しく確かめる指。

「……メル、さま？」

「ジュリオ！」

　メルクリウスは雨を含んだ銀髪を搔かき分わけ、真上にあるその顔の、冷えきった頰を両手でつかむ。

「ジュリオ、ジュリオだな！」

「……ああ、メルさま」

　腕が、メルクリウスの肩を引き寄せる。ジュリオはメルクリウスを雨から守るようにして抱きしめた。

「申し訳ございません。ずっとおひとりで、つらい目に遭あわせてしまって」

「メルのことはいい」

　ジュリオの腕の中で、メルクリウスは目の前の薄く狭く儚はかない胸に額ひたいを押しつける。

「もういやだ。逃げよう。こんな城にはいたくない。二人で河を渡って、アンゴーラを皆殺しにして、陛へい下かを取り戻して、都に帰ろう。早くしないとあいつがまたジュリオの身体に戻ってくる」

　ジュリオがメルクリウスの身体をそっと引き寄せ、柔らかい手つきで背中をなでる。

「私はどのみち、王おう太たい伯はく陛下からは逃れられません」

「メルがなんとかする。ポイボスの力であいつの力が増すなら、逆のことだってできるんじゃないのか」

　そう言って顔を上げた。青い瞳ひとみどうしが合う。ジュリオは首を振った。寒さのせいで、その唇くちびるは青紫に染まっている。

「いけません。そのような企たくらみを、王太伯陛下に知られたら」

「あいつはジュリオの心までは奪っていないのだろう。知れるものか」

　モルフェウスの力は、肉体だけを奪う。その肉体の本来の持ち主の魂たましいは、支配権を失い意識の片隅に押しやられ、王おう太たい伯はくティベリウスの魂と同居することになる。肉体を乗っ取られている間、ジュリオは自分の身体からだが触れ、あるいは見聞きしたことをすべて知っているのだ。それはどれほどつらい拷ごう問もんだろう、とメルクリウスは思う。

　しかし、奪われるのは肉体だけなのだ。ジュリオの考え、記憶、そういったものにティベリウスは触れられない。ならば、こうしてティベリウスの意識が一時的にジュリオの身体を離れているときに、どうやって肉体を奪回するか話し合うべきではないのか。

「王太伯陛へい下かは、恐ろしい方です。メルさまといえど、なにをされるか」

「メルが負けるものか！」

「身体は、私のものなのですよ。剣の技もまた私のものです。私のこの手でメルさまを害したくありません。今は、こらえてください」

　そうジュリオに言われ、メルクリウスは言葉に詰まる。

　かつて剣けん審しん院いんでの審査を難なくくぐり抜け紫薔ば薇ら章しようを賜たまわったときには、この世に自分よりも強い人間などいるはずがないと確信していた。けれど、今はちがう。ジュリオやカーラの剣に出で逢あい、己おのれの限界を知った。王太伯に乗っ取られているとはいえ、ジュリオと剣を交まじえることになれば、無事では済まない。

「それに、シルヴィアさまをお救いするために、王太伯陛下のお力はまだ必要なのです」












「だからってジュリオはむざむざ喰くらわれるのか！　ジュリオが、ずっと、あ、あいつのものになってしまうなんて、メルはぜったいにいやだ！」

　メルクリウスの幼い叫びは、涙混じりになる。

「大丈夫です。きっと戻ってきます」

「どうやって。ジュリオは普通の人間じゃないか、刻こく印いん持ちにかなうものか！」

「いいえ、負けません」

　ジュリオはメルクリウスの目の前で膝ひざをついた。目の高さが合う。頰ほおを、温かい手が包み込んで、ひととき雨の冷たさを忘れさせる。

「私は私を、必ず取り戻します」

　メルクリウスはぬくもりの中で鼻をぐずらせる。

「……無理だ。神々の力だぞ」

「人の心の力を、私は信じます。戦場で触れ合ってきた者たちは、みな強かった。なによりも折れない心を持っていました。ミネルヴァさまや、ザカリア公女とその仲間たち、そしてシルヴィアさまも」

　ジュリオの言葉にも、メルクリウスはただ首を振る。

（ただの人間が、心の持ちようなんかで勝てるわけがない）

「だからメルさまも信じていてください。きっと、三人であの庭に戻れると。シルヴィアさまと、メルさまと、わた──」

　言葉の途中でジュリオの眼球が突然揺らぎ、がくんと首が真後ろにのけぞる。メルクリウスはジュリオの胴にしがみついた。

「ジュリオ？　ジュリオっ」

　メルクリウスの腕の中で、騎士の細い身体からだはのたうち、激しく痙けい攣れんし、よじれ、抱擁を振りほどき、やがて立ち上がる。

　銀の髪先から、水滴が落ちる。

「……ふ」

　黒ずんだ唇くちびるから吐息混じりの声が漏もれた。

「……ふ、ふ、ふふ」

　笑っている。メルクリウスは唇を嚙かみしめて、後ずさった。

　ジュリオは自分の濡ぬれた前髪を搔かき分わけた。青い瞳ひとみがあらわれる。どろりとした眼光が戻っている。

「待たせたな。どうだったメルクリウス、久しぶりの逢おう瀬せは愉たのしめたか」

　こみ上げる吐き気に、メルクリウスの喉のどが震える。

（やめろ）

（ジュリオの眼で、そんなふうに見るな）

（ジュリオの声で、そんなことを言うな）

　歯を立てた唇に血がにじみ、焼けた鉄の味が流れ込んでくる。ジュリオはメルクリウスに背を向け、階段口へと歩き出す。

「行くぞ。もう種は蒔まいた。わしの身体からだではないとはいえ、風か邪ぜを引かれると困る。そなたもな」

　そう言われたとたん、寒気がいや増して、メルクリウスの歯はがちがち鳴り始める。

「輜し重ちよう隊の娼しよう婦ふの身体を奪えた。しばらくはそこを苗なえ床どこに、アンゴーラどもの腹を探り回る。ふん。デクレヒトもすぐそこよ」

　ジュリオは下げ卑びた笑いをしたたらせながら、階段を下りていった。よそよそしい雨音がメルクリウスをすっぽりと包み込んだ。





　　






　デクレヒトは、聖せい王おう国こくの北岸を守護する大城じよう砦さいの名であると同時に、その足下に広がる港町の名前でもある。

　その昔まだ国交があった時代は、アンゴーラとのさかんな交易で栄えた街である。近年も豊富な海の幸さちが水揚げされ、取引されてきた。

　しかし、今やかつての活かつ況きようは見る影もない。商会にも市場にも人ひと気けはなく、漁船は手入れもされないまま浜に転がされ、馬車馬たちは厩きゆう舎しやにつながれたまま、空の飼い葉桶おけをむなしく舐なめている。

　かつて、内戦の開始と同時に、ラボラジア公国軍は真っ先にこのデクレヒトを攻撃した。砦とりでを巡めぐる攻防は、内戦初期の最大の戦闘であり、また《星喰くらいの獣けもの》の武名が最初に轟とどろいた戦いでもあった。聖王国軍はからくも砦を奪い返したが、市街地は攻城兵器の応おう酬しゆうによって荒れ果てた。

　そして今はアンゴーラの占領下である。

　街じゅうの宿や集会場は、万を超える帝国軍兵のための兵舎として接せつ収しゆうされ、紅くれないの海かい竜りゆう旗がそこかしこにひるがえり、街路には帝国式の毛皮付き甲かつ冑ちゆう姿ばかりが目につく。

　アンゴーラ兵は厳しく教育されて統制が取れているため、たとえ言葉も通じない異国の街といえど、掠りやく奪だつに走ったりはしない。しかし市民たちはその不気味な静せい寂じやくにかえって怯おびえ縮こまり、家に籠こもっていた。

　唯ゆい一いつにぎやかなのは、デクレヒト城砦の正門前である。

「……知らない！　ほんとに知らないんだ、ゆるしてくれ！」

「陛へい下かなんてお姿も見かけませんでした！」

「ほんとうです、噓うそなんてついていません、お願い、お願い」

　縛られてずらりと並べられたデクレヒト市民が口々に泣き叫んでいる。その者たちの間を、聖王国語を解する帝国軍士官がゆっくりと歩き回っている。

　士官はときおり足を止める。そのすぐそばに膝ひざをついていた虜りよ囚しゆうが涙と鼻水とよだれをたらして、芋いも虫むしのように地面を這はいながら逃げようとする。屈強な拷ごう問もん官かん二人がやってきて、選ばれたその犠ぎ牲せい者しやを列の前に引きずり出す。

　帝国の千年にわたる忌いまわしい歴史が洗練させた処刑方法は、凄せい惨さんの極きわみである。

　屍し体たいは、門前に掘られた穴に無造作に棄すてられる。

「また五十数える間、待つ。女王シルヴィアを匿かくまっている者は、名乗り出よ」

　士官が冷たく言い放った。

　その詰きつ問もんと流血の繰り返しを、ニコロは砦とりでの三階の窓から眺めていた。

（お互い、王国の言葉ができるってだけで、損な役回りだよな……）

　冷血を装よそおって詰問を続けている士官に、しかしニコロは同情的だった。王国の者たちがアンゴーラ人をどう思っているのか知らないが（熊くまの皮をかぶって海獣を生で囓かじる怪物だという噂うわさはニコロも耳にしたことがあった）、帝国軍人にしたところでこんなむなしい拷ごう問もん任務はできればしたくない。冷徹で通さなければやりきれないのだ。

「ニコライ殿」

　呼ばれ、振り向くと、年若い少年兵が部屋に入ってくるところだった。女帝アナスタシアの側近の一人だ。例に漏もれず、氷を削って造った人形のような美青年である。

「あの女が目を覚ましました。お願いします」

　ニコロはうなずき、側近に続いて部屋を出た。と、廊下にもう一人が待っていたのに気づく。豊かな顎あご髭ひげをたくわえた巨漢で、深しん紅くの長衣の下から磨きあげられた胸当ての板金が見えている。肩章は海うみ亀がめ。この遠征軍を指揮する師団長の一人だ。

「ニコライ、ようやく逢あえたな。まるで変わっていないじゃないか」

　男は歯を見せて笑う。

「おまえはずいぶん髭を伸ばしたもんだな──ああいや、師団長どのも、お変わりなく」

「よせ。昔どおりエゴールでいい」

「まさかそこまで出世してるとは思ってなかったよ」

　ニコロは肩をすくめ、それから小こ姓しようの無言の促うながしに従って廊下を歩き出す。師団長エゴールもついてくる。

　ニコロはかつて、アナスタシアの小姓として宮廷で働いていた。エゴールはその当時、アナスタシアの夫である皇帝ガルゾフの禁きん衛えい見習いとして宮廷におり、同い年だったこともあっていくらか親しくなったのだ。ニコロが聖せい王おう国こくへの間かん諜ちようとして引き抜かれて以降、消息すら知らなかったが、思いがけない地でお互いに思いがけない立場として再会したのである。

「見習いで終わってよかったわ」エゴールはニコロの隣で笑う。「あのままガルゾフ陛へい下かの禁衛に取り立てられていたら、アナスタシアさまに殺されていただろうからな」

　アナスタシアが夫を殺して帝位を奪ったとき、ニコロはとっくにザカリア公国に潜せん伏ぷくしていたため、本国での騒動を知らない。しかし漏れ聞こえる噂だけでも、血の吹雪が荒れ狂うかのごとき粛しゆく清せいが行われたのだとわかる。

「なんでついてくる？　おれはこれから気の重くなる任務だぞ。おまえと昔を懐かしんでるひまはないんだ。そういうのは夜、酒のあるところで」

「俺おれもその気の重くなる任務だ」

　エゴールは顔を曇らせてニコロの言葉を遮さえぎった。

「託たく宣せん女じよ王おうの捜索隊の責任者は俺だ」

　ニコロはしばらく押し黙って、先導する小こ姓しようのほっそりした背中を見つめながら歩を進めた。回廊の角の塔に入り、螺ら旋せん階段を下る。冷えきった空気が、地下に入るとさらに硬かたくなっていくのがわかる。

「女王シルヴィアは──どこにいると思う？」

　階段を下りきったところでエゴールが訊きいてきた。廊下に並ぶ燈とう台だいの火だけで、その表情はよく見えない。

「おれに訊かれても困る。これからあの若作りの婆ばあさんに訊きにいくんだろ」

「おまえの個人的な見解を聞きたい。王国に潜もぐっていた頃ころは、女王のそばにいたのだろう。姉の方、だが」

　ニコロは再び肩をすくめて歩き出した。すぐ後ろからエゴールの声が追いかけてくる。

「デクレヒトの市民が匿かくまっているとは考えづらい。近辺の村落も虱しらみ潰つぶしに捜さがしているが、まったく手がかりすらない。それに、この城じよう砦さいに最初に攻め込んだときに、兵の何人かが紅あか色いろの髪の娘を目撃している。たしかにここにいたのだ。そう遠くへ逃げたとは思えん」

「死んでんじゃねえのか」

「そんなはずがないことはおまえが一番よく知っているだろう」

「まあな」

　なにせ、シルヴィアは託宣女王だ。おのれの死の可能性をすべて予見できる。のみならず、命運の女神テュケーの力は、どうやら女王の命運を最もふさわしい結果に導くために働くらしいのだ。

　それは、果か胎たいの託宣と呼ばれている。

　三さん大たい公こう家けの血を引く夫と結ばれ、子をなし、その夫の手によって殺されるという未来。そこにつながらない道筋は、テュケーの力によって潰されてしまう。それが、ミネルヴァの戦いを観察し続けていたニコロのたどり着いた結論だった。

（つまり、シルヴィアはクリスと子をつくってクリスに殺されるまで、死なない）

　しかし、とニコロは思う。

　この推測にはひとつ、穴がある。ミネルヴァの存在だ。

　女王姉妹は、まったく同じ果胎の託宣を得た、という話を聞いた。すなわち──

（クリスと結ばれて殺されるのは、シルヴィアでもミネルヴァでも、どちらでもいい）

（テュケーの女神にとっては、姉妹のどちらか片方だけでも生きていればいい、とも考えられる）

　この考えからは、シルヴィアがもう死んでいるかもしれない可能性も導かれる。

　しかしニコロはこの推論をだれにも話していない。

（なにせアナスタシアさまがシルヴィアをあきらめたとなりゃ、ミネルヴァに向かってまっしぐら、だからな）

（なるたけ、この陰気な港町でゆっくりしたいもんだよ）

　間かん諜ちようからの報告によれば、連合公国軍はついにサンカリヨンを奪回し、今は王国側と停戦協議に入ったという。フランチェスカが勝ったのだ。

（さすがだよ、おれの団長）

　いつか、銀ぎん卵らん騎き士し団だんとアンゴーラ帝国軍はぶつかり合うだろう。シルヴィアが見つかろうと見つかるまいと、アナスタシアは貪どん欲よくにミネルヴァの血も欲するからだ。

（そのとき、おれはどうしてるかな）

（このデクレヒトで時間を浪費している間に、アナスタシアさまがぽっくり逝いってくれるのがいちばんありがたいが、まずあり得ないだろうし）

　どのみち今のニコロにできることは、与えられた任務を遂行することだけだった。

　小こ姓しようが、廊下の突き当たりの扉の前で立ち止まった。燭しよく台だいを手に、扉の鍵かぎを外して、ニコロとエゴールを中に招き入れる。

　石壁で囲まれた、息苦しい小部屋だった。むっとするにおいが鼻をつく。血と嘔おう吐と物ぶつのにおいだ。触れたら皮膚が張りつきそうなほど冷えきった石いし床ゆかに、なにか白っぽい大きなものが転がっている。燭台を持った小姓が近づいていくと、それが布にくるまれてうつぶせになった女だとわかる。

　エゴールが近づいてかがみ込み、女の髪をつかんで顔をこちらに向けさせた。

「……ぅ……」

　女がうめいた。顔は血の汚れと青あざとで斑まだらになっている。しかし、その冷たい美び貌ぼうはまだ喪うしなわれていない。女帝アナスタシアが、顔を損そこねないような拷ごう問もんにせよと命令したからだ。

　首から下、今は布に包まれている四し肢しがどれほどの惨状となっているか、帝国の拷問術をよく知るニコロは、想像したくもなかった。

「起きろ、ヒエロニヒカ」

　エゴールが聖せい王おう国こく語でそう言って、そばにあった手て桶おけの水を女の顔にかけた。血混じりの水が鼻の脇わきからあごへと流れ落ち、大だい院いん司しヒエロニヒカは薄目を開く。

　ニコロは、小姓に外で待つようにと手で指示すると、自分もヒエロニヒカのそばにかがみ込んだ。

「かげんはどうだい。あんたくらいの美人さんなら、おれがつきっきりで介抱したかったが、そう暇でもなくてね。通り一いつ遍ぺんの治療で申し訳なく思うよ」

　ニコロの顔を見上げるヒエロニヒカの目からは、光がすぐに失われる。屍し体たいでももう少し愛想があるだろうと思えるほど、まったくの無表情だ。

　エゴールがつかんだ髪を離した。ヒエロニヒカの頭は床に落ちる。

「ニコライ。おまえも帝立武官学院で、耐拷問術を修めただろう？」

　そうエゴールが訊きいてくるので、ニコロは顔をしかめる。

「やらされたが、それがどうした」

　敵に捕らえられて拷ごう問もんされたとき、口を割らないように耐える術すべは、間かん諜ちようにとって必ひつ須すの技能である。武官学院の出身者は口をそろえて「地獄に等しい訓練」と呼ぶ。ニコロも、思い出したくもなかった。

「この女は、おまえたち精鋭の間諜でも及ばない耐拷問術を身につけている。というよりも、自分の心を一時的に閉鎖する術を持っているふしがある」

　ニコロはため息をついた。

「そりゃ人形を煮ようが焼こうが、一言も喋しやべらないわけだな」

「しかし、この女が女王シルヴィアをどこかに隠した可能性が最も大きい」

　ニコロはうなずく。神官団の長として、いつも託たく宣せん女じよ王おうのそばにいたのだ。居場所を知らない方がおかしい。

「それで、なんで今日はおれが尋じん問もんまでやらされる羽目になってんだ」

「刻こく印いんだ」

　エゴールの指が、ヒエロニヒカの額ひたいをさした。ニコロは息を吞のむ。蠟ろう燭そくの明かりの下、たしかに、ぼんやりと赤あざの紋様が浮かんで見える。いつもは頭ず巾きんをかぶっていたため、これまで気づかなかった。

「……おい、待て。なんでこの女が刻印を持っている？　巫み女この長といっても、聖王家と血のつながりはないはずだろう」

「──妾わらわと同じ、よ」

　背後で突然、幼い女の低く抑えた声がして、ニコロは腰を浮かせた。エゴールも振り向いて目を剝むく。

　扉が開け放たれ、廊下から吹雪のような冷気が流れ込んできている。燈とう台だいの火を背にしていくつもの人影が見える。控えていた小こ姓しように加え、もう一人の小姓、その背後には禁きん衛えい隊の紅あか色いろのマント姿が分厚い壁を作っている。一団の中央に立つのは、白夜の空を思わせる青紫の衣に身を包み、くろがねの冠を戴いただいた少女だ。銀髪をなびかせ、部屋に踏み入ってくる。エゴールは床に額を打ちつけるほどに平へい伏ふくした。ニコロもひざまずいて頭を深々と下げる。

「国こく賓ひんを泊めるには、いささか粗末すぎる部屋ではないか」

　赤い瞳ひとみで牢ろうを見渡し、女帝アナスタシアは皮肉に唇くちびるを歪ゆがめる。

「陛へい下か、なぜこちらへ」

　ニコロはちらと目を上げて訊たずねた。

「そこの女に、しるしが刻まれているのを見つけたと聞いてな。もう一度じっくり見てみたいと思うて、わざわざ来た」

　ニコロは唾つばを飲み下し、再びヒエロニヒカの額に目をやる。間違いない。ただのあざや蚯蚓みみず腫ばれではない。なんらかの紋様だ。

　ヒエロニヒカの目に、わずかに光が戻る。床に仰あお向むけになったまま、あごを持ち上げ、部屋の入り口に立つアナスタシアを逆さまに見やる。

「……陛へい下かと同じ、とは？」

　ニコロはひそめた声で訊たずねた。

　そう、たしかに同じなのだ。アナスタシアの透き通った前髪の下で、今まさに、青白い微光が浮かぼうとしている。神々の血を引いていないはずの女帝は、しかし、その額ひたいと両手に、イノ・モルタ──生命の流る転てんを担になう天上の最高神のしるしを宿している。

「人の手で、人の身に、神々の力を刻むことができる。妾わらわもそうじゃ。ふん。その女も、そうであった。もっと早く気づくべきであったな」

（人為的に、刻こく印いんを？）

（どうやって）

　ニコロは眼球の動きだけで、目の前に立つ女と傍かたわらに倒れた女、二人の額を見比べる。どちらも、百年以上の齢よわいを重ねながら若々しく、美しさを保っている。尋常の人間とはとても呼べない。異い形ぎようだ。

（二人とも、常人じゃない）

（そう、若返りを繰り返したその身体からだは、化け物に近い──）

　ニコロは気づき、声を上げそうになった。隣で、まだ平へい伏ふくしたままのエゴールが、わずかに顔を持ち上げて訝いぶかしげな目を向けてくる。

「そうじゃ。気づいたか？」

　アナスタシアが唇くちびるの片端を曲げて笑う。

「たしかに神々の血は引いておらぬが、それを浴び続けたこの身は、王国の大公どもよりもよほど天に近い」

　若返りに用いるのは、託たく宣せん女じよ王おうの血液そのものだ。女神の血。

（ミネルヴァやシルヴィア、あるいは帝国が飼っていた魂たましいも持たない紅あか髪がみの女たち）

（その血に触れ続ければ、肉体が、神々に近づく──）

「さて、ニコライ。そなたが他ほかの女に触れるところを見るのは不愉快じゃが」

　アナスタシアが愉快そうに言って、また一歩近づいてくる。

「その巫み女この顔、とくと見よ。刻印を読み取れ。なんという神のものじゃ」

　ニコロは酸すっぱい唾つばを飲み込み、燭しよく台だいを引き寄せ、ヒエロニヒカの額に顔を近づける。乾ききった肌を何度も指でなぞり、まだ赤あざのままの刻印の輪りん郭かくをたどる。

「……スミュルナ」

「知らぬな」

「命運の女神の、下げ僕ぼくといわれています」

　託宣女王を支える神官団の長として、なるほどふさわしい神の刻印だ。

「どのような力を持つ？」

　ニコロはヒエロニヒカの額を凝ぎよう視ししたまま首を振った。

「わかりません。えらくないがしろにされていた女神でしたよ」

　ほとんど信仰の対象になっていなかったのだ。たしか、王国全土でもスミュルナの神殿は聖都サンチユリオ王城の奥おく宮みやにしかなかったはずだ。

「ふん。役立たずよな」

　アナスタシアの厳しい言葉に、ニコロは頭を垂たれる。

「しかし、糸口はつかめた。その女、スミュルナとやらの刻こく印いんを用いて、女王を──」

　その言葉は途中でぶつりと断ち切られる。ニコロも、張りつめた気配に顔を上げた。手が反射的に懐ふところに滑り込み、短剣の柄つかをつかむ。

　アナスタシアの、銀色にぼやけた小さな輪りん郭かくの背後に、一回り大きな人影が近寄っていた。それが小こ姓しようの一人だと気づくよりも早く、ニコロは手を振り抜いていた。ほぼ同時にアナスタシアの手も一いつ閃せんする。喉のどに短剣を受け、腹に拳こぶしを打ち込まれた小姓の細身は、真後ろに吹き飛んで、扉の脇わきの壁に叩たたきつけられた。ずる、と床に崩くずれ落ちる。

　しばらく、だれも身じろぎさえしなかった。

　なぜ殺したのか、ニコロにさえわからない。アナスタシアの側近なのだ。なにか用があって、女帝のすぐそばに寄ってきてもおかしなことはない。

　しかし、全身の毛をむしられるような、不愉快な気配があった。殺気、ともまたちがう。もっとおそるべきものだ。アナスタシアもそれを感じたのだろう。

　ニコロの直観を証明するかのように、床に倒れた小姓が、にたり、と笑った。

　線の細い美び貌ぼうの少年にはまったく似つかわしくない、老ろう獪かいでいやらしい笑みだ。次に起きたことに、ニコロは息を吞のむ。アナスタシアさえも、目を見開いたのが気配でわかった。小姓の額ひたいで、青白い光が明滅したのだ。

　やがて少年の頭ががくりと落ちる。床に、血が広がっていく。

（なんだ、今のは）

（あいつが、刻印持ち？　いや──あの刻印は）

「……潜もぐり込まれたな」

　アナスタシアが押し殺した声で言った。禁きん衛えい隊の面々が顔をこわばらせた。もう一人の小姓など、腰を抜かしている。連帯責任で厳罰を下されることを怖おそれているのだ。しかしアナスタシアは護衛の者たちを一いつ顧こだにせず、ニコロに向き直った。

「今の、一瞬。刻印を見たか」

「……はい」

「あれも知っているか」

「……モルフェウス」

　幻げん惑わくの神。

　ニコロが調べ上げた中でも、あらゆる文献で忌いまれ、秘ひ匿とくされ、迂う遠えんな表現で呪のろわれていた神の名。

　最も恐るべき神、と評する書さえあった。

　疫えき病びようのように、他者の肉体に意識を植え付けて奪い取っていく、おぞましい力。

　アナスタシアが歯を剝むいて笑った。もはやそれは皮肉の笑みではない。帝国の万軍を率ひきいる戦いくさ人びとの、敵意と殺意に満ちた獣性の笑みだ。












４　結ばれた託宣







　燭しよく台だいの火が揺らめき、冷たい石の寝台に複雑な形の影を投げかけてくる。

　仰あお向むけに寝かされたミネルヴァは、身じろぎもできない。全身に力が入らない。ただ、のっぺりとした天井を見つめている。壁際の柱の上部に施ほどこされた彫刻は、壺つぼや竪たて琴ごとを手に乱れ舞う夜の女神たちだ。

（ここは……）

　指先が冷気で軋きしむほどに痛い。

（銀ぎん陰いん宮だ。聖都サンチユリオ王城の、地下）

（女王の夫が、女王を殺す場所）

　首を巡めぐらせようとしても、動かない。視界の端、広がった自分の紅あか色いろの髪の向こうに、近づいてくる人影が見える。

（まただ。予見だ）

（だれだ、わたしを殺すのは。クリスなのか？）

　人影が、両手に握にぎったものを持ち上げる。黒こく曜よう石せきを磨きあげた、翼状の柄つかをもつ短剣だ。歴代の託たく宣せん女じよ王おうを屠ほふり、その血を吸ってきた禁忌の剣。

　ミネルヴァは、気づいてはっとする。その人影の、長い袖そでにあしらわれた翡ひ翠すい。

（王おう太たい伯はくの衣だ）

（それでは、この男は──）

　短剣が、その人影の頭の高さまで掲かかげられる。手が蠟ろう燭そくの火を遮さえぎり、顔がよく見えない。口元は若々しく、あごはほっそりとしている。

（お父様なのか）

（それでは、これは予見ではなく、お母かあ様さまが殺されたときの記憶？）

　刃やいばの先が明かりを受けてぎらつく。その光が、色と角度を変えながらゆっくり落ちてくる。ミネルヴァの胸へと。

　刃が突き立てられた瞬間のたしかな激痛に、ミネルヴァは声さえもあげられない。あふれた血が喉のどをふさいでいく感触さえある。痛みが骨の一本一本を伝わって全身に響く。

（痛みがある。なぜ？）

（お母様の記憶ではないのか。やはり予見なのか）

　刃が心臓へと沈んでいくのがわかる。熱が肌を焼き尽くしながら広がっていく。ミネルヴァは身をよじり男の腕を搔かきむしろうとするが、肩も脇わき腹ばらも手も痙けい攣れんするばかりだ。

　痛みが白熱し、脳天へと抜ける。呼吸が、四し肢しの感覚が戻ってくる。

「……ぁああああああああっ」

　声が喉からしぼり出され、ミネルヴァを押し包む真っ赤な闇やみを揺るがせる。







　跳ね起きた。

　掛布が、ミネルヴァの肩から滑り落ちる。寒さが押し寄せてきて、ほんの一瞬前まで全身を蝕むしばんでいた熱が消え失うせる。ミネルヴァは剝むき出だしの二の腕を抱きしめて震えた。

　真っ暗な中を見回す。それから、尻しりの下の寝台に触れる。石ではない。きちんと布が敷いてある。窓に目をやると、かすかに青く透き通り始めた暗い空が見える。

　夜明け前、だろうか。

　足音と、戸が軋きしむ音が聞こえた。細い光の筋が部屋の中に射さし込んでくる。

「……ミィナ？」

　フランチェスカの声だ。ようやく、ミネルヴァの意識は現うつつに戻ってくる。サンカリヨン城内だ。フランチェスカの隣の客間を借りているのだった。

「ごめん。起こしたか」

　乱れた髪を払いのけながら、ミネルヴァは寝台から脚を下ろす。

「いえ。起きていたからいいのだけれど。……入ってもいい？」

「……うん」

　燭しよく台だいを手に、フランチェスカが入ってきた。寝間着ではなく、いつもの黒と灯あかり色いろの服を着ている。蠟ろう燭そくの火だけではよく見えないが、目の下にくまができている。また徹夜したのだろうか。

「寝てないのか。また無理して、パオラに叱しかられるぞ」

「あたくしのことはいいの。ミィナは……また予見をするようになったのね？」

　フランチェスカは燭台を机に置いて、寝台のミネルヴァの隣に腰を下ろした。ミネルヴァはうつむいてうなずく。どうやら夢の中だけではなく、ほんとうに叫んでいたらしい。

「クリスがいないから、ね」

《星喰くらいの獣けもの》はこれまで、ミネルヴァの死ぬべき命運を喰らい尽くし続けてきた。もともと、ミネルヴァがクリスをそばに置いてきたのはそのためだったのだ。今や、クリスと共にいたい理由が多すぎて、最初の理由など忘れかけていた。

「ここのところ、毎日視みてる。前にも視た予見だ」

　ミネルヴァは自分の肩を抱く。

「予見なのかどうかも……わからない」

「どういうこと？」

　フランチェスカが顔をのぞきこんでくる。ミネルヴァは、夢で体験したことをつまびらかに話した。

「銀ぎん陰いん宮……それは、果か胎たいの託たく宣せんではなくて？」

「少し、ちがった。あれはクリスじゃなくて、お父様じゃないかと思う。前にも同じものを視た。でも、このところ視るのは、痛みがあるんだ」

　胸の真ん中、ちょうど予見で短剣を突き立てられたあたりに、ミネルヴァは手のひらを押しつける。痛みまで再現されたということは、死の予見だということだ。母親の記憶などではない。

（それなら、前に視みたものも予見だったんだろうか）

　ミネルヴァは混乱してきた。

「繰り返し視るということは、かなり強い未来ということね」

　フランチェスカがつぶやく。

「強まってきている……みたいな、そんな感じなんだ」

　ミネルヴァは戸惑いを震える声でそのまま言葉にした。かつて視た果か胎たいの託たく宣せん、すなわちクリスに殺される未来と、王おう太たい伯はくたる父親に殺される未来とが、銀ぎん陰いん宮という共通の場所を結び目にして融とけ合ってしまったようだ。

　いったいどういう意味を持つのだろう。

「ミィナは都に行くのをやめた方がいいのかもしれないわ。ともかく王城に、死ぬ運命が待っているわけでしょう」

「なに言ってるんだ」

　ミネルヴァはフランチェスカの腕をつかむ。

「わたしが行かなきゃ、なんにもならない。シルヴィアがいないんだから、なおさらだ」

　シルヴィアの名前を口にすると、フランチェスカも顔を曇らせて黙り込んでしまう。

　聖せい巡じゆんのために北方のデクレヒトに赴おもむき、そこでアンゴーラの襲撃を受けたシルヴィア。行方ゆくえはまだつかめていない。生きている、という確信はある。同じ命運の女神の血脈でつながった妹なのだ。予見さえも共有している。死の痛みだって共有するはずだ。

　しかし、今のミネルヴァは冷静に、シルヴィアを助けるためになにをすべきかを考えている。フランチェスカの案に従って聖せい王おう国こくと話し合い、停戦し、女王として聖都サンチユリオに凱がい旋せんし、王国軍と公国軍を束たばねてアンゴーラの進攻を食い止めるのだ。

「あたくしに怒ってはいない？」

　突然、フランチェスカがそう訊きいてくる。

「なにがだ」

「シルヴィアさまのことを、あたくしはこれから臨のぞむ協議での有利な材料として使うわ」

　女王をアンゴーラの支配下から救い出すためには、公国の力を頼むしかない。そう圧力をかけるつもりなのだ。王国側は、最終的にはこれを吞のむしかないだろう。シルヴィアを見殺しにすれば、ミネルヴァを擁ようする公国側がますます優位になる。

「怒ってない。フランはわたしのことだって、今までさんざん道具とかおもちゃとして使ってきたじゃないか」

「あなたからそうはっきり言われると落ち込むわ」

　笑いながら言うのだから、ちっとも落ち込んでいるように見えない。

「シルヴィアを助けられれば、わたしはそれでいい」

　膝ひざの上で、固く拳こぶしを握にぎる。そこに、フランチェスカが囁ささやく。

「ありがとう、ミィナ」

　フランチェスカはほんとうに弱くなった。ミネルヴァはもう何度そう思ったかしれない。以前のフランチェスカなら、怒っているかどうかなどと訊きいたり、その後で礼を言ったりなどしなかった。

「たしかに、前のあたくしは、こんな脆もろい言葉は口にしなかったわね」

　ミネルヴァの胸中を見透かしたかのようにフランチェスカが自じ嘲ちようする。

「でも最近、気づいたの。この弱さは必要なものだと」

　ミネルヴァはフランチェスカの翳かげった横顔を見つめる。

「なんのために？」

「あたくしが、あたくしという人間でいるために、よ」

　息を詰め、言葉の続きを待つ。フランチェスカは手を持ち上げて広げ、燭しよく台だいの明かりにかざす。手の甲にうっすらと浮かぶ、赤いあざの紋様。

「あたくしは、弱さというものを一切捨て去ってしまった方を一人だけ知っている。あたくしに生まれてはじめての敗北を味わわせたその方は、再戦の機会さえあたくしに与えず、いなくなってしまった」

　フランチェスカは暗がりの中、ひとつかみの虚こ空くうを握りしめる。

「でも、それでわかったの。あの方のような勝利は、ぜったいに成なしてはいけない。あたくしは弱くあるべきだと。弱いままに地を這はいずり、百の敗北にまみれながらただひとつの勝利を抱えて守りきるべきなのだと。それが、人の戦いというものなのだから」

　ミネルヴァはなにも答えられない。

　プリンキノポリから、葬列を引き連れて戻ってきたフランチェスカ。額ひたいと両手に、軍神のしるしを捺おされて。

　なにが起きたのか、あれからけっきょく訊いていない。訊けない。

　いつか話してくれる日がくるだろう、とミネルヴァは思う。暖炉の前で、酒杯を傾け、笑いながら。そんなときを迎えるために、ミネルヴァは剣をとるのだ。







　その日の昼過ぎ、聖せい王おう国こく軍ぐんからハドリアヌス城じよう砦さいの見取り図が届けられた。

「ふん。この見取り図とて、正確とは限りませぬぞ」

「さよう。なんらかの仕掛けで、聖せい女じよどのを陥おとしいれる肚はらにきまっておる」

　コモンドール軍団長、ザッパニアの騎士団長が、見取り図をのぞき込んで口々に言う。

　サンカリヨン城の大議事堂である。大机に広げられた城砦見取り図を囲んでいるのは、連合公国軍のそれぞれの長だった。軍議という名目なので、ザカリア公こう爵しやくやメドキア公爵をはじめとした諸公は、このサンカリヨンにいるにもかかわらず、呼ばれていない。

（フランの権力掌しよう握あくは、もう始まってるんだな）

　臨席したミネルヴァは、隣に座るフランチェスカの黄金色の髪をちらと見て、複雑な気持ちになる。

　停戦の協議は戦いくさ人びとの仕事だ、とフランチェスカは言い張って、戦に暗い諸公をこうした会議から排除しているのだ。公国の領主たちを臨席させれば、おのおのの国が有利となるような停戦協定を結ばせるために好き勝手な主張をし始めるだろう。

　しかし、けっきょくのところ七公国の結びつきは軍事上だけのものだ。聖せい王おう国こく側も、「諸公の代表」ではなく「連合公国軍の指揮者」と話し合おうとしているのだ。協議の席に着くのはフランチェスカだけでいい。いずれ諸公は気づくだろう──担ぎ上げていたはずの輿こしが、重たく自分たちをおさえつけていることに。

「聖せい女じよどのを危険に晒さらすわけにはいきませぬ。やはりハドリアヌスでの協議は断るべき。ここサンカリヨンに呼びつけるが上策」

「ハドリアヌスが無血で手に入るのだぞ！」メドキアの騎士団長が声を荒らげる。「このような絶好の機会を無にすることはない」

「卿けいの言いたいこともわかるが……」

「王国軍がここまで譲歩することが、かえって怪しい」

「連中も王おう配はい候こうを立て続けに失い、負け戦続きで、さらには北方に火がつき、焦っておるのだ」

「しかし、王国側が独力でシルヴィアさまを救出できる算段があるとすればどうだ」

「そのような余力はあるわけがない」

「見てきたようなことを！」

「もう決めたのよ」

　フランチェスカが一言口にしたとたん、言い合っていた老騎士たちはそろって黙り込んでしまう。一同を見渡し、フランチェスカは言葉を続ける。

「ハドリアヌス城じよう砦さいで停戦協議を行うわ。明け渡しの期日までこちらに任せると言ってきているから、三日後に。メドキアの方々にやっていただくわ」

「はっ」

　メドキア騎士団長が頭を下げる。

「もちろん、砦とりで内の綿密な調査も、ね」

「心得ております。罠わなや伏ふく兵へいなど、毛ほどの可能性も残さず、くまなく探しましょう」

　他ほかの軍にも細こま々ごまと指示を与えると、フランチェスカは早々に軍議を解散させた。部屋に最後まで残ったのは、ミネルヴァとパオラだけである。

「王国の人は、だれが来るんですか」とパオラがミネルヴァに訊たずねる。その目は不安げに濁っている。ようやくフランチェスカが銀ぎん卵らんに戻ってきたと思ったら、傷や疲れが癒いえるのを待つ間もなく、次の戦いの気配がやってきたのだ。パオラも気が休まるひまがないのだろう。

「王配候ガレリウス閣かつ下か。それに、アルビレオス大将軍閣下。今の王国を支えているお二人が、両方ともいらっしゃるわ」

「わたしも、この譲歩っぷりは気になる」

　ミネルヴァは城じよう砦さいの見取り図をにらんだままつぶやく。

「あたくしは、そこまでの譲歩だとは思わないわ」

「聖都サンチユリオの鎮ちん守じゆを明け渡すんだぞ？」

　フランチェスカは見取り図の下に敷いてあったハドリアヌス城砦周辺の地図を引っぱり出した。街道を指でたどる。

「ここまでが谷、抜け出てすぐに丘があって、ハドリアヌスが建てられている。その西側はタルミア湖こ畔はんの平野。わかる？」

　ミネルヴァよりも先に、兵へい法ほうに明るいパオラが気づいた。

「……西側からは、簡単に大部隊を展開して攻められるんですね」

「そう。もちろん無血で明け渡すのはかなりの痛手ではあるけれど、みんなが鼻息荒く、都を落としたも同然、と言っているのは楽観すぎるわ」

　ミネルヴァは腕組みして地図をにらむ。

「それならなおさら、王国を信用できないじゃないか。こっちこそ、王おう配はい候こうも大将軍もこの機会に殺すべきじゃないのか」

「それができないことも、あちらはよくご存じなのよ」

「どうして」

「単純に考えてみて。七公国は、たとえ形けい骸がい化かしつつあるといっても、聖王家から冊さく封ほうされた属国、臣下の身なの。河にどれほど石を投げ込もうと、水が高きから低きへと流れることに変わりはない」

「それがどうした」

「王配候と大将軍は、あたくしを殺しても、公国に命令を下す道筋と名分をまだ保っていられる。けれど、あたくしはそうはいかない」

　ミネルヴァは、フランチェスカを挟はさんで反対側に座るパオラと顔を見合わせ、しばらく黙り込んで考える。

　フランチェスカは、軍神ベローナの聖せい女じよと讃たたえられていても、爵位さえ持たないただの公女だ。とくに、テュケー信仰の広まった女王直ちよつ轄かつ領りようにおいては、なんの権勢も示せない。今すぐに王国軍と公国軍をまとめてアンゴーラに対抗するためには、どうしても既き存そんの実権をそのまま流用するしかない、ということだ。

「あ、あの、あたしたち、実は全然勝ってないってことなんですか」

　パオラがおそるおそる言う。

「いちばんわかりやすく言うと、そういうことね」

　フランチェスカはパオラの頭をなでた。

「愚おろかなお父様やお祖父様たちがつくった負債を、あたくしは完済しただけ」

（そうか。今は、勝ち戦いくさの勢いでみんな気炎を噴き上げているけれど……）

　フランチェスカが成なした勝利のうち、最大のものはプリンキノポリとサンカリヨンの奪回である。戦果としては華々しいが、実のところかつての失地を挽ばん回かいしたに過ぎない。

「今ここで両閣かつ下かを殺しても、王国軍が混乱に陥って、アンゴーラが喜ぶだけよ」

「わたしがいるじゃないか。女王の命令で」

「ミィナがその紅あか色いろの髪を見せびらかしながら出ていくだけで王国総軍が恭順するなら、とっくにやっているわ」

　それもそうだ。ミネルヴァは唇くちびるを嚙かみしめる。国というのは、そんなに単純なものではない。それぞれの生活とそれぞれの欲望を抱えた何万という民の集合なのだから。

「なにより、あちらにはまだ刻こく印いんの力がある。どんな力かもわかっていない。ミィナだけが頼りよ」

　ミネルヴァはうなずく。終わりの女神の血を引く自分には、あらゆる神々の異能がまったく無効となる。

　しかし、フランチェスカを守りきることができるかどうかは、わからない。どんな刃やいばが、矢が、いつどこから飛んでくるのか。

（わたしへの殺意ならば、みな読み切れるのに）

（ジルベルトが怪け我がで動けないんだ。わたしが守らないと）

「や、やっぱり、協議はべつの機会に、べつの場所でしませんか。こっちの兵でまわりを固められるっていっても、敵地です。フランさまになにかあったら」

　パオラの頭を、フランチェスカは優しく引き寄せる。

「だから今、あなたたち二人に残ってもらったの」

「え……？」

「あたくしは、神々の力を頼む者たちに、人として勝ちたい。あの者たちの、いまだに人である部分を打ち負かしたい。そうして平らげた大地にしか、あたくしの王国は築けないのだから」

（人である部分を、打ち負かす？）

「あちらの策略に乗った上で、目の前で叩たたき潰つぶすということ」

「ど、どうやって、ですか。だって、なにしてくるかもわからないし、王おう配はい候こうだったら、きっと変な力で」

　フランチェスカはパオラの唇に指を触れさせる。

「ほんとうに、ほんとうにひどい作戦になるわ。これまでで最悪のものに。でも、あなたたち二人にしかできない。だから、命令よ」

　ミネルヴァは、氷で装よそおったフランチェスカの眼と、今にも熱い涙で溶けそうなパオラの眼とを見比べる。

　それでも、うなずくのはパオラとほとんど同時だった。フランチェスカの表情は、すぐに哀かなしげな笑いに変わる。

「では、パオラ。ニコロから、毒の扱いも習ったわね？」

「……え、え？」

　ミネルヴァも目を見開いて、フランチェスカの顔をまじまじと見る。

「毒を用意してほしいの」

（毒？）

（なぜだ。王おう配はい候こうも大将軍も、殺せないと言ったばかりじゃないか）

　それからフランチェスカは、目を伏せて語り出した。

　それはたしかに──ミネルヴァが知る限り、《ザカリアの女め狐ぎつね》の編み出した最も凄せい惨さんな作戦だった。





　　






「──やはり、フランチェスカ・ダ・ザカリアを殺してはなりませぬ」

　大将軍アルビレオスは、ガラス張りの天井を見上げたまま、重苦しい声で言った。

　斜めに射さし込んだ陽光は複雑に乱反射し、色とりどりに分解されて、部屋の中央の丸い寝台の天てん蓋がいに降り注いでいる。

　聖都サンチユリオ王城の中ちゆう枢すう、今は主あるじを失った、女王の寝所である。王配候ガレリウスは寝台を挟はさんで逆側の、神話時代を描いた彫刻の衝つい立たてがひっそりとたたずむそばにいた。

　聖せい王おう国こくの政まつりごとと軍を担になう二人は、ここのところ、禁域であるこの寝所を密談の場として使っていた。情報が漏もれる危険の最も低い場所だからである。

「臆おくしたか、アルビレオス」

　ガレリウスは忌いま々いましさを隠せない口調で言った。

「臆したのではありませぬ。女狐の件は私に一任くださいと申したはず」

「生かしておいてどうする」

「状況は変わったのです。あの女が総そう主しゆ教きよう代行に選ばれるなど、閣かつ下かも予測されていなかったでしょう」

　ガレリウスは苦い顔でしばらく黙る。

　かつて聖王国は、各地の司し教きよう領を攻め、総本山プリンキノポリまで陥かん落らくさせながらも、パルカイ教会を滅ほろぼすような暴挙には出なかった。信仰のよりどころを潰つぶされた民が暴走することを怖おそれたのである。神話と神々を共有しているがゆえの、パルカイ信仰に対するある程度の敬意もあった。

「今、フランチェスカ・ダ・ザカリアを殺せば、教会や民衆は獣けものと化しますぞ」

「ここで殺さねばハドリアヌスは丸損だぞ！」

「閣下は戦いくさを知らぬからそうおっしゃるのです。ハドリアヌスは東に向けた巨大な盾、この聖都側から攻めればたやすく落ちるのです」

「む……」

「それに気づかぬ女狐ではない。つまり、あれは餌えさに釣られたそぶりです。なにか企たくらんでいるにちがいない」

「ではそなたは、ハドリアヌスで女め狐ぎつねめと真剣に停戦協議をするつもりでいるのか。愚おろかしい」

「愚かしいのはどちらです。あの女の存在によって、総そう主しゆ教きようが空位になっているのですぞ。なぜそれを好機と捉とらえられぬのですか」

　ガレリウスは、若き大将軍の顔をにらみつけた。

（この男、なにを？）

「勢いを取り戻したのはあくまでも公国軍です。パルカイ教会はむしろ衰えました。なによりも人心がプリンキノポリから離れ、聖職者ですらない一人の小娘に集まっているのですぞ」

「……その小娘が担ぐつもりなのは、我らの神テュケーの子だ、と、そう言いたいのか」

　アルビレオスはうなずいた。

　王国全土の信仰を、託たく宣せん女じよ王おうのもとに束たばねる機会だと、そう言っているのだ。

「妄もう言げんだ。神話は共通していても、戴いただくのはちがう神ぞ。パルカイの教えでは、テュケーの女神はただの糸の端に過ぎぬ扱いだ。不可触の絶対神テュケーを、だぞ！」

「同じ神ではありませぬか」

　アルビレオスの言葉に、ガレリウスは眉まゆをひそめた。

「……なに？」

「閣かつ下かの方が私よりもよほどよくご存じのはず。パルカイ神群はすべて、ひとつの巨大な神のいくつもの貌かおに過ぎぬ」

「そなた、なにを」

「百十一の堕だ神しんたちの力は、みなあの深しん淵えんの獣けものから奪い取ったもの。天上の女神たちとて同様。たとえば軍神ベローナの、冥めい府ふを開き死者を率ひきいる力も、もともとは獣のもの」

「一いつ介かいの戦いくさ人びとの身で神域に踏み込むかアルビレオス！」

　ガレリウスの声は震えていた。

（この男、ここまで調べ上げるとは）

（間違いない。政体から大たい公こう家けを排除する腹づもりだ）

「閣下こそ目をそらすのはおやめください、フランチェスカ・ダ・ザカリアが道筋を示したのですぞ！　あの女は王国百年の悲願を成なし遂げた、パルカイ教会そのものを打倒したのです！　ここで殺せば国は二つどころか千ち々ぢに割れましょう、アンゴーラに抗あらがうどころではなくなる！」

　ガレリウスは、大将軍に背を向けた。

「殺し方による」

「……どういう意味にございますか」

「そなたにその意志がないのなら、私がやろう。この手で殺すわけではない。フランチェスカ・ダ・ザカリアは、ハドリアヌス城じよう砦さいの正面大広間での会談を望んでいるのだろう。ならばそこで、私は王権への反逆を糾きゆう弾だんする。断罪を受けた女め狐ぎつねは、その場で悔かい恨こんの涙に濡ぬれながら自じ刃じんする」

　アルビレオスが、見てはっきりわかるほど青ざめた。

「……なにを、おっしゃっているのです」

「理解できぬならば、それでよい」

　ガレリウスは吐き捨てた。

（よく調べたようだが、しょせんは軍の間かん諜ちよう。秘された神々の力のすべてを把は握あくできはしまい）

「そなたも分をわきまえよ。どれほど神域を嗅かぎ回っても、人の身では触れることさえかなわぬ場所があると知れ」

「閣かつ下かッ」

　アルビレオスの厳しい声を無視し、ガレリウスは翼ある車輪の彫られた大扉を開き、回廊に出た。

（あそこまで危険な理想主義者であったとは）

　静せい寂じやくに満ちた白はく亜あの廊下を歩きながら、ガレリウスは歯は嚙がみする。

（乱世は、乱世のままでよいのだ。なぜそれがわからぬ）

（信仰を束たばねるなどと。滅ほろびを早めるだけではないか）

　視界の端を、同じ形の柱が過ぎていくにつれて、怒りがおさまってくる。

（もとより軍人に過ぎないのだ）

（女狐めとの協議には、私だけで出るべきだろう。アルビレオスはやはり北衛に回すべきだった。今からでも遅くない……）

　その思考は、背中をえぐられるような気配で断ち切られた。ガレリウスは足を止め、振り向きざまに無意識に手を額ひたいにやろうとした。

「動くな。刻こく印いんに触れるな」

　若い声が、奥おく宮みやの静寂に亀き裂れつを入れた。

　黒い小柄な人影が、ガレリウスの視界の端に立っている。最初、それは柱の影と区別がつかず、人だとわからなかった。しかし、ガレリウスもその者も動いたわけでもないのに、もやもやとした霧が晴れていくかのように、姿すがた形かたちがはっきりと見てとれるようになる。

　少年だ。灰色と黒の簡易鎧よろいをまとい、太た刀ちを背負っている。だれかと確かめるまでもなかった。その鋭さと危うさと美しさの同居する面おも差ざしは、よく知っていた。なによりも、額に燃えている青白いしるしは、見誤りようもない。

（なるほど、似ている）

（コルネリウスの残酷な鋭利さ、メルクリウスの危険な可か憐れんさ。どちらも持ち合わせていながら、なお深く、暗い）

　ガレリウスの心は、不思議と凪ないでいた。安あん堵どさえしていた。

　いずれ、相まみえることはわかっていたのだ。ある意味で、待ち望んでもいた。

「……王おう配はい候こう、ガレリウス・ネロスだな」

　少年が言った。

　ガレリウスは、持ち上げかけていた手を下ろし、向き直って答えた。

「そうだ。歓迎しよう、クリストフォロス・エピメクス」





５　クリストフォロ







　銀ぎん陰いん宮、という呼び名は、石の天井に無数に切られた明かり取りの穴から射さし込む光が、柱や壁にあたってつくり出す陰影の幻想的な色による。

　謁えつ見けんの間のすぐ真下に築かれた空間であり、大量の鏡を用いて、昼間のどんな時刻にも陽光が運び込まれるように構成されているため、まるで天井全体が常時、月光を放っているかのように見える。

　ガレリウスに先導され、狭い階段を下りて足を踏み入れたときから、クリスは寒気にも似た既視感にとらわれていた。背せ丈たけの何倍もある銀灰色の石柱が、暗がりの中、円形の壁際に並び、広間の中央をひときわ太い柱が貫つらぬいている。

「あれは、真上の玉座につながっている」

　ガレリウスがちらと振り向き、中央の柱をあごでしゃくって言った。

「天てん堂どう軸じくだ」

　柱の根本に、石を削って磨いた大きな台が横たえられていた。

「ここで聖せい王おう紳しんは、託たく宣せん女じよ王おうを屠ほふる。テュケーの娘を生み出し続ける循環の一巡がここで閉じる」

　クリスは、無意識に右手を持ち上げ、何度も握にぎったり開いたりを繰り返す。

　黒こく曜よう石せきを削りだしてつくった、翼の柄つかをもつ短剣の感触が、そこによみがえる。

　ガレリウスは首を巡めぐらせ、等間隔で柱が並ぶ壁を見やる。それぞれの柱のちょうど中間に、小さな通路が口を開けている。

「女王の墓所でもある。四十八すべての玄げん室しつが埋まったとき、時の果て、すべての星が喰くらわれるときが訪おとずれる、とも伝承にあるが」

　老いたる王おう配はい候こうの無感情な視線が、クリスに向けられる。

「もう少し、早まるやもしれぬな」

　クリスは答えず、にらみ返すだけだ。まだ、この王配候の考えが読めないでいた。

　催さい眠みんの神の刻こく印いんを開き続けて王城に侵入し、クリスは真っ先に王配候を捜さがした。二人をその手で殺しており、あと一人しか残っていないことはわかっていたし、その一人がおそらくほとんどすべてを知っているだろうという確信もあった。

「……なぜ、素直にぼくを案内する？」

　答えをあまり期待せずにクリスは訊たずねた。

　獣けものの本体が沈められているという深しん淵えんの湖の場所を聞き出すためには、指の一本や二本は叩たたき潰つぶすような拷ごう問もんが必要だろう、と冷徹に考えていたのだ。しかし、このガレリウスはクリスの要求をあっさりと吞のんだ。おそらく刻印を持たない者には存在さえ知られていないであろう階段口に、すぐにクリスを導いたのだ。

「はじめて逢あった気がせぬな」

　真正面から見つめながら、ガレリウスは答えにならない答えを返してきた。

「そなたも、そうではないか？」

「質問に答えろ」

「そなたのことは、この手で取り上げて名づけた赤子のようによく知っておる。抗あらがったところで無駄だということも。だからこうして案内しておる」

　ガレリウスは壁のくぼみに手を入れた。クリスはなにごとかと緊張し、背中の太た刀ちの柄に手をやった。しかし、取り出したのはただのランタンだった。

「深淵に、なにを望む？」

　クリスはしばらく言いい淀よどんでから答えた。

「殺せるならば、獣を殺す」

「今まで、刃やいばを自分の喉のどに突き立てようと考えたことはなかったのか？　幸さちを喰らう獣の影をずっと引きずって歩んできたのだろう」

　じっと考え、言葉をしぼり出す。

「戦場で、このまま殺されれば楽になる、と思ったことは数え切れない。でも死ななかった。それに、自分で死のうと思ったことは一度もないよ」

　自じ刃じんなどするまでもない。戦場でほんのひとときでも目を閉じ、緊張を途切れさせればよかった。敵の矢か刃があっけなく終わらせてくれただろう。しかし現実には、クリスは生き延びるために逃げ回り、抗あらがい、殺し続けてきたのだ。

「それは、なにゆえ」

「今までは、わからなかった。思いつきもしなかった」

「今はわかると？」

　クリスはうなずく。

「ミネルヴァに逢あうためだ。他ほかに理由なんてない」

「ほう」

　はじめて、ガレリウスは笑った。

「面白い考え方だ」

「あんたを笑わせるために来たわけじゃない」

「ならば、なんのために来た？　もう一度訊きく。この深しん淵えんになにを望む。よもや獣けものを本気で殺せると思っておるわけではあるまい」

「あんたらが、これまで刻こく印いんを捺おされて生まれた子供たちにしてきたことだよ。冥めい王おうオルクスの真の名を聴く。やつを、この手につかむ」

「なるほど」

　ガレリウスはランタンを持ち上げ、中央の大柱の側面に口を開けた階段の方を向く。

「今は、巫み女こが一人もおらぬ。ヒエロニヒカも不在だ。マーネースの祈りを歌って獣を抑える者がいない。つらい邂かい逅こうとなるぞ」

「かまわない」

「さらに悪い結果を招くとは考えぬのか」

　近づこうとしていたクリスは、足を止める。

「ぼくがしるしを開いたら、かえって獣が抑えきれないほど力を増す、ということか」

「そうではない」

「なにが言いたい」

「よい。なにごとも、開けばわかるし、閉じたままではわからぬもの」

　ガレリウスの後ろ姿がランタンの火を隠し、そのぼんやりした光は階段の中に沈んでいく。クリスは足早にそれを追いかけ、息苦しい闇やみの中に足を踏み入れた。湿った冷気が全身を押し包んだ。そして、地の底から噴き上げるかすかな風の音──あるいは、なにかのうなり声。







　信じられないほど深い穴だった。

　柱の中から始まった下り階段は、円筒の内側にぐるりと切られた長い螺ら旋せん階段につながっていた。その穴は下るにつれて広がり、やがて磨かれた壁も自然のままの岩肌に変わった。五段ほど下を歩いているガレリウスの足音と、かすかに揺れるランタンの火とが、クリスの意識を刻んでいく。手すりなどなく、右手の先はまったくの虚こ空くうだ。足を踏み外せば何日もの間、暗くら闇やみの中を落下し続けるのではないかと思えるほどだった。

　踏みしめる石段が、下るにつれて徐々に湿っていくことにクリスは気づく。空気はますます冷えていく。

「……これは、人が造ったものなのか」

　先を歩くガレリウスに訊たずねる。

「わからぬ。記録が残っておらぬ」

「こんなものの上に都を建てたのか。あんたらはけっきょく、なにもかも神話に書いてある通りになるように、王家と大たい公こう家けを続けてきたのか？」

「なにが訊ききたい？」

　暗闇の中で黄色い光が上下する。

「あんたがわからない。ガレリウス。あんたという人間が」

「まるで、他ほかの者ならばわかるとでも言いたげだな」

　言い返され、クリスはしばらく黙って歩を進める。自分の身体からだも爪つま先さきから少しずつ漆しつ黒こくに浸ひたされて染まっていくかのようだ。取り巻く空気は重たいのに、その濃密な闇に自分の意識が少しずつ溶け出していく。

「ぼくは何人も殺してきた」

　クリスは、目の前の闇をゆっくりと転がり落ちていくランタンの明かりに向かってそっと言った。

「みんな、それぞれの欲望が、ぼくのものとぶつかったから、殺してきた。言ってみればそれだけだ。そういう意味で、ぼくは獣けものだった」

「なるほど。そなたには、たしかに憎しみが感じられぬ」

「あんただけは、わからない。殺すべきなのかどうかも」

　二人の足音は乱れない。話していると、肉体からの遊離感がやってくる。暗さと寒さ、長い下り階段、息苦しさ、そういったすべてが、クリスを現実から引きはがそうとしているのだ。

「そなたはこの先、なにを望んで生き続けていく？」

　ガレリウスが、ほとんど吐息に等しい声で訊いてきた。

「少なくとも私は、そなたが生き続けることそのものを否定はせぬ」

「ミネルヴァも、殺さないのか」

「ミネルヴァさまは今や王国に必要な方だ」

「フランチェスカは」

「女め狐ぎつねもだ。アンゴーラを押し戻すには、あの女の力を頼むしかない」

　どれも、信用できる言葉ではなかった。敵であり、これまで何度となく刺客を送ってきた相手なのだ。けれどクリスの中には一片の殺意も浮かばなかった。波紋さえ立たなかった。

　──ぶつかってくれた方が、まだしも楽だ。

　──でも、この男は、殺してはいけない。そんな気がする。

「たとえば、戦いをやめてただ平穏に暮らしたいと願うか？」

　ガレリウスの声がクリスの心の湖面を、ようやくわずかに揺らす。

　平穏に暮らしたいとは、たしかに思う。しかし、クリスは剣しか知らない。なるべく大量のいのちをなるべく効率的に奪い、生き延びる、そういった技術しかない。そもそも平穏がなにか知らない。自分が平穏に暮らしているところを想像できない。

　──ああ、ぼくは……

　──ぼくを害そうとしてこない人間に、どう触れていいのかわからないんだ。

　──それでも、ミネルヴァがいれば。

「ミネルヴァが、そばにいれば、ぼくはそれでいい」

　たとえ血みどろの戦いくさ続きの生活が終わらなくても、かまわない。ミネルヴァがいれば。

　ガレリウスは、鼻を鳴らした。

「そなたは、生まれた村を焼いたのだろう」

　クリスは、なにも答えない。

　なぜ知っているのか、と疑問に思うが、おそらくコルネリウスかデュロニウスから聞いているのだろう。だからどうしたのだ。

「なぜその後、傭よう兵へいになった？」

　足音がわずかに乱れる。律動からずれたのがどちらのものなのか、クリスにはわからない。遠いこだまを聞きながら暗くら闇やみの中を滑り落ちているような錯覚に、すっぽりとはまりこんだままだ。

　──なにを言いたい？

「その幼さで、だれに戦いを仕込まれたわけでもないのに、なぜ最初から力を手にしていた？　疑問には思わなかったのか」

「……なにが言いたいんだ」

「わからぬのなら、このまま進むしかなかろう」

　ガレリウスの声は、暗闇に沈み込んだ。

　気が遠くなるほどの時が過ぎ、不意に階段が尽きた。足先に砂の感触がある。わんわんと響くうなり声と、濡ぬれた風とが、真正面から吹きつけてくる。

　縦穴の壁面に、大きな洞どう窟くつが口を開けているのが、ランタンの弱々しい明かりでかすかにわかる。冷気で頰ほおがひりついた。ガレリウスの後ろ姿が、洞窟に溜たまった、なお色濃い闇の中に潜もぐり込んでいく。

　クリスも砂を踏み、その後を追った。

　足下の砂が下り勾こう配ばいになる。あたりの暗闇が開けた空間に広がったことが、足音の響き方でわかった。指がかじかみ、一歩進めるごとに足の骨が痛み、寒気と恐怖とが喉のどを這はいのぼってきて歯を鳴らす。

　ガレリウスが立ち止まり、ランタンの覆おおいを下ろした。

　湖面に、しんとした闇やみがおりる。

　どれほどの大きさの湖だろう。二人の立つ水辺の砂地の左右からは、ぬめる銀青色の岩壁が立ち上がり、湖の奥へと広がっていっている。澄んだ湖水の中で、岩盤はより金属的な銀色に変わっている。

　洞どう窟くつの中の様子がおぼろげに見えるのは、ずっと向こうの水面──あるいは水中に、点在して明滅するぼんやりした光の球のせいだ。

　──知っている。

　臓ぞう腑ふから凍っていくような寒気の中で、クリスはそう感じる。

　──この景色は、知っている。

　──はじまりの地だ。

　──ぼくはここで生まれたんだ。

　なぜそんな想念が浮かんできたのか、わからない。けれど、その湖の水が冷たく心地よく肌に張りつく感触まで思い出せる。

「刻こく印いんを持って生まれた大たい公こう家けの男子は、みな、この地で水に入り、名を聞く」

　ガレリウスが、遠く闇色と銀色との境目に浮かぶ光球を見つめたままつぶやく。

「開紋だ。神の真の名を知る。与えられた力が、それによって顕けん現げんする」

　クリスはガレリウスの背中を追い越す。暗いせいで、爪つま先さきに刺すような冷たさが染み込んでくるまで、水に踏み込んだことに気づかなかった。

「行くがいい。深しん淵えんを覗のぞき、知るがいい」

　ガレリウスの声がクリスの背中を押す。水が足首に、膝ひざに、牙きばをたてながら這はい上あがってくる。それでもクリスは足を止めない。

　やがて見つめる先の深みに、ぼんやりと、大きな二つの光が現れる。

　眼だ。

　──いる。

　クリスは額ひたいと両手の甲にちぎれそうなほどの熱を覚える。

　──水底に、いる。

　うなり声に加え、洞窟全体の重苦しい鳴動が始まる。今やクリスの胸までを吞のみ込こんだ水面に、複雑な波紋が響き合う。

　不思議なことにそのとき、クリスを包む水が、温ぬるみ始めた。

　まるで──母親の胎たい内ないのように。







　目を開くと、踏み固められた土の床が目に入る。藁わら屑くずが散らばっている。ひびの入った水みず甕がめが並び、荒縄で縛った薪たきぎが積み上げられている。土壁の高いところに取りつけられた窓から、くすんだ陽ひが射さし込んでいる。

　膝を抱いて床にしゃがみ込んでいたクリスは、手をほどき、首を巡めぐらせる。

　──ああ……

　──また、ここなのか。

　意識も、記憶もはっきりしていた。ほんの少し前まで、胴を浸ひたし、腕にからみついていた水の感触も思い出せた。頭が割れるほどに響いてきた声と、水面にぎらつく光も。

　そんな奔ほん流りゆうが途絶えた先、たどり着いたのは、クリスの最初の記憶に刻まれた懐かしく忌いまわしい場所。

「また、逢あえた」

　声がして、クリスは顔を上げた。

　蔵の板戸の前に、女が立っている。粗末な服を身に巻きつけ、黒髪も汚れて乱れきっているが、夜明けの月のように白い肌と、クリスそっくりの顔に浮かぶ微笑ほほえみは、胸が押おし潰つぶされそうなほど美しい。

「……いつも、その姿でいるんだな」

　クリスはため息混じりに言った。

「それは、あなたが望んでいるから」と女は言った。

「ぼくが、母かあ様さまにまた逢いたいって？　この手で殺したのに？」

「ええ」

　母親は、クリスの目の前に膝ひざをついた。

「この場所も、わたしも、あなたの中にあるもの。あなたは自分の中をのぞき込んでいるだけ。だから、いつでもわたしがいる」

　不愉快であることは否定できなかった。たとえ自分で殺したにせよ、クリスは母親をたしかに愛していたのだ。獣けものが、その姿を借りて現れるのはゆるせなかった。

　──だいいち、この場所なら、目を閉じればいつでも戻れた。

　──ミネルヴァから離れてまで、聖都サンチユリオに来たのに。

　──けっきょく、ここなのか。

「あなたの欲望を話して」

　母親の声に、クリスはいつの間にか閉じていた目を再び開いた。自分と同じ夜の色をした瞳ひとみにであう。

「どうして、わたしを何度も拒こばみながら、またここに来たの」

「おまえを、踏みにじって、抑えつけて、すべてぼくのものにするためだ」

　クリスはきっぱりと答えた。

「オルクス。おまえの手綱を渡せ。おまえの、ほんとうの名前を」

　母親の顔が、かすかに歪ゆがんだ。笑ったのだろうか。

「わたしの名前？」

「そうだ。それが鍵かぎなんだろう。教えろ」

　母親は片かた膝ひざをクリスの両脚の間に差し入れ、身を寄せてくると、クリスの首の後ろに両腕を回し、顔を近づける。額ひたいどうしが触れ合いそうだ。

「わたしのほんとうの名前を、あなたはもう知っている」

「知らない。そんな揺さぶりはもうたくさんだ」

　クリスは母親の両肩に手を置き、わずかにその上体を押し戻す。

「謎なぞかけをしにきたわけじゃない。おまえを打ち負かしにきたんだ」

「いいえ。あなたはもう知っている。思い出して」

「やめろ！」

「どうしていつもこの場所なのか。この場所に、みんな答えがあるから」

　母親の顔から、笑みが張りついて消えない。

「さあ、思い出して」

「いいかげんに──」

「あなたの母親は、一度でもあなたの名前を呼んだことがあったかを」

　母親のものであるその口から吐き出された言葉が、胸に食い込む。

「……ぼくの……名前？」

「思い出して。あなたの父親は、あなたが生まれる前に荒野に帰ったということを」

「な、に……を……」

「さあ、思い出して。あなたのその名前は、いったいだれに名づけられたかを」

　女の声が耳の中で、頭ず蓋がいの中で、激痛となって反響する。

　──ぼくの名前……

「思い出して。あなたのそのしるしが、最初から青い火を帯びていたことを」

「思い出して。あなたが最初から血と死と命運を啜すする術すべを知っていたことを」

「思い出して。あなたの獣けものの烙らく印いんは、生まれながらにして開いていたことを──」

　母親の両手を振り払い、耳をふさぎ、天井に向かって熱い息を吐いた。

　──開いていた。開いていた？

　──噓うそだ。なにを言っているんだこいつは。

　──ああ、でも……

　胸を突き刺す氷と熱の痛みに、身をよじる。

　──ぼくは何百何千という人々の幸さちを啜ってきた。

　──冥めい府ふの門さえも開き、死人までも喚よび起こした。それは……

　──獣の力だ。獣の力は、最初からぼくの中で燃えていた。

　──ぼくの烙印は、開紋していた。




　──ぼくは、獣ぼくの名を知っている。




　全身の骨の軋きしみと、肉の裂さける音と、爪つめが皮膚を食い破る音とが、ぶつかり合い高まり合う。波紋の重なる暗い湖面を貫つらぬいて、咆ほう吼こうが洞どう窟くつの銀にぬめる岩壁を震わせる。地響きが伝わっていく。

　光に向かってむなしく差し伸べた手に、いくつもの水泡がまとわりつき、漂い、離れていく。肩、喉のど、あご、と沈むにつれ、水底の巨大な何者かの鳴動が高まる。

　深く──なお深く……





　　






　全身を押し包む、濡ぬれた冷たさとともに、クリスは目を覚ました。

　揺れる視界に映るのは、幾筋もの月光を漏もらす銀色の磨きあげられた天井だ。それから、細い石柱の上部に踊る夜の女神たちの精せい緻ちな彫刻。

　──ここは……

　見回そうとして、クリスはようやく自分の身体からだが硬かたいものの上に仰あお向むけにされていることに気づく。身をよじろうとすると、「しばらく動かぬ方がよい」という声がすぐそばで聞こえた。

　首を持ち上げる。老人の、剃そり上あげた頭が目に入る。

　ガレリウスだ。その周囲には、やはり禿とく頭とうの男たちが四人、付き従っている。こちらは剃っているのではなく薬で脱毛したのだとわかる。青い衣と無毛の頭は神官の証あかしだったが、目つきに戦いくさ人びと特有の光がある。

「私の配下の『蛸たこ』だ。そなたを、運ばせただけよ。案ずるな、しばらく休め」

　ガレリウスが言った。

　それでは、ここは銀ぎん陰いん宮か。クリスは脱力感の中で仰向けになり、目だけをガレリウスの顔に向ける。あの縦穴を、運び上げたのか。

　──そうだ、ぼくは……

　両腕で顔を覆おおう。まとう服はどっぷりと重く濡れている。ほんの先刻まで、水の中にいたのだ。肩当ても胸当ても外されている。

　ガレリウスの退去を命じる声、そして四人の神官たちの足音が遠ざかるのが聞こえた。クリスの全身を苛さいなむ無力感と寒さとが強まる。このまま石の寝台と同化してしまいそうなほどだ。

　クリスを覆い尽くしているのは、絶望以外のなにものでもなかった。

　──ぼくは、すべて知った。すべて、証あかしてしまった。

　──なにもかもがつながった。最悪の形で。

　耳にたまったぬるい水が首筋を伝い落ちる。ガレリウスの声が銀色の薄うす闇やみの向こうから聞こえてくる。

「……だから、私はあの深しん淵えんに赴おもむくそなたを止めなかったのだ。わかっただろう」

　今は、痛いほどわかる。

　すでにクリスの持つ烙らく印いんは開いていた。ミネルヴァから離れてまで、この地にやってきた意味など、なにもなかった。冥めい王おうの真の名など、とうに知っていた。

　力を失ったクリスの唇くちびるから、その名がこぼれ落ちる。

「……クリストフォロ」

「そうだ。それが獣けものの真しん名みようだ」

　ガレリウスが痛ましい声でつぶやく。

　なぜ疑問に思わなかったのか。母親は、この名を呼んだことなどなかった。母に与えられた名前ではないからだ。もちろん父デュロニウスが名づけたものでもない。あの暴ぼう虐ぎやくな男は村娘に子を孕はらませ、そのまま村に追い返したのだ。あの男は息子の産まれた日さえ知らない。名などつけられるはずもない。

　ならば、この名は──

　だれに与えられた名でもない。

　──ぼくの中に、なにかがいるわけじゃなかった。

　──そう、いつか、獣が言っていた通りだ。

　陽ひが沈み夜が巡めぐってくるのと同じくらい確かな真理が、クリスを押おし潰つぶそうとしていた。すべての答えは、たしかに、最初からあの場所にあった。

　──しるしを開く必要などなかった。

　──ぼくは最初から、冥めい王おうの力のすべてを手にし、操っていた。

　──だれに教えられることもなく、いのちを貪むさぼり、命運を啜すすってきた。

　──生まれながらの力だから、だ。

　それならば、この頰ほおを伝う熱はいったいなんだろう、とクリスは思う。しかしその疑問は絶望にすぐ塗ぬり潰つぶされてしまう。

　──響いていたのは……

　──ぼくの中に巣くう、なにかの声じゃなかった。

　──あれは、いつも、ぼく自身の声。

　──ミネルヴァを求め、焦こがれたのも、間違いなく、曇りなく、獣ぼくの欲望だ。

　腕を持ち上げ、天井から降り注ぐ偽いつわりの月光を顔に浴びる。寝台の端をつかみ、濡ぬれそぼった上体を起こす。痛みが身体からだの芯しんを伝い落ちていく。

　広げた両手の甲に、まだおぼろげに光る烙らく印いんを確かめる。

「そなたに、できることがなにもないのも、わかったか」

　ガレリウスの言葉に、クリスはうなずいた。

　獣を抑えるだとか、殺すだとか、なにもかもが妄もう言げんだった。クリスそのものなのだ。

「そなたがある限り、テュケーの血を継つぐ者を引き寄せ、すべての星を喰くらう夜明けを招くだろう。そなた自身の願いなのだ。止められぬ」

　濡れた両肩を抱き、指を肌に食い込ませ、クリスは震える。

（この大地と人と時のすべてを凍らせ、ミネルヴァとともに滅ほろびること）

（それは、ぼく自身の望みだった）

「しかし、私にはできることがある」

　クリスは、緩かん慢まんな動作で顔を上げた。

　寝台の脇わきに立つ、老いた王おう配はい候こうの顔には、長い年月が重ねた苦悩と猜さい疑ぎと忍耐が皺しわとして刻まれている。

「……ぼくを、ここで殺すってことか」

　萎なえきった声で質ただした。ガレリウスは首を横に振る。

「そなたを殺せるかどうか、わからぬ。殺意を向けた瞬間に幸さちのすべてを喰くらわれ、滅ほろぼされるかもしれぬ。あるいは人の肉体だけは殺せても、デュロニウスのように──変化し暴走することも考えられよう」

「ふん。……やるだけやってみたらどうだ」

　クリスの声は、絶望で涸かれきっていた。

「できるとしても、殺さぬ」

「なら、失うせろ。今のぼくは気分が悪い。ため息ひとつで冥めい府ふの門を開いてもおかしくないぞ」

　クリスは石の寝台を爪つめで搔かいた。胸のうちで渦巻くのは、生まれてこのかた抱いたことのなかった溶岩のような憎しみだ。

　憎悪というものは、どうしようもない相手に対してしか沸き立たないものなのだとクリスははじめて知る。たとえば、自分自身だ。

「私ならば、そなたを殺さずとも、止められる」

　クリスはのろのろとガレリウスの顔に視線を向ける。

「夢む想そうの神イケロスの力で、そなたを止める」

　ガレリウスの額ひたいのあざがぼうっと光を帯びる。クリスは目を細め、首を傾かしげる。

「どうやって」

「我が神は、もはや記憶を読み取るだけではない。奪うことができる」

　──記憶を、奪う？

「そなたの名がクリストフォロだという、その記憶を奪う」

　クリスの心は、吹きすさぶ風にさんざんなぶられるままの、枯れ草ばかりの野だった。目だけが、ガレリウスの額に燃えるイケロスの刻こく印いんを探る。

「……だれにつけられた名でもない。ぼくはこれを持って生まれ、これを抱いて這はいずり回まわり、殺し、喰らってきた。この名と、それにまつわるすべての記憶を、奪うと？」

　ガレリウスは重々しくうなずく。

「それは、ぼくがぼくであるほとんどすべての理由を奪い──空っぽの肉にするということか」

「そうだ」

　しばらくの沈黙の後で、クリスは笑った。

「……そうか。あんたがぼくをここに導いたのは、そのためか」

　──絶望の先にあるその答えに、ぼく自身の意志でたどり着かせるため。

「そうだ。絶望がそなたの魂たましいを奥底まで開く」

　そなたが選べ。

　ガレリウスはそうつぶやくと、刻こく印いんの火でぎらつく右手を口もとまで持ち上げ、じっとクリスの答えを待った。

　空虚な胸に手のひらを押しつける。返ってくるのは、鼓動だけだ。

　──それは、ミネルヴァのことも忘れる、ということか。

　──ただ生きている、というだけで。

　──ぼくではない、生温かい肉の塊かたまりとして……？

　それでも、ミネルヴァを滅ほろぼさずに済む。

　あるいは、すべてを奪われてまたぬかるみの中を這はいずり回まわり、どこかの戦場で借り物の名を見つけ、いつの日か何者でもない男として偶然の果てにミネルヴァと巡めぐり逢あえるだろうか。

　──それならば、それでいい。

　──ミネルヴァには、みんながいる。

　──生きてさえいてくれれば……

　クリスは、ガレリウスに向かって両腕を広げた。

「やれよ」

　ガレリウスの目が、クリスのみぞおちに注がれる。

「根こそぎ刈り取れ」

　──ぼくがクリストフォロとして生きたすべてを、奪え。

　ガレリウスがうなずいた。夢む想そうの神の刻印が、激しく火柱となって燃え立った。その青白い炎の筋が、クリスの憶おぼえている最後の光だ。







　少年の身体からだは、力なく石の寝台に横たわっている。幾人もの託たく宣せん女じよ王おうの血を吸ってきた、銀ぎん陰いんの柱の根本だ。

　ガレリウスは息をついて、少年の虚うつろな両眼を見下ろす。王おう配はい候こうの両手から、刻印の火が白煙を立ちのぼらせながら引いていく。何度も左右の十指を折りたたんでは開き、そこに残った感触を確かめる。

　それから、かつて原初の獣けものであった少年の身体を再び見つめる。濡ぬれた髪は少年の頰ほおや寝台の滑らかな面に張りついている。肩が荒い呼吸に合わせて上下している。

「終わった。立ってもよい」

　ガレリウスは小声で言ってみた。なんの反応もない。その眼にはおそらくなにも映っておらず、耳には沈黙が溜たまっているだろう。

（ここまで奪ったのは、はじめてだ）

　奪い取った記憶に、ガレリウスは触れようともしなかった。災さい厄やくの獣が十数年間重ねてきた孤独と殺さつ戮りくの日々の記憶だ。好奇心で覗のぞけば発狂しても不思議ではない。

（ここで、殺すべきだろうか）

　ふと、そう考える。

　しかし、自分の名前を思い出せないだけだ。この少年が冥めい王おうであることにかわりはないのだ。空虚な肉体に、最低限の力を宿していないとはだれにもいえない。

（しばらくは、この銀ぎん陰いん宮に閉じ込めておくしかあるまい）

　ガレリウスは、少年の横たわる寝台に最後の一いち瞥べつをくれると、背を向け、歩き出す。もはや地中深くからのうめき声も風鳴りも聞こえない。静せい寂じやくの中、偽いつわりの月光が流れ落ちるばかりだ。












６　デクレヒト急襲







　託たく宣せん女じよ王おうの屍し体たいが見つかった、とニコロが報告を受けたのは、雨が降り止やまないばかりか雪に変わろうとしていた早朝だった。

　デクレヒト城じよう砦さいの背後に広がる、凹おう凸とつだらけの深い松林である。

「雨で犬の鼻がどうにも利きづらかったのが、遅れた理由で……」

　軍用犬たちの頭をなでながら、飼育兵が申し訳なさそうに言う。ニコロを含め、数人の将官が、雨でぬかるんで崩くずれた崖がけ下したの土砂の盛り上がりを囲んでいる。

「ニコロ、どうだ」

　エゴールが、土になかば埋もれた無惨な屍しかばねの頭のそばに立って、こちらを見た。ニコロはかがみ込んで、泥だらけになった長い紅あか色いろの髪を持ち上げる。それから顔、剝むき出だしの肩と胸を触って確かめる。

「おれもシルヴィアは一度しか見たことはないんだがな」

　エゴールを見上げてニコロは言った。

「こんなにしわくちゃじゃあ、よくわからん。が、こんな髪を持つ女がそうそういるわけがない。それに、冠もある」

　土に埋まっていた銀の簡素な冠を、ニコロはつまみ上げる。松の梢こずえに濾こされて落ちてきた雨粒が、鈍い光沢の表面をぽつぽつと濡ぬらす。

「まさか死んでいるとはな。それにこの屍体の様子じゃあ、だいぶ古い。どういうことだ。女王はとっくに死んでいたのか？」

　エゴールが苦々しく言った。しかしニコロは、干ひからびた肌が骨に張りついた腕をそっと持ち上げて、首を振る。

「こいつは古い屍体じゃない。血を全部抜かれてるんだ」

　女帝の非道な命令の数々をこなしてきた帝国軍人は、それを聞いても眉まゆひとつ動かさなかった。

「なんのためにだ。牛や豚ではあるまいに」

　ニコロは言いい淀よどみ、立ち上がった。託宣女王の血、と聞けば理由は一つしか思いつかなかったが、帝室の秘中の秘だ。口にはできない。

「ともかく陛へい下かにご報告を」

　エゴールはうなずいて立ち上がった。

　麻袋に入れられて運ばれていく屍を見つめながら、ニコロは胸のうちでどろどろと粘ねばりつきながら渦を巻く疑念に息を詰まらせていた。

（どういうことだ。だれがやった？）

（アナスタシアさま、じゃあるまい。とっくに殺しておいて、おれたちに噓うそをついて捜さがさせる理由なんてない）

（それなら……）







　城じよう砦さいに戻ると、すぐに地下に向かった。アナスタシアからある程度の権限をもらっているニコロは、衛兵も拷ごう問もん官かんも追い払って、その牢ろうにひとりで入った。血ち反へ吐どの酸すっぱいにおいは先日よりもずっときつくなっている。目が痛むほどだ。手にした燭しよく台だいで暗がりを探ると、壁際に転がされている白く長いものが目に入る。

　布で全身をくるまれ、うつぶせにされた、女だ。

「……ヒエロニヒカ」

　呼びかけてみても、反応はない。しかし医師であるニコロには、女が死んでいないことは一目でわかる。意識がはっきりしていることも、だ。

「シルヴィアが見つかったぞ」

　床に広がって散った黒髪が、かすかに、揺れた。

「どういうことだ。なぜ殺した？」

　答えはない。ただ、肩が動き、布の下から傷だらけの腕が床に転がり出る。

「あれは──生きたまま血を抜いた屍し体たいだ」

　告げるニコロの喉のどは、ひりひりと痛む。

「血を抜いたことと、雨に打たれていたこと、それからこの寒さを考えると、死んだのはおれたちがこのデクレヒトを攻め落とす直前だ。あんただろう？」

　他ほかに考えられない。ニコロはしゃがんだまま、ヒエロニヒカに一歩にじり寄る。

「女王の血が、帝国の手に渡るよりは、自分で使い果たした方がいいなんて考えたのか？　おい、そんな馬ば鹿かなことをしたのか？」

（やっぱりおれの勘かん違ちがいじゃないのか）

（すぐそこまで氷ひよう象ぞうの大軍が迫ってるってときに、永遠の若さなんて気にするか？）

　気づくと、ヒエロニヒカが顔を上げ、熱も冷たさもない視線をニコロに向けている。透き通った蠟ろうのような美び貌ぼうだ。とても百年を生きた女怪とは思えない。

（そう、この女はおそらく女王の側近という立場を利用して、生き血を抜いていた）

（定期的に、だ。なにせ百年前から外見が変わっていないと聞く）

（若さを保つ欲望のためだけに、大だい院いん司しを務めていたのか？）

　それはなにかがちがう、とニコロの直観がささやく。ヒエロニヒカの目には、もっとべつの火が宿っている。狂気でもあり、切実な祈りでもある。それは、かつてニコロが女帝の小こ姓しようとして侍はべり、アナスタシアのために命さえも投げ出す覚悟を抱いていたときと同じ目なのだ。

　つまり、信仰だ。

「あんたじゃない、のか？」

　ヒエロニヒカが手を下したという推測には、いくつもの疑問符がつく。まず、拷ごう問もんに耐えて沈黙を貫つらぬいた意味がわからない。殺した、と言ってしまえばよかったのだ。それに全身の血を抜いてそれをいちどきに使ったとなれば、アナスタシアのように幼年にまで若返ってしまうのではないか。

　しかし、他ほかにだれが女王の血をすべて抜いて殺すというのだろう。

　ヒエロニヒカは、変わらずニコロをにらみつけたまま、なにも答えない。嚙かみしめた唇くちびるに血がにじんでいる。

（殺していながら、隠した？）

（あり得るのか）

（殺したことを、知られたくなかった。そんな理由があるか？）

（いや、知られたくなかったのは殺したことなのか？）

　ニコロは、蠟ろう燭そくの火を受けて病的な土気色になったヒエロニヒカの顔を凝ぎよう視しし、考えを押し広げる。

（たとえば、屍し体たいを見られたくなかった）

（血を抜いたことを隠したかった？）

　寒気がニコロの背骨を軋きしませる。

（殺していない、とすればどうだ）

（屍体を見られると、それが露見するからこそ──）

「──ニコライ」

　声に振り向く。足音も、扉の開く音も、気配すらもしなかった。しかし、四角く切り取られた廊下からの光の中に、小さな人影が立っている。逆光で、長い銀髪は灰色の朝霧のようだ。ニコロは這はいつくばった。

「どうした。尋じん問もん中だったのであろ。続けるがよい」

　アナスタシアは、肉食獣めいた笑みを浮かべて言った。

「そなたの稚ち拙せつな尋問を見るも一興じゃ」

　女帝の背後の廊下には、エゴールら将官と、紅あか色いろの軍衣姿の禁きん衛えい隊が付き従っている。

（見透かされているのか）

　ニコロの臓ぞう腑ふが凍る。

　エゴールたちに報告を任せ、ここにひとりで来たのは、だれよりも先にシルヴィアについてのなんらかの情報を得たかったからだ。死んだとは信じられなかった。そして、もし生きているのなら助けたかった。

　その胸中の裏切りを、アナスタシアは見透かしているのだろうか。

　ニコロは目を伏せてしまう。

「いえ。なにも喋しやべらぬようです」

「ほう。そなたのことだから、喋らぬというその事実からだけでも、なにか嗅かぎつけたのではないのか」

　ぞっとした。やはり見透かされている。アナスタシアは背後の禁きん衛えいたちを振り返った。

「女に、新しい布をやれ。ここは狭いし汚い。妾わらわの湯ゆ浴あみ場に連れていくがよい」







　アナスタシアは花と香油を浮かべた湯につかって火か酒しゆを吞のむことをなによりも好んでおり、遠征先といえど石造りの巨大な湯船を持っていくのが常だった。ここデクレヒト城じよう砦さいの南塔一階にある軍議用の広間に、その湯船は置かれていた。

　真新しい掛布にくるまれたヒエロニヒカは、その広間に運び込まれ、湯船に放ほうり込まれた。断だん絶ぜつ城じよう塞さいの地下にある浴場とは比べものにならないが、それでも大のおとなが五人は入って足を伸ばせそうなほどの大きさの湯船である。湯は張っておらず、磨きあげられた内面には香油が塗られて光っている。

　湯船の底で、ヒエロニヒカは上半身を起こした。掛布が肩から滑り落ち、裸の肩から腕、胸までもがあらわになる。腕が萎なえきっているせいか、布を身に巻きなおすそぶりさえも見せない。

　女帝が慈悲を見せて、身体からだを洗わせようとしたわけではなかった。浴室には女官の一人もおらず、アナスタシアの後ろに控えているのはあいかわらず屈強な禁衛兵たち、そしてニコロだ。

「なんじゃ。残念そうな顔ではないか」

　湯船の前でアナスタシアはニコロを振り返って言った。

「そなたに女の身体を洗わせるとでも期待したか」

「いえ。しかし、なぜ浴槽に」

「女王の居場所がわかった」

　ヒエロニヒカの肩が、びくりと震えた。ひざまずいたままのニコロは、おそるおそる女帝の幼い顔を見上げる。

（居場所がわかった？）

（やはり生きているのか。ではあの屍し体たいはいったいなんだ）

「さて、見よニコライ」

　アナスタシアは、いきなり聖せい王おう国こくの言葉に切り替えて言った。ニコロは驚いて目を剝むく。女帝はヒエロニヒカの視線を受け、指を突きつけ返す。

「この女、妾の拷ごう問もん官かんがここ数日休みなく痛めつけ続けたというのに、裂傷はふさがり、火傷やけどの痕あとさえもなく、剝はがされたはずの肌も元通りじゃ」

　言われてニコロはヒエロニヒカを凝ぎよう視しする。そのときはじめて巫み女こは自らの裸身を布で隠そうとしたが、指に力が入らず、掛布の端は浴槽の底に滑り落ちる。

　たしかに、おかしい。アンゴーラの暗い歴史が磨き続けた拷問術を浴びて、これだけの浅い傷で済むわけがない。ニコロは医師なので、それが治りかけやふさがりかけの傷ではないことをすぐに見抜いた。ただ浅くついただけの傷なのだ。

「治っているのではない」

　アナスタシアが愉快そうに言う。

「傷つく前に戻っておるのじゃ」

　ヒエロニヒカは唇くちびるを嚙かみしめる。

（傷つく前に、時が逆巻いている。つまり──）

「この女は、百年の間、テュケーの生き血を少しずつ体内に取り入れていた。ふ、ふ、うらやましいものよ。その結果として、テュケーの血が定着した」

「な──ぜ……それを」

　はじめてヒエロニヒカが声をあげた。目を見開き、湯船のふちに手をあててこちらに身を寄せようとしている。

「……定着、とは？」

　ニコロは油断なくヒエロニヒカをにらみ据すえながら訊たずねた。やはり、聖せい王おう国こくの言葉でだ。おそらくアナスタシアは話をヒエロニヒカに聞かせたい、そして禁きん衛えい隊に聞かせたくないのだ。テュケーの血にまつわる禁忌だからだ。

「この者の血は、テュケーの娘らのものとほぼ同じということ。ゆえに、自らの肉体をいくらでも過去に遡さかのぼらせることができる」

「そんなことが……しかし、それでは陛へい下かのお身体からだも同様になっているはず」

　アナスタシアは鼻を鳴らした。

「ただ回春を続けただけではならぬ。妾わらわが持たず、この女が持つものがあるであろ」

　ニコロは、ヒエロニヒカに目を移した。巫み女この長の顔は青ざめ、唇が黒ずんで震えている。アナスタシアの看かん破ぱした真実に怯おびえているのだ。

（アナスタシアさまにはなく、この女にはあるもの）

「……スミュルナの」

「そうじゃ」

　アナスタシアはぞろりと歯を剝むいて笑った。ヒエロニヒカが低くうめいた。

「スミュルナ、力なき従属神。テュケーの鵞が鳥ちようよ。そなたの役割はひたすら血を蓄たくわえ肉を準備するばかり」

「……ぁ、ああ……」

　ヒエロニヒカが自分の口を押さえた。うめき声がくぐもる。

「さて。それでは鵞鳥を屠ほふるとしよう。妾の湯船が血で汚れるのは不愉快じゃが」

「……無駄、無駄です」ヒエロニヒカが震える声で言った。「私の身体をどう傷つけようと、苛さいなもうと、翼ある車輪が回り、刻ときは傷つく前にまで逆巻くのです」

「だからどうした？」

　アナスタシアは凶悪きわまりない笑みを唇の端にのぼらせる。持ち上げた右手の甲に、刻こく印いんが青白くぎらつく。ニコロは息を詰めてアナスタシアから離れた。禁衛隊さえも、女帝の背中から発せられる殺気に圧おされて後ずさる。

（殺す？　どうやって、それに、殺してどうなる）

　ニコロの疑問を、アナスタシアの右手が握にぎり潰つぶした。

「妾わらわの神の名をそなたも知っていよう」

「イノ・モルタが私を死へ流る転てんさせると？　やってみるがよいでしょう。それさえも時の流れのうち、テュケーの翼がなにもかもを押し戻しましょう」

「死を与えると、だれが言うた？」

　アナスタシアが開いた手を顔の高さに持ち上げる。ヒエロニヒカの顔が戸惑いに曇る。

「……なにを……」

「イノ・モルタは生と死のすべてを巡めぐらせる女神ぞ。生命を与えることもできる」

　ヒエロニヒカの喉のどが恐怖にひくつく。

「愚おろかな鵞が鳥ちようよ。そなたが血の中に隠した託たく宣せん女じよ王おうのいのち、そなたの望み通り、化肉するがよい」

「──あ、あ……ぁあああああああああああアアアアアアアアアッ」

　ヒエロニヒカが絶叫した。アナスタシアの手の甲に光るしるしが、額ひたいのそれに重ねられる。無意識に壁際まで退さがっていたニコロは、冷たい壁に背中を押しつけ、そのおぞましい『誕生』を目まの当たりにした。

　だれが想像し得ただろう。ヒエロニヒカが託宣女王シルヴィアを匿かくまった場所──

　それは、自らの体内。

　ヒエロニヒカはたしかにシルヴィアを殺したのだ。その血のすべてを自分の身体からだに取り込んで保持した。女神スミュルナの力は、実にそのためだけにあったのだ。テュケーの血脈を守り、その滅ほろびに瀕ひんしては贄にえとして、苗なえ床どことして、身を捧げること。

　巫み女この裸の胸と腹とに裂さけ目が走った。ほとばしった血しぶきが、壁際にいたニコロの額を濡ぬらした。

（ほんものだ）

　無惨に内側から裂かれていくヒエロニヒカを凝ぎよう視ししながら、ニコロは呆ぼう然ぜんと思う。

（あの女は、ほんものの信仰者だ）

　骨が引きちぎられ、肉が弾はじけ飛ぶ致命的な音。アナスタシアの哄こう笑しよう。それらが混じり合い、忌いまわしい産うぶ声ごえとなる。額からたれた血がニコロの視界をひととき奪う。

　真っ赤にぼやけたまぶたを指でぬぐうと、それが目に入る。

　血ち溜だまりの中にうずくまる影。

　血が流れ落ちてなお、紅あか色いろにぬめるその髪。

　少女だ。かつてヒエロニヒカだったもの、引き裂かれ砕くだかれた肉片と骨、それらを浮かべてたゆたう血の湖、その真ん中に、裸の少女が膝ひざを抱えてしゃがみ込んでいる。

　少女が顔を上げる。呆然と、自分の両手の指の間から滴したたる鮮血を見つめている。ニコロはその顔をよく知っている。直じかに見たのは一度きりだが、忘れようもない。

　やがて少女の視線が持ち上げられる。

「……ぁ、ああ、あ……」

　その唇くちびるから漏もれるか細い声は、純粋な怯おびえではない。困惑と生理的嫌悪感とに濁りきっている。

　目の前に立つのは、女帝アナスタシア──幼い女の姿──であり、その背後に控えた紅くれないの軍衣の男たちはみな顔をこわばらせて壁際まで退しりぞいているのだ。敵に捕らえられたこともいささか理解しがたい状況である。しかも、むせかえるほどの血のにおいが湯船に満ちている。青ざめているのは恐怖よりも吐き気のせいだろう。

「歓迎しよう。シルヴィア・サン・ディキマ・イ・フォルトゥナ」

　アナスタシアが傲ごう岸がんきわまりない語調で言った。

「……あ、あなた、は」

　シルヴィアが裸の肩を抱きしめ胸を震わせながら訊たずねる。

「喜べ。妾わらわがみずから名乗るのは、王族であるそなたに敬意を表してのこと。アナスタシア・ゴルゾヴァ・アンゴルナという」

　シルヴィアの顔がこわばる。アンゴーラ帝だと、ようやく気づいたのだ。しかし、女王は唇を嚙かみしめ、恐きよう慌こうを押し殺し、飲み下した。

「わたしは……どう、していたのです」

（憶おぼえていないのか）

（それはそうだ。死んでいたのだから）

　アナスタシアの顔には猛獣の笑みが張りついたままだ。そのような下らない問いには答えない、と言いたげだ。

「……ここは、デクレヒト城じよう砦さいですね。ヒエロニヒカはどうしたのです。アルカンジェロ将軍は？」

　気丈に張ってはいるが、声の震えまでは隠せていない。アナスタシアは歯を剝むいた。

「だれもおらぬ」

　血ち塗まみれの湯船に、一歩、また一歩近づく。

「足下を見るがよい。そなたは腹を突き破って出てきたのだから、頭くらいはまだ残っていよう」

　その言葉に、シルヴィアの顔は再び戸惑いでまみれ、視線が揺れながら湯船の中の血ち溜だまりに落ちる。ニコロがへたり込んでいた場所からでは、湯船の底は見えない。しかしアナスタシアの言葉の意味はわかった。血の海の中に、形を留とどめたまま残っているのだ。

　ヒエロニヒカの、首が──

「……ゃぁああああああああああああ」

　シルヴィアの喉のどから引きつった悲鳴が漏れ出た。アナスタシアは嗜し虐ぎやく的てきな悦よろこびに両眼をらんらんと光らせ、湯船のふちに手をかけて身を乗り出した。

「そなたを守っていた鵞が鳥ちようの巫み女こよ。その甲か斐い甲が斐いしさは列聖に値しような。しかし、もはやそなたを庇かばう者はいない。一人も、じゃ」

　女帝の声は不快なまでに高まる。

「妾わらわがそなたを王族として扱うのもここまでぞ。これより、そなたもまた鵞が鳥ちようじゃ。羽をむしり、縊くびり、屠ほふり、吊つるし、血を搾り取る。ふ、ふ、肉に興味はない。犬どもに食わせるか、拷ごう問もん官かんどもの手て慰なぐさみに与えるか」

「あ、あっ、ぅ、ううぁ」

　シルヴィアは目を見開き、首を振る。喉のどが奇妙な鳴り方をしている。恐怖で呼吸が乱されきっているのだ。

「よい声じゃ。もそっと鳴け。このような田舎いなかの山城に足止めされ、妾も気が晴れぬ日が続いた。く、く、くは、は。泣き叫べ。涎よだれをたらして命いのち乞ごいをせよ。恐怖と絶望で心の臓を苛さいなめば、首を落としたときにさぞ勢いよく噴き出すであろ。搾る手間が省ける」

「ぁあ、あ、ゃあ……」

「ふ、ふ、よい、よいぞ。暗くら闇やみで飼っておるそなたの眷けん属ぞくどもは、魂たましいがないゆえに怯おびえも苦しみもせぬ。しかし、そなたはなんと美しい。さあ、もっと絶望に浸ひたれ！　血の涙に濡ぬれよ！　身もはらわたもよじれよッ！」

　アナスタシアが、シルヴィアの両手首をつかみ、引き寄せようとしたときである。ニコロは、広間の空気全体が軋きしむほどの不ふ穏おんな気配を感じて、腰を浮かせた。アナスタシアの背中に駆け寄る、いくつもの赤い大きな人影が見えた。

「陛へい下か──」

　立ち上がりかけたとき、ニコロの視界の端を紅くれないが搔かき削る。肩をつかまれ、壁に叩たたきつけられた。

「──かはっ」

　背に鈍痛が広がり、きなくさい息が漏もれた。ニコロの両腕をつかみ、息苦しいほどの強さで壁に押しつけているのは、紅の軍衣姿の二人──禁きん衛えい兵だ。その二人の間、浴槽の前にも禁衛たちが殺到し、四人がかりでアナスタシアの小柄な身体からだを抑えつけているのが見える。

「お、おまえらッ」

　叫び、身をよじって腕から逃れようとするが、帝国軍の中でも選よりすぐりの剛ごうの者たちである。ぴくりとも動かない。さらにニコロは、禁衛たちの眼から光が失うせ、かわりにそれぞれの額ひたいにぼんやりと青い火が灯ともっていることに気づく。

（刻こく印いん──）

（くそ、あのときと同じか）

（いや、同じじゃない、こんな大人数をいっぺんに操れるのか！）

「陛下、ご無事ですかッ」

　叫ぶことしかできなかった。両脚も強く踏みつけられていて、動かない。

（こんな刻印があるとは──）

（おれの調べが甘かったのか、くそッ）

　腹を太い鈍痛が貫つらぬいた。ニコロは胃の中身を床にぶちまけ、崩くずれ落ちた。右側の禁きん衛えい兵が硬かたい膝ひざ当あてで下腹を蹴けり上げたのだ。

「──ぅ……ぐ……」

　床にくずおれる寸前、アナスタシアの鋭い声がニコロの耳に突き刺さる。

「この軟弱者どもめがッ！」

　女帝の腕や肩をつかんでいた禁衛兵たちの巨体が、吹き飛ばされて壁や天井、あるいは浴槽の側面に叩たたきつけられる。ニコロは目を剝むく。

「やすやすと屈しおって、帝国の矜きよう持じと鋼はがねの意志はどこに捨て置いてきたのじゃッ」

　よく知ってはいたが、それでも目の前でまざまざと見せつけられると驚きよう愕がくせずにはいられない。女帝アナスタシアは刻こく印いんの力など頼まずとも、超人的な膂りよ力りよくを持つ武人なのだ。そうでなければ毒蛇の巣たるアンゴーラ帝室では生き残れない。

　床を搔かき、アナスタシアの方へと近づこうとしたニコロは、背中を踏みつけられる。

　冷えきった石いし床ゆかに頰ほおを押しつけ、ニコロは痛みと無力感の中で、広間の大扉が開くのを見た。

　踏み込んできた足音は、二つだ。

（……あれは……）

　傾いたニコロの視界に、金と銀の光がちらつく。血のにおいとどす黒い欲望とに満ちた広間に射さし込む、陽光と月光のようだ。二つの人影。

　どちらも、少年だ。

（あいつは──）







　広間に足を踏み入れたメルクリウスは、人だかりの奥にある巨大な石造りの槽の中に、紅あか色いろの髪をすぐに見つける。

「陛へい下か！　陛下っ」

　駆け寄ろうとしたメルクリウスは、すぐ横から肩を強くつかまれて引き戻される。

「よせ、早まるでない、女帝が動けるのだぞ！」

　ジュリオの言葉に、メルクリウスはその手を振り払うのを思い留とどまる。

　倒れた男たちの真ん中に立つ、黒と紫の衣で着飾り白しろ金がねの冠を戴いただいた少女。背せ丈たけも年の頃ころもメルクリウスとほとんど変わらないが、眼光も、全身から放たれる威圧感も、尋常ではない。なによりもその額ひたいには刻印が燃えている。

「──ジュリオ！　ジュリオっ」

　女帝の背後で、紅色の髪が持ち上がった。シルヴィアがこちらに気づき、立ち上がったのだ。血ち塗まみれで、しかも全裸だ。

「ああ、ジュリオ、メルも……」

　シルヴィアの泣き濡ぬれた声にメルクリウスは胸が詰まる。しかし、女帝の手がシルヴィアの腕をきつくつかんで槽の中に押し戻す。衰弱しているのか、シルヴィアは糸が切れたように膝ひざを折ってへたり込んでしまう。

「きさまッ」

　剣を抜こうとしたメルクリウスの肩に、ジュリオの指が食い込んで制止する。

　女帝は、足下に倒れた兵の一人の腰から剣をとり、こちらに切っ先を向けてきた。

「大した表敬ではないか。このような訪問が王国の礼儀か」

　その口元からは笑みが消えていない。完全にこちらを侮あなどりきっている。

「ふん」

　ジュリオも唇くちびるを歪ゆがめ、一歩前に出た。

　ざ、と一斉に足音が続く。モルフェウスの刻こく印いんの力によって肉体を奪取された、この広間の禁きん衛えい兵全員が、ジュリオとまったく同じ笑いを浮かべ、女帝に向かって一歩近づいたのだ。まるで、紅あか色いろの幕で囲まれた広間が一回り狭まったかのようだ。

「気に食わぬな。汚れた鏡を見ている気分ぞ」

　女帝をにらみ据すえ、ジュリオは言った。たしかに似ている、とメルクリウスは感じた。近くにいるだけで臓ぞう腑ふから不快感と恐怖とがにじみ出てくる。幼い肉体の女帝、そしてジュリオの肉体に巣くう王おう太たい伯はく。似ているのだ。

　だから──だろうか。

　それ以上の言葉は交わされなかった。女帝が床を蹴けり、紫の影が走った。

　ジュリオが引き抜いた細身の刀身に、摺すり上げられた剣が叩たたきつけられ、火花を散らす。ほんの一瞬で女帝が間合いを詰め、真下からの斬ざん撃げきを繰り出したのだ。

「は！　鈍いッ」

　ジュリオは剣圧を受け流しきれず、真後ろに吹き飛んだ。メルクリウスは、女帝の腕が伸びきった隙すきをついてその無防備な脇わき腹ばらに剣を突き入れたはずだった。しかし、女帝は信じがたい膂りよ力りよくで剣を引き戻してメルクリウスの突きを受ける。渦を描いて巻き込むような太た刀ちさばきがメルクリウスの手元を襲った。すんでのところで柄つかで弾はじき、蹴け手た繰ぐりを入れて跳び退のき、距離をとる。

（ジュリオ……）

　横目でうかがう。銀色の髪は、禁きん衛えい兵たちのつくる人垣の足下だ。うつぶせに倒れている。

「愚おろかよな」女帝が狡こう猾かつそうに笑った。「これほどの数にいちどきに植え付け、すべて満足に動かせると思うてか？　みな木で偶くになるばかりではないか」

　メルクリウスは歯は嚙がみした。女帝の言う通りだ。紅くれないの軍衣の巨漢たちはどれも、背中を丸めてだらりと両腕を垂たらし、虚うつろな眼で立ちつくしているばかりなのだ。肉体を奪いながら、王太伯の魂たましいの切片が定着するのを待たなかった結果がこれである。

「ぅ──ぁあッ」

　叫びを迸ほとばしらせ、メルクリウスは再び床を蹴った。体重をのせた一撃は刀身で受け止められ、女帝の額ひたいにほんの指二本分届かない。着地と同時に横様の二の太た刀ち、身を翻ひるがえし背後を襲う三の太刀、続けざまに抉えぐり込む四の太刀、ことごとく女帝の剣に阻はばまれる。メルクリウスのわずかな隙すきに反撃の突きがねじ込まれ、腕や頰ほおに無数の小さな傷をつくる。

（誤算だ、なぜ女帝自身がここまで強い？）

（いや、メルの方がまだ上だ、こんな女になど！）

　そのとき、打ち合わせた刃やいばがぎいん、と鳴り、絶望的な手て応ごたえがメルクリウスの骨にまで響く。手の中で剣が重みを失い、太刀筋が死にかけの蛾がのように泳ぐ。

　折れた剣の先が、女帝の背後の石いし床ゆかに落ちた。

　メルクリウスは眼を見開き、荒い息を繰り返し、四し肢しをこわばらせたまま固まっていた。幼い少女と少年、二人の身体からだは、肩を触れ合わせる形で交差していた。メルクリウスの脇わき腹ばらには女帝の剣の先が埋め込まれ、鮮血が刃を伝って滴したたり落ち始めていた。メルクリウス自身が握にぎった剣は──もし柄つかの先に刃が存在したならば、女帝の喉のどを貫つらぬいていただろう。しかし、根本から折れ、虚むなしく空くうを刺すばかりだ。

「……そなたらの国は、いまだにこのような屑くず鉄てつを剣に用いておるのか」

　メルクリウスの耳元で女帝が嘲ちよう笑しようした。

「──ぁ……あ……」

　痛みと熱が同時にやってくる。床が、天井が、回り始める。「──メルっ」聞こえる悲痛な声はシルヴィアのものだろうか。

　膝ひざが折れる。メルクリウスは、目の前の黒と紫の衣の裾すそにしがみついて、倒れそうになるのをこらえる。そのあごを、女帝の指が蠱こ惑わく的てきにたどる。

「ふ、ふ、そなた、愛ういな」

　女帝が笑う。

「その眼、その意志、折り甲が斐いがある」

（負ける？）

（メルが、負けるのか）

（ここで倒れたら、ジュリオが──陛へい下かが）

　脇腹の傷口から血と熱がだくだくと流れだし、かわりに冷たい無力感が染み入ってくる。メルクリウスの手から、刃を失った剣の柄が滑り落ちる。

（いやだ、こんなところで、なにもできずに）

　ぼやけ始めた視界のまわりで、紅あか色いろの影がいくつも揺らぎ、男たちの声が聞こえてくる。それは帝国の言葉で、意味はわからないが、なにが起きたのかはわかった。モルフェウスの刻こく印いんに捕らわれていた禁きん衛えいたちの意識が戻ったのだ。何人かが、床に伏したジュリオを取り囲み、束たばねた銀髪をつかんで引き起こそうとしている。

（やめろ、ジュリオに触るな）

　虚きよ無むがひたひたとメルクリウスのまわりに忍び寄ってくる。

（なにもできないのか）

（メルはこんなに弱いのか）

（メルの力など、ポイボスの刻こく印いんなど、他ほかのだれかがいなければ、なにも──）

　ただひとつ、残った熱をメルクリウスは感じている。右手の甲、光こう明みようの神のしるし。それをほとんど無意識に額ひたいにまで持ち上げる。熱と光が高まる。

　空あいた左手が、なにかをつかんだ。

　だれかの手だ。細く小さく冷たい、少女の手。息を吞のむ音が聞こえる。重なった刻印が共鳴する。それを押おし潰つぶすように響いてきたのは、この大地そのものの血脈が流れる轟ごう音おんだ。それから、数千数万の糸車が回る乾いた音の連なり。

　生命の流る転てんする調べ。

「……そなた、なにを──」

　女帝の上ずった声がメルクリウスの耳に突き立てられた。それはすぐさま、引きつった叫び声に変じた。




「──ぉぁああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアッ」





７　狂王の遺産







「──ザッパニア、コモンドール、そしてザカリア、各騎士団がハドリアヌス城じよう砦さいに入ったもようです」

　報告する騎士の口調には、隠しきれない苦々しさが含まれている。聖都サンチユリオの鎮ちん守じゆたる難攻不落の砦とりでが、叛はん乱らん軍に無抵抗で明け渡されたのだ。武人としては忸じく怩じたるものがあるのだろう。くだらない感情だ、とガレリウスは思った。

「フランチェスカ・ダ・ザカリアの入城も確認されました」

「わかった。しばしここで待て。私は所用がある」

「は？　……これからハドリアヌスにお発たちになるのでは」

「協議は一の刻ときからであろう。ハドリアヌスは目と鼻の先、じゅうぶん間に合う」

　ここ聖都からは、徒歩でも一刻ほどの距離である。まだ急ぐ時間ではない。

「は」騎士は頭を下げた。

　ガレリウスは房ぼうから出た。陽ひはだいぶ高く、白はく亜あの石柱が並ぶ回廊からは、朝霧がほとんど追い払われていた。扉の前に騎士を待たせ、ガレリウスは歩き出そうとして、ふと足を止めて振り向く。

「ここで待つのだぞ」

「は？　は、はあ。仰おおせの通りに」

「すぐ戻るのだから、アルビレオスに注進などしにいくでないぞ」

　騎士の顔がこわばる。

「……そ、のようなこと、いたしませぬ」

「きやつが停戦協議に強引に臨席しようとしていることは知っておる。私の動きを逐ちく一いち報告したところで、どうにもならぬぞ。女王大権は私が預かっているのだからな。これ以上余計なことをするようであれば」

　ガレリウスの言葉を遮さえぎり、騎士はいきなりひざまずいた。

「おそれながらッ」

　顔を伏せながらも、殺気走った声をあげる。

「大将軍はただ王国のためを考えて動いておられます、けっして王おう配はい候こう閣かつ下かへの逆意などではありませぬ、なにとぞ、なにとぞ」

「よせ、やかましい。禁中ぞ」

　騎士は這はいつくばった。ガレリウスは不快感を鼻息で払い落とした。アルビレオスの軍部における人望はやはり絶大なものがある。無む碍げにはできない。今回も、連合公国との停戦協議には参席しないようにと伝えただけで、処分などは考えていなかった。

　アルビレオスに反逆の意志などないことはガレリウスがいちばんよく知っていた。

（忠臣なのだ。だからこそ、最も目め障ざわりになる）

（デュロニウスのような野獣や、ヒエロニヒカのような狂信者ならば、まだしも扱いやすい。しかし、合理的な忠臣は厄介きわまりない）

　しかしその忠誠はただ女王にだけ向けられたものなのだ。ガレリウスの目指す泰たい平へいとは形がちがう。

　紫のトーガの裾すそを払い、踵きびすを返して、廊下を歩き出した。

　まったく足音を立てず、禿とく頭とうの神官がいつの間にか二人現れて、ガレリウスの半歩後に付き従っていた。神職を装よそおった間かん諜ちよう、『蛸たこ』だ。内外に敵の多いガレリウスにとって、信頼できるのは彼らのみである。

「今のところ大将軍は『鋼はがねの宮』にて通常訓練を行っているだけです」

　一人がそう報告する。

「しかし精鋭が集められており──本人は北方遠征隊と説明しておりますが──ハドリアヌスに出るつもりと思われます」

「来たら、公国軍に止めさせよう。あやつらとて、軍部の人間は協議に加わらぬ方が都合がよかろう」

「御ぎよ意い」もう一人が頭を下げる。

　三人は、広い庭を通る敷石の道を渡った。冬枯れの木が多く、庭師が怠なまけているのか、あちこちに枯れ葉と枯れ枝が散っている。

　聖都サンチユリオぜんたいが荒れ果てつつあるのだ、とガレリウスは感じていた。

（こうも戦いくさ続きではな）

　しかし最も危険なのは、急激に戦の規模が変わることなのだ。終戦は開戦と同じかそれ以上の混乱を世にもたらす。人殺ししかしてこなかった万単位の失業者を平和の中に解き放つことになるからだ。平時に多くの常備兵を養っておけるほど国庫は潤じゆん沢たくではないし、まっとうな職を見つけられる者もごく一部。多くは盗とう賊ぞくとなる。

（かといってアンゴーラは長く緩かん慢まんな戦を続けられる敵ではない）

　戴いただく神がちがう相手なのだ。容赦のない殲せん滅めつ戦となる可能性が大きい。

　そしてなによりも、地に這はいつくばる人間たちの生命など関係ない、滅ほろびが近づいているのだ。

（それらすべてを勘案できる者は、他ほかにおりはしない）

（まずは、この私にすべての力を）

　白い石組みのアーチをいくつかくぐると、陽ひ当あたりのよい静かな庭に出る。左手の奥、城壁の上には、苔こけむした古い城閣がひっそりと立っている。

　翡ひ翠すい宮、という名は、夕刻にタルミア湖に沈む陽を背にして、苔で覆おおわれたその壁面が滑らかに輝くことに由来する。王城北西、ほとんど訪おとずれる者のない、最も静かなその一角は、王おう太たい伯はく──託たく宣せん女じよ王おうの父親の隠いん栖せい所じよだった。

　ゆったりと湾曲した坂をのぼり、空中庭園になった巨大なバルコニーを右手に見ながら三階の回廊に入る。と、あわただしい足音がいくつも聞こえてきた。

「薬やく湯とうを！」「一人では無理だ、二人でお押さえせよ！」

　少年たちの声もする。ガレリウスは眉まゆをひそめ、回廊の角で足を止めた。飛び出してきた小こ姓しようとぶつかりそうになる。

「あっ、閣かつ下か」

　小姓はすくみあがる。

「なにごとだ」

「陛へい下かが、おかげんが悪く、さきほどからお怒りで」

「私が逢あう、人を払え」

「でも」

「払えと言っているのだ」

　小姓は青ざめて何度も頭を下げると、廊下を駆け戻っていった。







　神官二人を外で待たせ、ガレリウスはひとりで王おう太たい伯はくの寝所に入った。

　広く、薄暗い部屋だ。明かり取りの窓はわずか一箇所にしか切られていない。机には古書が山と積まれ、昼間から蠟ろう燭そくが灯ともっている。燃やした薬草のきついにおいもたっぷりと漂っている。

　部屋の真正面の奥に天てん蓋がい付きの寝台があり、いつもはぴったり閉じられている紫の幕が、そのときは開かれていた。

「……なにをしにきた」

　寝台の端に腰掛けて足を垂たらした裸の少年が、憎々しげな声を吐いた。

　目をそむけずにはいられない異い形ぎようである。左半身のほとんどには皮膚がなく、てらてらと光る肉と筋が露出している。腕や脚の一部は肉さえも欠け、骨がのぞいている。ガレリウスは見慣れていたが、やはり嫌悪感は隠せない。

　王太伯ティベリウス・ネロス。託たく宣せん女じよ王おうシルヴィア、その姉ミネルヴァの父親。ガレリウスの兄でもある。回春の術を独自に行おうとして、殺した自分の妻──先代の託宣女王ユリア──の血を用い、不完全な若返りでおぞましい姿となり果てた男。

「小姓どもが怯おびえておりましたぞ。荒れておると」

「ジュリオに、なにかあった。気配が探れぬ」

「ほう？」

　ガレリウスは眉をひそめる。

　ティベリウスの持つ、幻げん惑わくの神モルフェウスの刻こく印いんの力は、未いまだに不明な点が多い。単純にティベリウスの意識が他者に乗り移るわけではないのだという。寄生虫が卵を産み付けて体内で急速に育ち、宿しゆく主しゆの肉体を乗っ取る、という現象に近い。

　つまり、ジュリオの身体からだは現在、刻印の力で乗っ取られているが、乗っ取っているティベリウスとこの寝所にいるティベリウスは別人なのである。

「なかなかに不便な力よな」

　ガレリウスは皮肉を言った。

「わずかならば感じ取れる。しかし、こうも離れてしまってはな。アンゴーラの熊くまどもが、わしの愛ういジュリオに、シルヴィアに、メルクリウスに、今いま頃ごろなにをしておるのか。腹立たしい」

「しかし、兄上の魂たましいから切り離されて独立するからこそ、その力は世を統すべる覇は王おうの力と成なり得るのだろう」

　ガレリウスは一歩、寝台に近づいた。

「そうじゃ」

　ティベリウスは、半分欠けた唇くちびるに凄せい惨さんな笑みを浮かべた。

「種を蒔まいた先の地で、再び芽吹き、花咲き、結実し、種が散る。我が神モルフェウスのみの力よ」

　そこが最も恐るべき点なのだ、とガレリウスはあらためて思う。

　奪った肉体にもまた刻こく印いんが生まれ、モルフェウスの力を行使できるようになる。この世のすべての人間がティベリウス・ネロスに変わってしまうことさえ考えられるのだ。

「あとは、この、この、肉体のみ。この肉を！　わしの肉を、肉を」

「では兄上。私からもお頼みしたいことがある」

　ティベリウスは眉まゆをひそめたはずだが、剝むき出だしになった顔の筋が不気味に蠢うごめいただけだった。

「そなたが今さらわしになにをさせる」

　ガレリウスは、さらに寝台に一歩寄り、膝ひざをついて自分の額ひたいを指さした。

「私の肉体にも、モルフェウスの種を賜たまわりたい」

　しばらく、異い形ぎようの少年の目がガレリウスの顔をねめ回した。

「……なにを企たくらんでおる？　そなたが、わしに肉体を差し出すと？」

「兄上は昔から私を操ろうと何度も試みておられたであろう」

「ふん。たしかにな。そなたの刻印、心を見透かす力は、我がモルフェウスに唯ゆい一いつ足りぬ点よ。そなたの精神の城壁が厚すぎるがゆえに、奪えたためしはなかったが」

「今なら、抗あらがいませぬ」

　ガレリウスは両手を広げてみせる。ティベリウスの視線が顔を這はい回る。

「なにゆえだ」

「これより、ハドリアヌス城じよう砦さいにまいる。フランチェスカ・ダ・ザカリアとの会談があるのです」

「ほう」

　ティベリウスは後ろに手をついて、尊大そうに身を逸そらした。

「どのように殺す？　乗っ取って、自分の喉のどを搔かっ切らせでもするか」

　さすがに血を分けた兄だ、とガレリウスは内心笑った。

「そのために、兄上のお力が必要」

「わしをひとたび受け入れれば、そなたは二度とガレリウス・ネロスには戻れぬぞ」

「王国のためなれば」

　少年の、剝むき出だしの歯のまわりで、肉が引きつった。笑ったのだ。やがて、その左手が持ち上がる。かろうじて皮膚が再生しきっており、青白い炎が灯ともっているのが見えた。額ひたいに燃える火と、手のしるしとが重ねられる。

「目を閉じよ、ガレリウス」

　声の通りに、ガレリウスはまぶたを下ろした。

　なまあたたかいぬめり気が背骨の髄ずいに直接流し込まれるような感触だった。不快感に臓ぞう腑ふがよじれそうだ。やがて、全身の血管を粘ねばり気のある油が駆けめぐる。ガレリウスは自分の腕に爪つめをたててこらえた。

「……く……」

　声が漏もれる。涎よだれがしたたり、床を汚す。ついには、くずおれて手をついてしまう。

　眼を開く。広げた両手の甲に、ぼんやりと青い光が生まれる。これまで何度となくガレリウスが燃え立たせてきた、イケロスの刻こく印いんではない。モルフェウスのしるしだ。

　熱が頭ず蓋がいに抜ける。四し肢しは急激に冷え、骨と筋がねじ切れそうなほど痛む。

「……っふ」

　ガレリウスは強く息を吐き、膝ひざを握にぎりしめて力を込め、上体を起こし、立ち上がった。もう一度、両手を確かめる。幻げん惑わくの神のしるしは、たしかな律動で明滅している。意識を集中させるとその光は青から白へと高まり、散じると衰える。

（定着した、か）

　目を上げた。

　無惨な姿の少年は、口を半開きにしてあごや喉のどを震わせていた。もしまぶたがあればその両眼は引き裂さかれそうなほどに見開かれていただろう。眼がん窩かで両眼がぎょろつく。

「……なぜ、だ」

　ティベリウスはうめいた。

「なぜだッ」

　紫の幕の端をつかみ、王おう太たい伯はくは寝台からずり落ちそうになるのをこらえる。

「なぜ！　なぜ己おのれを保っていられる、ガレリウス！　そなた、たしかにわしの魂たましいの種を植え付けたはず、なぜ！　なぜ我が分身となり果てぬ！　な、なにをしたッ」

　ガレリウスはため息をついて、自分の額を指さした。

「兄上。私の刻印の力をお忘れか」

「……イケロスがどうした、記憶を読む力が──」

「私はすでに、兄上の記憶と思考のすべてを読み取って我がものとしているのだ。お気づきではないだろうが、兄上がジュリオの精神を貪むさぼり肉体を侵おかすのに夢中になっているときに、私は兄上の意識を洗いざらいすくい取っておった」

　ティベリウスの顔の筋が恐きよう慌こうと驚きよう愕がくで張りつめる。

「あ、あのとき……だと？」

　それは、ジュリオの出征前にガレリウスが仕掛けた陥かん穽せいだ。そのために、アルビレオスをジュリオにけしかけて時間を稼ぎ、この翡ひ翠すい宮の寝所に先回りしたのだ。

「それがどうしたというのだッ、わしの記憶がどうしたとッ」

「おわかりにならぬか？　私の中にはすでに兄上の記憶と思考があった。私の意識はとうに兄上と同居していたのだ。今さら兄上の魂たましいが植え付けられたところで手綱は渡さぬ」

「な……」

　ティベリウスは絶句する。

「モルフェウスの力だけ、賜たまわった。もう兄上に用はないッ」

　ガレリウスは右手を持ち上げ、額ひたいに押しつけた。青い火が燃え立ち、形を変える。夢む想そうの神イケロスの真の名が頭ず蓋がいに響く。





　　






「──ぉぁああああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアッ」

　女帝アナスタシアの、人のものとは思えない咆ほう吼こうが、石壁を、燭しよく台だいの吊つられた天井を、居並ぶ兵たちを、さらにはデクレヒト城じよう砦さい全体をも震わせる。

　ニコロは、自分を抑えつけていた禁きん衛えい兵の手がゆるむのを感じ、振り払って立ち上がった。アナスタシアは広間の中央で身を二つ折りにして悶もだえている。その裾すそにしがみついていた金髪の幼い騎士──メルクリウスが、気を失ったのか、床に滑り落ちた。

「……ぉ、おお、ぅ、オオッ」

　女帝はまだえずくように悶え声を続けている。

「陛へい下か、どうなさったんです、陛下！」

　ニコロはアナスタシアに駆け寄り、その黒と紫の衣の肩をつかんだ。すぐに払いのけられるが、女帝の手の甲でイノ・モルタの刻こく印いんが不気味に白熱しているのに気づく。

「ぅ……血、血を……戻さねば、戻さねば」

　アナスタシアは小さな身を引きずって、広間の奥に置かれた石造りの巨大な浴槽へと向かう。浴槽の中で血ち塗まみれのままうずくまっていたシルヴィアが身を起こす。ニコロはシルヴィアの顔に一瞬浮かんだ表情を見てあきれる。アナスタシアを案じる目をしたのだ、この状況で──いや、そんなのはどうでもいい、いったいなにが起きた？

　アナスタシアを追いかけようとしたニコロの膝ひざが、不意に力を失って崩くずれ落ちる。四し肢しに力が入らない。

　それだけではない。壁際に散っていた十数人の禁衛たちの長身の紅こう衣い姿も、次々と折れて床に倒れていく。咳せき込こみ、涎よだれをたらして石いし床ゆかを汚している。

（なんだこれは……）

　身体からだを支えようと床に突っ張った自分の手を見て、ニコロはぞっとする。指も、手の甲も、手首も皺しわだらけになり、急速に萎しなびようとしている。

「なっ」

　這はい進もうとして、床に倒れていたなにかにぶつかった。金色の髪が、萎なえきった指に触れる。メルクリウスの頭だ。ニコロは、その額ひたいにまだ光る刻こく印いんを見つける。

（これは……光こう明みようの神ポイボス）

　記憶を探る。ポイボス……ポイボス！　三さん大たい公こう家けの隆盛のはじまりとなった神の名だ。

（神々と地上とをつなぎ、力を『開く』ための力──）

（イノ・モルタの力が『開かれ』たのか！）

　顔を持ち上げ、アナスタシアの銀髪の背中を見み据すえる。その小さな後ろ姿は、ぐらり、とよろけて浴槽の中に倒れ込んだ。シルヴィアが、敵であることも忘れてそれを抱きとめ、支える。

（生命の流る転てんの女神が、暴走しかけている）

　見渡すと、倒れた禁きん衛えい兵たちも、みな四し肢しの先から皮膚が縮んで皺ばかりとなり、髪が醜く抜け落ち、のたうち回りながら老いさらばえていく。イノ・モルタの力があふれ出してあたりの者たちを急激に老化させているのだ。

「──くぁッ」

　ニコロは朽くちそうに衰えた腕と脚に渾こん身しんの力を込め、身を床から引きはがすと、浴槽に向かって転がるように走った。







　シルヴィアは、転がり込んできた幼い少女の身体を受け止めた。くろがねの冠が銀髪から滑り落ち、血の海に沈む。

「ど、どう、どうしたのです！」

　長い銀髪がシルヴィアの腕にからみ、血に濡ぬれてはりつく。儚はかないほど細く小さな身体だ。それがアンゴーラ帝であること、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であることも、まだ信じられない。

　抱き支えると、アナスタシアは顔を上げた。その額に、しるしが煌こう々こうと燃えている。

「う、う、ううう……巻き戻せ……血、血を……」

（なにかの力が──垂たれ流されている）

「血をッ」

　真っ赤な眼が見開かれ、シルヴィアの喉のどにアナスタシアの指が食い込んだ。

「──ぁっ」

　その手首をつかんで引きはがそうとするが、幼い外見からはまったく想像もつかない膂りよ力りよくで、シルヴィアの腕力では毛ほども動かない。喉が熱く、苦しくなってくる。

「離れろッ」

　声がして、アナスタシアの胴にだれかの腕が巻きつき、シルヴィアから引きはがした。見上げると、片眼鏡をかけ髪を後ろで束たばねた無ぶ精しよう髭ひげの男だ。

（この方は──たしか姉様の、でも、なぜここに？）

「離れろ、嚙かみつかれるぞッ」

　男の腕の中でアナスタシアがもがき、二人は浴槽の底にたまった血の海に倒れた。しぶきが散る。

「陛へい下か、おやめください陛下！　刻こく印いんを開いてはッ」

「──ぅううううううあああああアアアアアッ」

　アナスタシアが血ち溜だまりの中で身をよじりながら、自分の額ひたいに手をやろうとしている。刻印が眼に焼きつくほど輝いている。男は、女帝を後ろから抱きすくめ、手が額に触れる寸前で留とどめている。

（暴走だ。神の力を身体からだに受けきれずに──）

　そのとき、背後で無数のうなり声と、肉の裂さける音、骨と骨が引きちぎられる音が響いた。シルヴィアはぞっとして振り向く。その喉のどが恐怖に引きつった。

「……ゥルグァアアアアアアッ」

「ヴヴヴヴヴァアッ」

「アアアアアアアアアッ」

　野獣の咆ほう吼こうが吹き荒れる。先ほどまで、自失して涎よだれを垂たらし、壁際に倒れていたはずの、紅こう衣いの兵たちだ。みな体たい軀くがふくれあがり、肩や腕の肉が盛り上がり、皺しわだらけに老化した皮膚が破れ、赤黒く濡ぬれた新たな体表がのぞいている。両眼は充血し混こん濁だくし光を失っているが、それでもシルヴィアに視線が注がれていることがわかる。

（なに？　あれは、なに？）

　獣けものと化した兵たち全員の額と両手に、青い火がぎらつく。

「シルヴィア逃げろ、あいつらも暴走してるッ」

　背後で男が叫んだ。しかしシルヴィアには立ち上がる猶ゆう予よすら与えられなかった。獣たちが紅くれないの軍衣と古い人間の皮膚とを搔かきむしって破り捨てると、一斉に床を蹴けった。浴槽のふちは踏み砕くだかれる。シルヴィアの背後にいた男も、跳んできた獣の一匹に踏ふみ潰つぶされ、とっさにアナスタシアを腕の中にかばってくぐもったうめき声をあげる。

「ヴアアアアアアアッ」

「血、血、血ィイイイイイアアアアアアアッ」

　涎がシルヴィアの裸の胸や腹にしたたり、腕を、喉を、節くれ立った手でつかまれる。触れただけで肌が剝はがれそうな強さだ。太い針のように変形した爪つめが食い込み、シルヴィアは激痛に身をよじる。視界はおぞましい赤と黒の斑まだらに覆おおわれている──シルヴィアを取り囲む、もはや人としての形を留めていない者たちのあばたの体表だ。

「やああああああああっ」

　シルヴィアはもがいたが、太ふと腿ももにも獣たちの指が突き立てられ、動けない。

「ジュリオ、ジュリオっ」

　叫ぶシルヴィアの目に、絶望が映る。膨ふくれあがった赤黒い腕と腕の間、広間の入り口のそばに倒れていたはずの白しろ薔ば薇らの騎士がゆらりと立ち上がるのが見えたのだ。

　その額ひたいに、刻こく印いんが燃えている。

「……おのれ、ガレリウス……おのれ、赦ゆるさぬ……血……血じゃ……血、を……」

　たしかにジュリオの声だったが、なにを言っているのかシルヴィアにはわからなかった。わかりたいとも思わなかった。

（ジュリオじゃない）

　白薔薇の騎士は、床に伏したメルクリウスの背中を踏みつけ、足を引きずりながらこちらに近づいてくる。シルヴィアには知るよしもない。獣けものに変じた禁きん衛えい兵たちも、ジュリオも、モルフェウスの刻印に支配されていること──そして刻印の主ティベリウスが、今まさに、はるかな距離を隔へだてた聖都サンチユリオにおいて、奸かん計けいに陥おとしいれられ、すべてを失おうとしていることも。





　　






「……おのれ、ガレリウス……おのれ、赦さぬ……」

　王おう太たい伯はくティベリウスは、壁に血を塗りつけながら、這はいずって暗い階段を下りていく。その裸身には、紫のトーガを巻きつけただけだ。露出した肉が床や壁に触れるたびに激痛が走るが、憎しみと憤ふん激げきがそれをかき消す。

「血……血じゃ……血、を……」

　螺ら旋せん階段は永遠に続くのではないかという長さだった。

　謁えつ見けんの間までは、小こ姓しように輿こしで運ばせたが、その先の地下は存在さえ知る者のほとんどいない禁域である。女王を屠ほふり葬る場所である銀ぎん陰いん宮、そして地底の湖につながる絶望的に深い縦穴。

　ティベリウスの肉体は、不完全な回春のせいで、動かすだけで危険な状態だったが、弟ガレリウスの裏切りに対する怒りはほぼ理性を失わせていた。

（血を……ユリアの、残る血を、みな使う）

（頭だけでいい、記憶も戻るはず）

　ほんの先刻、ガレリウスに受けた屈くつ辱じよくは、まだティベリウスの胸を煮え立たせていた。夢む想そうの神イケロスの刻印の光も、この目に焼きついて消えない。こちらの力を受け取ったガレリウスは、夢想の神の秘された力を剝むき出だしにした──記憶を奪い去ったのだ。

　ティベリウスは、今、自分の額に記された神の真実の名を思い出せない。刻印の力を引き出せなくなったのだ。それは欠落だらけの肉体のティベリウスにとって、両手両脚をもがれるよりもなお大きな痛手だった。

「おのれガレリウス！　絶対に、絶対に赦さぬ」

　血混じりのつぶやきが、唇くちびるのない口からぽたぽたと落ちる。

（力をひとときでも取り戻せば、騎士の肉体を乗っ取り、手勢を増やし、殺してやる）

（最初から殺しておけばよかった。あやつめ、あやつめ！）

　ティベリウスは爪つめが割れるのもかまわずに石の壁を搔かきむしった。

　やがて下の方に、ひんやりした光が現れる。かすかな錆さびのにおいが冷気に混じり始める。最後の数段を、ティベリウスは転げ落ちた。

　月光のごとき銀色の光がティベリウスの目にさした。階段口から這はいずって、その円形の大広間に出る。壁際に等間隔で並んだ細い優美な柱が、高い天井を支えている。その天井から無数の刃やいばとなって降り注ぐのは、大量の鏡を用いてこの地下深くまで運び込まれ、漂白されきった陽光だ。

「ふ、ふ、ふ……」

　ティベリウスは床に血の痕あとをしるしながら立ち上がった。ようやくたどり着いたこの禁域は、だれよりもティベリウスにとってなじみ深い場所だ。定期的な回春の試みは、ここで受けてきたからだ。

　柱と柱のそれぞれ中間点に、小さな通路が口を開けている。広間を渡ってちょうど階段口と反対側にあるそれが、ティベリウスの妻──先代女王ユリアの墓所である。

（骸むくろは氷ひ室むろで保存してある）

（血はまだいくらか残っているはず。見ておれガレリウス……）

　王おう太たい伯はくの這い進むあとに、血が波打った線を描く。巨大ななめくじのようだ。

　銀ぎん陰いん宮の中央を貫つらぬく巨大な柱に近づいたとき、ティベリウスはふと手や脚を動かすのをやめ、顔を上げた。

　柱の足下に、柩ひつぎのような形の石の台がある。

　歴代の聖せい王おう紳しんが妻である託たく宣せん女じよ王おうを殺し、王太伯へと退しりぞく、その儀式が行われてきた血塗られた台である。そこに、だれかが横たわっている。

（だれだ）

（なぜ、このような場所に）

　這い寄っていくにつれ、それが男だと──まだ面おも差ざしに幼さを残す、少年だとわかる。灰色と青と黒の布を組み合わせた、東方の剣士の装よそおいだ。寝台の足下には、肩当てや胸当て、鞘さやにおさめられた太た刀ちまで転がっている。

（何者だ。大たい公こう家けの者なのか？）

　顔立ちが見えるほどにまで近づいたティベリウスの背筋が、ぞわりと震えた。顔に、見み憶おぼえがあるような気がする。しかも、眠っているわけではない。まぶたが開き、のぞきこめば地底の湖にまで落ちていきそうなほど虚うつろな眼が、天井に向けられている。

（わしに、気づいていないのか？）

　寝台の手前でティベリウスは歯を食いしばって立ち上がった。少年の視界に入ったはずだが、やはり身じろぎもしない。

　意識があるのはわかる。目の奥の光がわずかに動いたのだ。

「だれだ、そなたは」

　訊たずねると、少年の瞳ひとみがゆっくり泳ぎ、ようやくティベリウスを捉とらえた。

「何者なのだ。なぜここにいる」

「……わからない」

　少年の声は、冷たい水底で数百年かけて蠟ろう化かした屍しかばねのように固くこわばっていた。

「……ぼくは、だれだ？」

　ティベリウスは吹きつけてきた正体のわからない恐怖によろけ、真後ろに倒れそうになった。身を屈かがめ、こらえ、また少年に一歩近づく。身を起こすそぶりさえ見せない。少年の身体からだからも、表情からも、目からも、一切の生気が感じられなかった。

「わからない。なぜここにいるのかも……」

　少年がわずかに首を左右に動かした。前髪が払われ、額ひたいがあらわになる。ティベリウスは叫び声をあげそうになった。少年が何者であるか、悟ったのだ。

（この者が──）

（然しかり、然り、たしかに似ておる）

（コルネリウスに、そしてメルクリウスに、似ておる！　なによりも）

（なによりもその額のしるし。オルクスの烙らく印いん）

　悦よろこびがぞわぞわとティベリウスの全身を覆おおい尽くす。

　なぜこの場所にいるのかは、もはや知りたいとも思わなかった。どのような事情があったにしろ、それは人の理だ。ティベリウスが感じていたのはもっと巨大なものの輪転、嚙かみ合わせ、そして巡めぐり逢あいだ。

（命運は、この結び目を用意しておった）

（わしは、わしは、わしは！　今日この日、この場所で、この者と逢うさだめ）

（そしてこの者を、この手で──）

　足下に転がっていた太た刀ちを、ティベリウスは拾い上げる。

「……だれだろう。ぼくは……ぼくの、名前……」

　少年がつぶやき、その視線が偽いつわりの月光の間を泳ぎ、再びティベリウスの顔にたどりつく。ほとんど皮膚のない異い形ぎように。

　ティベリウスは笑った。

「ティベリウス・ネロスという。憶おぼえておけ」

「ティベリウス……」

「そうじゃ」

　太刀を引き抜き、鞘さやを投げ捨てる。氷の刃やいばが月光を浴びて不吉にきらめく。

（よく憶えておけ。それが、そなたの最後の記憶となろう）

（そなたを殺す者の名よ）

（この手でそなたを殺し、手に入れる──）

「──わしが！　すべて手に入れる、そなたの刻こく印いんすべてを！」

　狂気に張りつめた声が銀ぎん陰いん宮の静せい寂じやくを揺らした。

「そなたが奪ってきた力のすべてをだ、そしてわしが冥めい王おうとなろうッ！」




　刃やいばが少年の喉のどを貫つらぬき、鮮血がほとばしった。





８　ハドリアヌス会談







　激しい吐き気と目まいを感じて、ミネルヴァは机に手をつき、身を二つ折りにした。視界がぼやけている。何度かえづき、口元をぬぐって身を起こした。

「ミィナさん……」

　すぐ後ろで化粧をしていたパオラが、振り向いて駆け寄ってくる。

「大丈夫。急いで準備しろ」

「う、うう……でも」

「病気でも怪け我がでもないんだから、パオラが心配したってしょうがないだろ。ほら、もうすぐ協議が始まるんだから」

「はい……」

　パオラは鏡に向かった。華美なドレスで腰を細くしめつけて動きづらくなっている上に、慣れない化粧に手間取っているのだ。それはミネルヴァも同じだった。自分の身体からだを見下ろす。膨ふくらんだ肩に、襞ひだのついた袖そで、足下がまったく見えないほど長いスカートの裾すそ。こんな服装をするのは何年ぶりだろう？　そう、十年ぶりだ。カーラに連れられて王城から逃げ出す前は、毎日こんなかっこうだったのだ。

　髪に冠を載せたとき、足下の方からかすかな、しかし大勢のざわめきが聞こえてきた。おそらく、聖都サンチユリオからの一行がここハドリアヌス城じよう砦さいに到着したのだろう。公国軍が迎えに出たのだ。

　窓の外を見やる。この部屋はかつて鎮ちん守じゆ将軍の執しつ務む室だった場所で、城砦の最上階にあるため、真昼の太陽が遮さえぎられることなく窓から射さし込んでいる。

　背後で扉の開く音がした。振り向くと、黄金色の髪が陽ひ射ざしの中に入ってきてきらめく。フランチェスカだ。

「あら。まだ準備中だった？」

　そう言いつつも、後ろ手に扉を閉めてミネルヴァのそばまで寄ってくる。全身を眺め渡し、フランチェスカは息をついた。

「ほんとうに、そのかっこうでいいの？」

「なんだ。似合っていないって言いたいのか？」

「まさか。あたくしでもひざまずいて手の甲に百回接せつ吻ぷんしたいくらい似合っているわ」

「今日のわたしは、女王として臨席するんだから。それに」

　壁に立てかけた、愛用の大剣をちらと見やって、ミネルヴァは言葉を続ける。

「この作戦に剣は使わないじゃないか」

　フランチェスカは表情を曇らせ、ミネルヴァの顔をのぞき込んでくる。

「……だいぶ、顔色が悪いわ。もし保もたないようなら、今からでも中止して」

　ミネルヴァはフランチェスカの胸を拳こぶしで軽く突いた。

「ばか。気にするな。おまえが立てた作戦じゃないか」

　あのとき、フランチェスカは言った。これまで立案した中で最悪の作戦だと。その言葉に噓うそ偽いつわりはなかった。たしかに、考えられる中で最悪だ。けれど自分もパオラも賛同したのだ。今さら、後には退ひけない。

　ミネルヴァは痛む胸に手をやった。

「これが、いちばん近い道なんだろ」

　もう一度、窓に目を向ける。フランチェスカもその視線を追った。

　わずかに陽の傾いた先──ハドリアヌスの真西には、聖都があるのだ。

「しっかり、待ち合わせを決めたわけじゃないんだ。だから、すぐにわかるように銀ぎん鶏けい旗きを立てて、都に入りたいんだ」

　言葉にすると、さらなる胸の痛みとして返ってくる。

　ミネルヴァにもわかっている。クリスは自ら獣けもののあぎとの中に飛び込んでいったのだ。今この瞬間生きている保証もない。

（でも、約束したんだ）

（聖都で、逢あうって）

　それを胸の内で確かめるだけで、痛みくらい忘れられる。

「……まだ、視みえないのね？」

　フランチェスカの声はしんと冷えきっている。ミネルヴァはうなずいた。

「直前にならないと、わからない」

　その答えに、フランチェスカは物もの憂うげに息をついた。ミネルヴァはその背中を押す。

「それよりパオラの化粧を手伝ってやったらどうだ」

「……そうね」

「フランさま、お願いします……」

　鏡とにらめっこを続けていたパオラが弱々しい声を吐いた。

　やがて、軍楽隊の喇らつ叭ぱが聞こえる。ミネルヴァは窓から身を乗り出した。城じよう砦さいの広い裏門前、左右にずらりと並ぶ銀色の旗の列の間に、紫の旗を掲かかげた一団が迎え入れられる。馬車の側面の旗は、二頭の獅し子し。

　ネロス家の紋章だ。





　　






　ハドリアヌス城砦一階の大広間には、冬のはじまりを忘れさせる人いきれが満ちていた。壁際にも、吹き抜けの二階のバルコニーにも、完全武装の甲かつ冑ちゆう姿がずらりと並び、銀の雌めん鶏どりの旗が等間隔で斜めに掲げられている。二千人はいるだろう。

　それに対して、王おう配はい候こうガレリウスが伴ともなう聖せい王おう国こく軍ぐんの護衛は百人隊一個のみ。

　しかも、広間中央の大きな毛もう氈せんに設しつらえられた卓には、ガレリウスひとりが着席し、向かい側に座るはずの相手を待つかっこうである。

　背後の聖軍兵たちは、あからさまに不満そうに囁ささやきあっている。

　本来ならば、王国側の代表が王配候に対して公国側の代表がザカリア公女であれば、礼儀の面から明らかに公国側が先に着席して待つ立場である。

（まあよい。ミネルヴァさまも間違いなく参席される、ということだ）

（あの方は、テュケーの加護によってあらゆる神の異能を寄せつけず、剣技も一流。指揮官の護衛としてはまさにうってつけ）

（それに、もはや公国側も女王として担ぎ出すことを決めているはず）

　名高き剣士である《戦場に塩を撒まく死神》の正体は、すでに両軍の間で噂うわさになっていた。これほど戦功をあげた騎士団にいて、紅あか色いろの髪で殺さつ戮りくを振りまき、傷ひとつ負わないのだ。勘かんぐられない方がおかしい。

（今日、この場で認めるということだ）

（それもまた、こちらに好都合）

　なぜなら、フランチェスカ・ダ・ザカリアがここで死んでも、話し合うべき相手が残るということだ。

　異様な会談の席である。両者が合意に達した後の調印式ならまだしも、協議自体をこのような大人数の前で行うなど、前代未聞だった。意図はわかる。正体不明の刻こく印いんを持つ相手と密室で対たい峙じしたくないのだ。開けた衆人環視であれば、いくつもの不安要素を最初から取り除くことができる。

（しかし、それも今の私にとってはありがたい）

　なぜならば、誉ほまれ高き軍神ベローナの聖せい女じよは、ここで自じ刃じんして果てるさだめだからだ。

（目撃する証人は、多ければ多いほどよいのだ）

（まずはフランチェスカ・ダ・ザカリアの肉体を奪う）

（そして即座に殺す）

　これまで、聖せい王おう国こく軍ぐんの敗因はすべて、目標を見誤ったことによる自滅である──とガレリウスは分析していた。つまり、欲にかられてミネルヴァやクリストフォロに手を出したのが間違っていたのだ。コルネリウス、デュロニウス、そしてルキウスも同じ轍てつを踏んだ。みな、なんと愚おろかだったことか。

（要は、他ほかのだれでもない、フランチェスカ・ダ・ザカリアなのだ）

（異い形ぎようの力を有しない、しかし最大の敵）

　自らの死を予見するミネルヴァには、一筋の害意も向けてはいけない。ただザカリアの女め狐ぎつねだけを、速やかに、殺す。しかもガレリウスは指一本動かさない。自刃させるのだ。だれにそれが止められる？

　ガレリウスは目を閉じ、頭の中で幻げん惑わくの神の真の名を繰り返す。額ひたいと両手にかすかな熱が浮かぶのを感じる。眉み間けんに指をあて、その感触を塗り広げる。ミネルヴァやフランチェスカには、手と額のしるしを重ねて刻こく印いんを開くところを見せたくなかった。今、前もって力を引き出しておくより他ない。

（イケロスの力が使えぬことになるが……）

（いたしかたない。使う用もないはず）

　ザカリアの女狐がどれほど狡こう猾かつな交渉術の持ち主であっても、一言の話し合いもないうちに絶命するのだから、心など読む必要はないのだ。

　ただ、身体からだを奪ってしまえばよい。

　大広間を囲む騎士たちのざわめきが高まり、種々の旗が大きく前に突き出され、床と水平に倒された。静まり返った中、ガレリウスの真正面の大きなアーチから、二人分の足音が聞こえてくる。

　燃え立つ紅くれないの髪、そしてきらめく黄金の髪、二人の少女は、どちらがどちらを付き従えるでもなく、並んで大広間の陽ひだまりの中に出てきた。

　ガレリウスはまず、右手のミネルヴァを見やる。どこで用意したのか、シルヴィアが王城で着用していたものと同じ純白の、女王の正装である。銀の冠が紅の髪に映えている。しかし、どこか様子がおかしい。

（顔色がすぐれぬ）

（ほとんど土気色だ。おかげんが悪いのか）

（よもやミネルヴァさまほどの方が、緊張のためでもあるまい）

（あるいはお怪け我がを押しておられるのか）

　広間を囲む騎士たちが、再びざわめく。「陛へい下か……」というつぶやきもいくつも聞こえる。王国の者ですら、実際に目にした今、ミネルヴァを聖王家の血筋だと認めないわけにはいかないのだろう。

　ガレリウスは雑念を払った。

（ともかく、女王として臨席するということだ。こちらもそのつもりで接しなければ）

　ガレリウスは卓の脇わきに一歩出ると、ミネルヴァの前に膝ひざをつき、頭を垂たれ、その足下、爪つま先さきに触れるほどの位置に杖つえを寝かせて置いた。

「……御前に侍はべりますは臣ガレリウス・ネロス、ご尊顔を拝し奉り恐きよう悦えつ至し極ごく」

　後方に控えた聖軍騎士らが一斉に唾つばを飲み込むのが気配でわかった。ガレリウスのそれは託たく宣せん女じよ王おうへの正式な謁えつ見けんの挨あい拶さつである。

「よせ。おもてを上げろ、ガレリウス」

　かすれ気味の、少女の声が降ってくる。ガレリウスはしばし間を置いてから、顔を持ち上げた。

「お久しぶりにございます」

　いくぶん態度を崩くずし、ガレリウスはそう付け加えた。ミネルヴァは目をそらした。

「わたしの顔なんて、憶おぼえていないだろう」

「よく憶えております。ご生誕の折よりおそばに侍っておりましたゆえ」

　噓うそではなかった。たとえ髪を染め、冠を外し、白のドレスのかわりに鎧よろい具足をつけていたとしても、ミネルヴァだと一目でわかっただろう。美び貌ぼうの中に鋭さと険けわしさが剝むき出だしになってはいるが、妹シルヴィアや母ユリアの面影がはっきり見て取れる。

　ミネルヴァはそれ以上なにも言わず、隣のもう一人に視線を移した。

　黄金の髪を聖冠でまとめ、戦いくさ女神ベローナのそれを模した華麗な装飾鎧をまとった女。その胸当ての上には、首からさげられた瑠る璃り製の短剣が光っている。

（これがフランチェスカ・ダ・ザカリアか）

（聞いていた通りの風格よ）

　なによりもその眼光である。鳶とび色いろの瞳ひとみはまっすぐにガレリウスを捉とらえている。強い意志のあふれる眼だ。

（さて、心の城壁を突き崩し、魂たましいを植え付けられるかどうか）

（だれにも気づかれぬ、私の戦いを、始めるとしよう）

　ガレリウスの額ひたいで熱の塊かたまりが芋いも虫むしのように這はい回る。王おう配はい候こうの正装である頭ず巾きんをつけていなければ、モルフェウスの刻こく印いんの光に気づかれていただろう。

　卓の脇に踏み出てきたフランチェスカは、胸の瑠璃剣に右手をあて、厳おごそかに名乗った。

「プリンキノポリ司し教きよう代行、パルカイ代言者にして全地教会の首座、神々のしもべのしもべたる、フランチェスカ・ダ・ザカリア・サン・ディキマ・エ・ベローナ」

　ほう、とガレリウスは息をついた。

（王国の臣下ではなく、あくまで教会の代表としてふるまうわけか）

「この座と、我が友ガレリウス・ネロスに、妙たえなる永遠イノ・モルタの祝福を」

　ガレリウスは首を振ってみせた。

「そちらの神の祝福は固こ辞じさせていただこう。とはいえ、この会見には最大限の悦よろこびと、聖せい告こく大たい全ぜんに記されたすべての神々への感謝を表する」

「あたくしも同じく。王おう配はい候こう閣かつ下か」

　フランチェスカは微笑ほほえんだ。

　最初にミネルヴァが着席し、その右隣の席にフランチェスカが、向かいにガレリウスが同時に腰を下ろし、ようやく大広間の緊張がわずかながらやわらぐ。端が床に触れる寸前まで垂たらされていた両軍の旗が持ち上げられる。

　まずフランチェスカが、自分の目の前の空席に視線を向け、すぐにガレリウスに目を戻して言った。

「閣下からの最初の書状では、アルビレオス大将軍も臨席なさるとのことでしたわ。それがつい先日、欠席なさるという旨むねの報しらせをいただきました。理由をご説明くださいますわね？」

　言葉遣づかいは貴族の娘らしく丁寧だが、喋しやべっている内容は不ふ遜そんそのものである。対等の立場の停戦協議で、最初に詰きつ問もんから入る礼儀は聞いたことがない。

（なるほど、これがザカリアの女め狐ぎつねか）

　そう自分を納得させつつも、ガレリウスは奇妙な違和感を禁じ得なかった。なにか、おかしい。ミネルヴァの顔色がどんどん青黒く悪化している気がするのもそうだし、フランチェスカの口調にも目つきにも、なにかの意図が含まれているように思える。

「聞き及びかと思うが、アンゴーラの進攻の勢いは激流のごとく、北衛軍はランドルフォ城にまで退しりぞいてようやく食い止めているのが現状。反転攻勢に移るは急務ゆえ、アルビレオスには北征任務を与えたまで」

　通り一いつ遍ぺんの説明をしながら、ガレリウスは卓の向かいに座る二人の女の顔を探る。

（なにかの時間稼ぎか？）

（たとえば、そう、ミネルヴァさまは体調が悪く、戦えないのかもしれぬ）

（それでなにかを──だれかを、待っている？）

「よいのかしら。軍部の方を抜きにして協議を進めるのは。今や大将軍は、大公閣下とともに王国を支えるもう片方の翼なのでしょう」

　ガレリウスは鼻を鳴らした。

「あくまで王国を預かるのは、大権を代行するこの私。アルビレオスは実務の指揮官に過ぎぬ。意思決定に関わるべきではない」

　無用な会話を続けているのか、とガレリウスは感じた。

（だれを待っている？）

（クリストフォロか？）

　嘲ちよう笑しようがこみ上げてくる。あり得る話だ。今日この刻限に、ここハドリアヌスで落ちあう手て筈はずだったのかもしれない。あちらは獣けものの名を、こちらは覇は権けんを手にして。

（ならば、まずはこちらの幻想を奪おう）

（後にさらなる幻滅にうちひしがれるとよい）

（ミネルヴァさま。あなたの愛する指揮官と獣とを、この私が、どちらも殺す）

（そしてあなたはその冠を戴いただいたまま、王国に屈服するのだ）

「まずは北衛戦線の状況から報告させていただこう」

　ガレリウスはわずかに身を乗り出して言った。フランチェスカの発言をしばらく止めるためなら、なんの話でもよかった。

「シルヴィアさまの現状も、お知りになりたいはず」と、ミネルヴァにも目を向けると、その表情が固くなる。

　目の前の、金髪の女に目を戻す。卓の下に隠した両手の指で虚こ空くうをまさぐりながら、その精神を探る。染み込むための穴や亀き裂れつ。どこかに、必ずある。

「アンゴーラ軍は総勢十万あまり、氷ひよう象ぞうはおよそ六百騎、リドリアを攻め落として半島を南下、ラボラジア領内に──」

　戦況を読み上げながらも、ガレリウスの指先は、女の心の中に潜もぐり込んでいく。その感触は、藻もが茂った水のようだ。どの角度で指を差し入れても、ぬめり気の先の柔らかい土にぶつかり、進めない。

　けれどやがて、ずぶり、と土を貫つらぬくたしかな手て応ごたえ。

（つかんだ）

（モルフェウス！　幻げん惑わくの神よ！）

　刻こく印いんが額ひたいで熱くなる。ガレリウスは気配を悟られないようにと戦況報告を続けながらも、自らの魂たましいの切片を指先から流し込んでいく。

（捕らえたぞ）

（今や女め狐ぎつねは我がもの）

　ガレリウスは真正面の聖せい女じよの顔をうかがう。鳶とび色いろの瞳ひとみはうつろで、その額には──聖冠と黄金色の前髪に隠れ、ほとんど見えなかったが──モルフェウスの刻印が青く光っているのがわかる。

（ミネルヴァさまも、気づいておられない）

（どれほどの備えがあろうとも、自らの手による死など、だれが防げる？）

（私の勝ちだ）

　聖女の手が持ち上がり、胸にさげられた瑠る璃りの短剣を──パルカイ教会の覇権の証あかしを握にぎる。聖女はその刃やいばを、自らの喉のどに──




　白と紅あか色いろが、ガレリウスの視界の真ん中を切り裂さいた。




　鮮血が飛び散り、卓を、そして聖せい女じよの顔や胸当てを、さらにはガレリウスの紫のトーガの端までもを汚す。大広間は凍りついた。だれひとり、なにが起きたのか理解していなかった。ガレリウスさえも、だ。

（なぜ──）

　目を剝むき、眼前の光景を凝ぎよう視しする。

　瑠る璃りの刃やいばの先は、聖女の喉のどに突き立てられる紙一重のところで止まっていた。なぜならば、真横から伸ばされたミネルヴァの手のひらを貫つらぬいていたからだ。

（なぜわかった）

（この瞬間だということも？　自らの手で喉を突くということも？　なぜだ、なぜだ、なぜ、なぜ、なぜ！）

　ガレリウスの四し肢しと唇くちびるが震える。同時に、からめとった聖女の精神から、モルフェウスの神のおぞましい触手が一本また一本と断ち切られ、離れていくのを感じる。浴びせられたミネルヴァの血──何者にも侵おかされることのない未誕の女神の血が、モルフェウスの束縛を消し去っていく。

「……なぜだ」

　ガレリウスの口から、押しとどめようのない疑問が漏もれ出る。

「……わたしは託たく宣せん女じよ王おうだぞ。自分の死を、すべて予見する。視みえたのは、たった今、だけれど」

　ミネルヴァが切れ切れの声で言った。その顔は青黒く染まりつつある。手からの出血のせいではない。

（どういう……ことだ。なにをした？　私は女め狐ぎつねを殺そうとしたのだ、ミネルヴァさまにその死がなぜ予見できた）

「まだわからないのか。わたしは毒を飲んでいるんだ」

「……毒？」

　ガレリウスの声は困惑で震えきっている。ミネルヴァがなにを言っているのかまったくわからない。ざわめきがあたりを押し包む。壁際とバルコニーに詰めた騎士たちがようやく眼前で起きた信じがたい出来事を吞のみ込こみ始めたのだ。

「なんだ今のは」「なぜ聖女どのが」「陛へい下か」「陛下がお止めに？」「どういう」「王おう配はい候こうがなにかしたのか」「協議の席だぞ」「なにを──」

　剣や槍やりを持ち上げ留め金を外す音が大広間に満ちる。ガレリウスの背後の王国騎士たちも色めき立つ。

「ともかくお二人を」「お二人を護まもれ！」「王配候を捕らえろッ」




「静まりなさい」




　凛りんとした声が響き、大気を震わせ、二千を超える騎士たちの高まりつつあった怒ど号ごうを一息でぬぐい去る。氷のように張りつめた静せい寂じやくの中、ただ二つの足音が、ミネルヴァたちの背後──城じよう砦さい奥のアーチから、やってくる。

　ガレリウスは、もはや呼吸さえも腹の底に押し込まれる。ただ目を見開き、その信じがたい人物に視線を縫ぬい止められる。

　居並ぶ騎士たちの間にも、ひたひたと驚きよう愕がくが広がっていく。

「なぜ」「まさか」「おお……」

　最初に現れたのは、黒ずくめの長身の人影だ。刈り込んだ鋼はがね色いろの髪の下、同じ色の冷たく鋭い目が広間を見渡す。マントを固く身に巻きつけた若い騎士である。そして、その後ろから、もう一人──

　陽ひ射ざしの下に現れた蜂はち蜜みつ色の髪が、軍神ベローナの紋章を彫り込んだ聖冠が、そして青せい玉ぎよくの瞳ひとみが燃え立つ。

　ざわめきが波紋となって波打つ。

「聖せい女じよどのが」「どういうことだ」「もう一人……？」

　たしかにそれは、ガレリウスの目の前で瑠る璃り剣を握にぎりしめたまま茫ぼう然ぜん自失する軍神ベローナの聖女と瓜うり二つの、もう一人のフランチェスカ・ダ・ザカリアだった。髪も、顔立ちも、装飾鎧よろいの装しよう束ぞくも。

　ただ一点、瞳の色を除いて。

「欠礼をお赦ゆるしください、王おう配はい候こう閣かつ下か」

　青い瞳の聖女は、卓についた二人のすぐ後ろまでやってくると、もはや気を失いかけているミネルヴァの背中を支える。その隣の席で、ようやく意識を取り戻しつつあるもう一人の肩に手を置いて、フランチェスカは言った。

「こちらの者は、パオラと申します。銀ぎん卵らん騎き士し団だん長ちようならびに七公国連合軍指揮官代行、軍医、そしてあたくしの影武者です」

　驚愕が、ガレリウスの思考に亀き裂れつを入れる。

（影武者……軍医、だと）

　たしかに、その金色の髪の下に、わずかに栗くり色いろの毛がのぞいている。

（なぜだ。影武者がどうしたというのだ、そんな理由では）

「……だから、パオラだけなんだ」

　ミネルヴァが熱病に浮かされたような声でつぶやく。

「この毒はアンゴーラの合成猛毒だ。ニコロがいない今、解げ毒どくできるのはパオラだけだ」

　パオラの死は、わたしの死だ。

　だから──視みえた。

　ミネルヴァの、吐息にさえかき消されそうな声が、ガレリウスの胸に突き刺さる。

（そこまでして、死を結びつけ、私の策を）

（仕掛けさせながら見抜き、阻はばんだ、だと）

（なぜだ、そんな愚行になんの意味がある）

　呆ぼう然ぜんとするガレリウスの目の前で、偽いつわりの聖せい女じよの頭が跳ね上がる。黄金の髪が頭からずり落ちそうになる。自らの握にぎった剣がミネルヴァの手のひらを貫つらぬいたままであることに気づき、青ざめ、大声で担架を呼ぶ。抜いちゃだめです出血がひどくなるから、そうっと、そうっと運んでください、それからいっぱいのお湯を沸かして石灰と硝しよう石せきと硫い黄おうを……

　騒がしさは、ガレリウスを取り巻く殺気と金属音の壁の向こうに遠ざかる。

　目を上げると、血の飛び散った卓を、騎士たちが囲んでいる。緊張が途切れ、会談が血で汚され、もはや平和裡りに終わらないとみなが悟ったのだ。駆けつけた者たちは全員、鞘さやの口を切って抜ばつ刀とうしかけている。

「閣かつ下か、都にお戻りください」「ここは我々が」

「そちらが協議を無む碍げにしたのだぞ！」「聖女どのを陥おとしいれようと」

　両軍の騎士が大卓のまわりに押し寄せ、刺とげ々とげしい空気の中で言い合いが始まる。しかしガレリウスは、ただ目の前に立つほんものの軍神ベローナの聖女を凝ぎよう視しするばかりだ。

「……なぜこんなことをした。そなたなら、もっと上策があっただろう」

　渦巻く怒ど号ごうの中で、しかしその問いはたしかにフランチェスカに届いた。

「いえ。これが最上の策だったのです、閣下」

「馬ば鹿かな。ミネルヴァさまを死の危険に晒さらしてまで、なにを得たというのだ」

「人としての矜きよう持じ、ですわ」

　ガレリウスは目を剝むく。












「……矜きよう持じ……？」

「ええ。あたくしは閣かつ下かのような、神を頼む者すべてを、人として打ち倒し、人として王国を築かなければならないのですから」

（愚おろかな。愚かな──愚かな！）

　ガレリウスは立ち上がった。それをきっかけに両陣営の騎士たちがともにいきり立ち、何人かが抜ばつ刀とうする。しかしガレリウスには刃やいばの鈍い光も見えていない。ただ眼前の傲ごう慢まんな女指揮官、そして自らの額ひたいで白熱するしるしの光だけだ。

（どこが打ち倒したというのだ、モルフェウスの力はいまだ我が手にある！）

　右手を額の刻こく印いんに重ねたとき──

　ガレリウスの頭ず蓋がいの中で、なにかが砕くだける音がした。





　　






　ジュリオは、野獣たちの赤黒い背中を見つめながら、足を引きずった。刻印が暴走し、肉と骨とを膨張させて変化した禁きん衛えい兵たちは、石造りの浴槽を踏み砕き、シルヴィアの裸身に殺到し、血ち溜だまりの中に抑え込み、柔やわ肌はだに爪つめを立て、毟むしり尽くそうとしている。

　天井から、壁から、足音やなにかが倒れる音、そして重なり合った苦く悶もんの声が伝わってくる。デクレヒト城じよう砦さい全体が鳴動している。おそらく女帝アナスタシアが制御を失ってあふれさせたイノ・モルタの力の奔ほん流りゆうが、駐ちゆう屯とん軍ぐんすべてを吞のみ込こむほどの広範囲に災いをばらまいたのだ。

　しかし、ジュリオの耳には聞こえていない。目に入るのも、ただ赤黒い肉にく塊かいの間で押おし潰つぶされつつある、シルヴィアの白い肌だけだ。

「血……血を……」

　うめき声がジュリオの喉のどからぼたぼたとこぼれる。足下にうつぶせに倒れていた小さな身体からだ──メルクリウス──を踏みつけたことにさえ気づかない。

「戻さねば、血を浴びて、時を遡さかのぼり……」

　ジュリオの体内で、意識が混こん濁だくしつつあった。はるか南方の聖都サンチユリオにいる、ティベリウスの本来の身体になにが起きたのか、この分かたれた魂たましいは知るよしもない。ただ血への渇かつ望ぼうと、痛みと、臓ぞう腑ふを融とかすほどの怒りとが共有されていた。

　テュケーの娘を引き裂さき、血を浴びなければいけない。

「──散れ！　わしのものぞ！」

　獣けものたちの醜く膨ふくれあがった背が、一斉に痙けい攣れんし、ひととき動きが止まる。ジュリオは血と肉片の海の中に分け入り、紅あか色いろの髪を海面に広げて仰あお向むけになった、儚はかなく美しく濡ぬれた少女の裸体に覆おおい被かぶさる。

「わしのものぞ。この血、この肉、みなわしの、わしのもの」

　夜色の瞳ひとみを見下ろし、獣欲にまみれた声をその胸に吐きかける。

「ジュリオ。──ジュリオ！」

　シルヴィアが血と自らの涙とにまみれて叫ぶ。

（ジュリオ？）

（それはわしの名ではない）

（わしは、わしは──）







　気づくと、ジュリオは静かに降り注ぐ銀色の月光の下に膝ひざをついている。

　目の前に横たわり、虚うつろな目をこちらに向けているのは、シルヴィアではない。男だ。青と灰色と黒の濡ぬれた軍装に身を包んだ、夜よる闇やみ色の髪と瞳ひとみの、少年だ。銀の陰影がその表情のない顔に彫り込まれている。

（知っている）

（この男は、知っている）

　ジュリオの手には、氷の刃やいばを持つ太た刀ちが逆さか手てに握にぎられている。その太刀もまた、一度だけ振るった記憶がある。頭の奥が焼けそうになる。なにかがつながろうとしている。

（ここは、銀ぎん陰いん宮だ。王城の地下だ。なぜ）

（なぜこんなものが見える？　なぜ剣を握っている？　なぜ、こいつが──）

　魂たましいそのものが引きちぎられそうな痛みが、ジュリオを突き刺す。

　空虚そのものを目に浮かべた、その少年の喉のど元もとに、太刀の切っ先を触れさせる。皮膚のない四し肢しが引きつり、冷気に触れて激痛を呼び起こす。

「──なにをしているッ目を覚ませッ」

　ジュリオは少年に向かって叫んだ。声になっていたのかどうかもわからない。

「みんな投げ出したのか、なにもかも棄すてたのかッ！　なぜ抗あらがわない！」

　しかしその言葉はたしかに、闇を震わせる。

「目を覚ませ！　剣をとれ、私を──」

　その一瞬、少年の夜に沈んだ眼に、光が戻る。

「──私を貫つらぬけッ」

　ジュリオの最後の叫びに応こたえ、少年の手が走った。寝台の端からつかみ上げた黒こく曜よう石せきの短剣が空くうを裂さき、ジュリオの喉に突き立てられる。激痛が熱となって膨ふくれあがり、ジュリオの魂を覆おおっていた赤黒い霧を焼き尽くす。

「ぁあああああああああああああああああああああああああアアアアアアアアアッ」







　ジュリオは天井を仰いで絶叫し、眼を見開いた。なまあたたかいぬかるみの中から、握ったそれをつかみあげる。剣だ。氷の刃の太刀ではない──禁きん衛えい兵の持つアンゴーラ刀だ。目を下ろすと、涙に沈みそうな漆しつ黒こくの瞳と目が合う。それを縁取る紅あか色いろの髪は、血の湖面に溶け込んでいる。

　一瞬で、シルヴィアに通じたのがわかった。戻ってきたのだ、と。

「あ、ああ、ジュリオ、ジュリオ！」

　シルヴィアの水鏡となった瞳ひとみに、迫るいくつもの赤黒い影が映った。ジュリオは血ち溜だまりの中から起き上がり、その勢いのまま剣を奔ほとばしらせる。

「ぉおおおおおおおおおおおおッ」

　刀身が旋せん風ぷうとなり、血しぶきの中でいくつもの弧を描く。どす黒い獣けものたちの肥大化した四し肢しが切り裂さかれ、吹き飛び、雨と注ぐ。ジュリオの意識はひととき殺意だけに塗ぬり潰つぶされていた。シルヴィアに手を伸ばす獣人の狂気の眼も、涎よだれにまみれたあぎとも、自分の頰ほおや首筋をかすめる爪つめも、目に入っていなかった。ただ闇やみの中で閃ひらめく気配と、柄つかに返ってくる手て応ごたえとに導かれ、剣を振るった。

　吹き荒れていた嵐が晴れ、血の海がくるぶしまでを吞のみ込こみ、うなり声も絶叫も耳鳴りの中に埋もれてしまったとき、ジュリオの視界の中で動くものはなにひとつなかった。

　否いな──

　赤と黒に脈打つ獣の骸むくろの下で、なにかが、もぞりと動いた。

　ジュリオの手から、血と脂あぶらにまみれた剣が滑り落ちる。シルヴィアが身を起こし、怯おびえに震えながらジュリオの腰に抱きついてくる。

　荒い息をつきながら、ジュリオはその動いた何者かの気配を注視した。

　血溜まりにどっぷりと沈んでいたその背中が、起き上がる。

　髪を後ろで束たばねた、無ぶ精しよう髭ひげの男だ。ジュリオははっとする。見み憶おぼえがある。

（そうだ、たしか銀ぎん卵らん騎き士し団だんの）

（たしかニコロという──なぜこんな場所に、しかも）

　ニコロの腕の中で気を失っている幼い少女──長い銀髪が血を吸って、不気味にてらてらと光っている──は、アンゴーラ帝アナスタシアだ。

　女帝の額ひたいで、しるしがまだわずかに明滅している。

「……おまえ、は」

　ジュリオの喉のどからしゃがれた声が漏もれる。

「行け」

　ニコロが針を突き立てるような声でジュリオの言葉を遮さえぎった。

「おれのことなんざ気にしてる場合か、あのガキ拾ってさっさと行け！」

　ジュリオもシルヴィアも、はっとしてニコロが指す方を振り向く。

（そうだ、メルさまも）

　ジュリオはもう一度だけ、ニコロを振り返った。吐き気のように渦巻いてあふれかえりそうな疑念を腹の底に押し込めると、シルヴィアの手を引いて血の海から踏み出る。やや離れた場所に転がっていた禁きん衛えいの骸から、破れかけた軍医の紅くれないのマントを引きはがし、シルヴィアの裸身に巻きつけた。まだ血で汚れていない剣を拾い上げ、メルクリウスのもとに駆け寄る。

「メルさま、メルさま！」

「……ぅ……」

　うめき声しか返ってこない。しかし、うなじにも耳にも血の気がある。無事だ、と信じる他ほかなかった。

　ジュリオはメルクリウスの小さな身体からだを肩に担ぎ上げた。ほんの少し前まで、極度の緊張とみなぎる殺気とで塗ぬり潰つぶされていた四し肢しの疲労と痛みとが、一気に浮かび上がってきて、ジュリオは顔をしかめて悶もだえた。

「……ジュリオ！」

　そばまで追いついてきたシルヴィアに、作り笑いを返す。しかし、唇くちびるが引きつって痛んだだけだ。血の味のする唾つばを飲み下し、ジュリオは言う。

「行きましょう」

　その言葉は、ほとんど咳せきと変わらないほどかすれきっていた。けれどシルヴィアはマントの前を搔かき寄せ、唇を嚙かみしめてうなずいた。

（今は──）

（今は、生き延びなければ）

　ジュリオは足を引きずりながら、廊下に続く扉を肩で押し開いた。





　　






　王おう配はい候こうガレリウスは、椅い子すに崩くずれ落ちた。

　身をひたひたと蝕むしばむ酸のような無力感に苛さいなまれながら、高い吹き抜けの天井を仰ぐ。ハドリアヌス城じよう砦さい大広間を囲むバルコニーに並んだ公国騎士たちが、矛先や旗で天を衝つき、口々に憤いきどおりの声をあげている。白いタバードを巻いた王国軍の騎士が、ガレリウスの周囲で壁をつくり、押し寄せてくる相手をガレリウスに近づけないようにと必死に抗あらがっている。しかし、ガレリウス自身は、もはやそれを見てもいない。

（どういうことだ。なにが起きた？）

　両手を持ち上げ、甲を確かめる。

　幻げん惑わくの神モルフェウスの刻こく印いんが、消えている。もはや、その真の名さえ思い出せない。

（兄上に、なにかあったのか）

（殺さずにおいた、刻印と真しん名みようを奪っただけなのに）

（なにがあったのだ）

　あたりを押し包む、怒りと敵意に駆られた声が、いっそう高まる。そのまっただ中で、ガレリウスの思考は漂白され、枯れ、ぼろぼろに崩れていく。

（人として打ち倒す、と？）

（なるほど、これのことなのか？）

（しかし、それでも──）

（無意味であることに、かわりはなかろう）

　フランチェスカの声が怒ど号ごうに混じって聞こえる。意味はとれない。おそらく公国の者たちを鎮しずめようとしているのだ。

（どうするのだ、ザカリアの女め狐ぎつねめ）

（このまま、多数の憤ふん激げきにこの場を任せ、踏ふみ潰つぶしても同じではないか？）

（それもまた人としての勝利ではないのか）

（私はそれでもかまわぬ）

　ガレリウスは目を閉じ、混こん沌とんに意識を委ゆだねようとした。

　しかしそのとき、不意に沈黙が訪おとずれる。

　だれもが信じがたいといった顔で、唇くちびるや喉のどを引きつらせ、額ひたいに汗を浮かべ、固まっていた。大広間に詰めた二千何百人もの騎士たちすべて、だ。

　ほとんどの者は、自分が声を失った理由がわからなかった。戦場に慣れたごく一部の老練の騎士たちにだけ、それが理解できた。彼らは一様に、裏門へと続く大扉の方を見やった。ガレリウスも、である。

　背後の王国騎士たちの人垣が割れる。その向こう、大扉の合わせ目に光の筋が生まれ、ゆっくりと開いていく。

　沈黙をもたらしたのは、そこから放たれたすさまじい殺気だった。

　両開きの扉が軋きしみながらいっぱいに開く。逆光の中に、二つの人影がある。先に広間に踏み込んできた片方は、幾筋にも束たばねた長い黒髪を揺らし、居並ぶ騎士たちのこわばりきった顔を見回して、満足げに笑った。

「なかなか行儀がいいじゃないか。あたしが来るまではお遊戯会の真っ最中だったみたいだけど」

「カーラ先生……」

　少女の声が、潰されそうな沈黙の中でぽつりと漏もれる。フランチェスカのつぶやきだ。たしかに、全員の視線の先、扉の前に立つのは──襟を立てた派手な旅芸女の装しよう束ぞくに身を包んだ王宮指南役だった。

「……どうして先生が、協議の席などに」

　フランチェスカの言葉に、カーラは悪戯いたずらっぽく首を傾かしげた。

「逢あって最初の言葉がそれか？　もっと挨あい拶さつのしようがあるだろう、フラン。どれだけ久しぶりと思ってるんだ。ジルは……そう久しくもないか」

「え……ええ」フランチェスカは唾つばを飲み込む。「あたくしも、お逢いできて嬉うれしいですわ。でも、先生とは刃やいば越しに再会するものと思っておりましたもの。まさか机越しとは思ってもみませんでしたわ」

「あたしだって、もう少し気の利いた場面でおまえたちと再会を喜び合いたかったよ。でも」

　背後に立つ、威圧感あふれる長身の男を、カーラは親指でさした。

「この白しろ熊くまがどうしてもって言うんだ。あたしが机の横に立ってるだけで、フランが縮みあがって交渉が有利に進むなんて考えてるみたいでさ」

「もう用済みだ、黙っていろ」

　太い声で制し、カーラを追い越して、その巨漢は歩み出てきた。

　磨きあげられた鎧よろいの上に飛ひ竜りゆう紋の入ったタバードを巻き、胸に純白の薔ば薇ら章しようを留めた壮年の騎士である。その姿に、王国の者だけではなく、公国軍の騎士たちですら剣をおさめて姿勢を正す。

「……総そう主しゆ教きよう代行どの、ならびに王おう配はい候こう閣かつ下か、遅れましたこと、お詫わび申し上げます」

　大将軍アルビレオスの険けわしい声が響いた。

「王国全土の大事、熟じゆく議ぎいたしましょう」





９　簒奪







「……申し開きは、要いらぬ」

　アナスタシアのなまめかしい囁ささやきが、ニコロの耳にねじ込まれる。

「幼少の頃ころより飼い、可愛かわいがってきたそなたじゃ。妾わらわのものであること、妾から離れられぬことはじゅうぶんに知っておる。妾も、そなたも、な」

　ごり、という危険な音が頭ず蓋がいにまで響き、肩に痛みが突き込まれた。腕を逆にひねられ、関節を外されたのだ。

「──っ」

　ニコロは声を押し殺し、痛みに耐えた。

　デクレヒト城じよう砦さい内に設しつらえられた女帝の寝室内であり、わずかなランプの灯ひのみで薄暗く、香油と香草のにおいが漂い、しかもアナスタシアは肌着のみのあられもない姿である。これは尋じん問もんでも仕置きでもなく、ただ手て慰なぐさみに遊んでいるだけなのだ。声などあげればますます面白がって腰の関節まで外そうとするだろう。

「さてニコライ、なぜテュケーの娘や、あの可愛らしい騎士どもを逃がした？　妾を愉たのしませる答えを吐いてみるがよい」

　アナスタシアの小さな身体からだは、まだニコロの背中に乗っていた。少し身をよじるだけで外れた肩関節が熾おき火びに息を吹きかけたように痛む。じっと息を押し殺し、回答を考えた。

　けっきょくのところ、真実そのままが最も女帝の悦よろこぶところだろう、とニコロは苦々しく思う。

「嫉しつ妬とですよ」とニコロはうめいた。

「ほう？　詳しく話せ」アナスタシアは面白そうに言う。

「アナスタシアさまのおそばに、ああいう幼くて綺き麗れいなやつらを置いておきたくなかったんです。おれは、昔はどうだったか知らないが、今じゃこんな髭ひげのむさくるしい中年男ですからね」

　アナスタシアはニコロの背中の上で笑い転げた。地獄のような痛みがニコロの脳天までを貫つらぬいた。腕がもげ落ちる、と本気で思ったほどだ。

「安心せい。もう二度と手放さぬ。そなたは世の終わりまで妾のそばに置く」

　くつくつと肩を揺らして笑いながら、アナスタシアはニコロの耳元にささやきかけた。ニコロは息も絶え絶えにうなずいた。

　それから女帝は、寝台から脚を下ろし、寝室の扉に向かって叫ぶ。

「師団長！」

「……は」

　エゴールの声だ。ずっと廊下で控えていたのである。ニコロは苦笑してしまう。

（おれとあいつのどちらが厳しい拷ごう問もんだろうな）

「追撃隊からの報告を聞かせよ」

「はっ。……託たく宣せん女じよ王おう、ならびに騎士二名、軍馬を奪って逃走……」

　エゴールの声は徐々に頼りなくなる。犬を放ち追撃したものの、川辺の林の口にて迎撃され一個中隊が全滅、未確認ながら渡と河かされランドルフォ方面に逃げられたものと……

「ふむ。それはさぞかし、犬どももくたびれ果て、腹を空すかせているであろ」

「……は？　あ、は、仰おおせの通りで」

　続く女帝の言葉を、ニコロはほとんど一いち言ごん一いつ句くたがわず予想できた。思わず首をすくめてしまう。

「追撃隊の生還者、全員首をはねて犬の餌えさにせよ」

　絶句したエゴールを追い払うと、アナスタシアは寝台からニコロを蹴けり落とした。すでに隙すきを見て関節をはめ込みなおしていたものの、肩を床にぶつけたため、痛みはまたぶり返す。

「ニコライ。きやつらが懐かしいか」

　枕元に置いてあった火か酒しゆの杯を傾けながらアナスタシアが訊きいてきた。こちらには背中を向けたままだが、きやつら、というのがだれのことなのかはわかってしまう。

　噓うそをついても真実を答えても、おそらく杯が飛んでくるだろう、とニコロは思う。

「そう……ですね。また逢あったときに、どんな顔をすりゃいいのかわからないから、生涯逢いたくない、というところでしょうか」

「ふん」

　意外にも、女帝は鼻を鳴らしただけだった。肩も背中も腰も、長い銀髪に覆おおわれていて、闇やみの中で陽ひの光を知らずに育った一株の草のようだ、とニコロは思う。

「ならば気の利いた再会の挨あい拶さつを考えておけ。その、なんとかいう女、捕らえた折にはそなたに首をはねさせてやろう」

　アナスタシアならほんとうにそうするだろう。ニコロはそのときを想像してみるが、うまくいかない。フランチェスカが捕らえられて泣き叫び命いのち乞ごいをするところなど。

「心待ちにするがよい。全軍で、聖都サンチユリオを蹂じゆう躙りんする」

　アナスタシアはそう言って、火酒を飲み干した。





　　






　馬車の窓から見る街並みは、ひどくまぶしく、目に痛かった。

「カーテン、閉めてもいいか」とミネルヴァは馬車の中を見渡す。二人掛けのゆったりした座席が向かい合った、なかなかに大きな馬車なのだが、隣には簡易装甲をつけて帯剣したジルベルトが座っていて、狭苦しい。向かい側にはパオラとフランチェスカが並んで腰掛けている。

「久しぶりの故郷でしょう。見たくないの？」

　フランチェスカの言葉に、ミネルヴァは肩をすくめた。

「故郷……なんて考えたことは、一度もなかったな」

　もう一度だけ窓の外に目をやる。

　白と灰色の石造りの家々が並ぶ、美しいけれど寒々しい街だ。軍楽隊や大量の歩兵を引き連れての凱がい旋せん行列だったけれど、街路に市民の姿は少ない。歓迎すべきかどうか、迷っているからなのだろう。

　聖都サンチユリオ。

　ミネルヴァにとって十年ぶりの、生まれ故郷。曇った冬空の下で、静まり返っている。行進曲の喇らつ叭ぱと太鼓が、空々しく聞こえる。

　ミネルヴァは、やはりカーテンを閉めることにした。

「まだちょっとまぶしいんだ。眼がちくちくする」

「こんなに曇っているのに？」とフランチェスカ。パオラは心配そうな表情になって顔を近づけてくる。

「ど、どうしましょう、きちんと配合したんです、後処置もニコロさんの言う通りに、ああ、でも、後遺症が残ったら……」

　あのとき、パオラの処方した毒は、遅ち効こう性せいといえどほぼ全身に回りかけていた。失明していてもおかしくなかったという。けれどミネルヴァは、パオラの肩をぽんと叩たたいた。

「大丈夫だよ。もう吐き気も熱もない。三日でこれだけよくなったんだから、あと五日もすればだるさも消える」

　足下に寝かせた大剣を、ちらと見やる。

　また、戦える。でもその戦いは、どこで、だれを敵にしたものなのか。

「無謀すぎだ。俺おれが満足に動けたなら、絶対にフラン様をお止めしていた」

　ジルベルトがぼそりと言う。傷は癒いえておらず、左手は包帯で首から吊つったままだ。

「フランの立てた作戦なんだぞ」

「だからなおさらだ」

「そうね」横で聞いていたフランチェスカが、細く息をついた。「反省はしているわ。あの程度を最悪と呼んでしまったことに、ね」

「……なんだそれ」

「この先、もっとひどい作戦を押し通すときが来るかもしれないということ」

　馬車の中には、ひととき凍りかけの泥水のような沈黙が満ちた。

　ザカリエスコやサンカリヨン──連合公国の主要都市は、勝利に沸いているという。ハドリアヌスを無血占領し、さらに聖都王城へと迎えられたのだから。しかし、勝利でもなんでもないことをだれよりもフランチェスカ自身がよく知っている。ミネルヴァの入城を認めさせるだけで三日も協議に費やしたのだ。アンゴーラの進軍が再び始まるというのに、時間の浪費以外のなにものでもない。

（けっきょくフランは──）

　ミネルヴァは、己おのれの野望の階段半ばまで足をかけた少女の、青い瞳ひとみをちらと見やる。

（敵を腹の中に抱えたまま、より大きな敵と向かい合わなきゃいけなくなっただけだ）

　思いを見透かしたのか、フランチェスカは目を上げてうなずいた。

「……ひたすらに山を登ればよかったのは、ここまで、ね」

　振り向き、パオラとの間にある窓を開く。馬車の正面に向いた窓だ。ちょうど御者の肩越しに、紫の旗のはためく城壁、そしていくつもの壮麗な尖せん塔とうが見える。

　ミネルヴァは両肩を抱いて、目を伏せた。

　たしかに、生まれ故郷なのだ。二度と戻るまいと、戻りたくないと思いながら、妹と罪悪感とをともに置き去りにしてきてしまった場所。

（戻ってきたんだ）

「ミィナ、気づいていて？」

　フランチェスカが声をひそめて訊きいてきた。

「王おう配はい候こう閣かつ下かは、おそらく、クリスの現状のことをご存じよ」

　ミネルヴァはうなずく。フランチェスカもミネルヴァ自身も、ガレリウスに何度か訊たずねたのだ。王配候は、不自然に言葉を濁すばかりだった。なにか、知っているのだろう。

「クリスさん、怪け我がとかしているのかも」

　パオラが、わざとらしいくらいはっきりした声で言った。

「き、きっと、王国のお医者さんなんて大した人いませんよね。やっぱりあたしがついてないと」

　気休めなのだ。全員がわかっている。

　ミネルヴァは、小さく切られた窓の中の尖塔の群れに、再び目を向ける。

（クリス。おまえ、王城にいるのか？）

（どうしてハドリアヌスに連絡をよこさなかった）

（生きて……いる、よな？）

　車輪の軋きしみが高くなる。馬車が都の中心部、敷石の街路に入ったのだ。揺らめく紫の旗が、門の跳ね橋が、歓迎の喇らつ叭ぱの音が、近づいてくる。





　　






　あわただしい足音、そして鎧よろいの板金の音が、奥おく宮みやの静せい寂じやくを乱しながら廊下をやってきて房ぼうの扉の前で止まった。

「閣下！　王配候閣下、こちらにいらっしゃるのか！」

　アルビレオスの声だ。ガレリウスは眉まゆをひそめた。返事よりも先に扉が開かれ、真昼の光が、閉めきって暗い室内に乱暴に流れ込んでくる。

「騒ぐな、奥宮ぞ」

「閣かつ下かこそ、なにを悠長に自室にこもっておられるのです、軍が──」

　無遠慮に房ぼうに踏み込んできたアルビレオスは、書しよ架かの前の床に横たえられているものに気づいて息を吞のんだ。

「だから騒ぐなと言っておる。扉を閉めよ」

　ガレリウスはそう言って、机の燭しよく台だいを引き寄せた。扉を閉めて掛け金まで確かめ、戻ってきたアルビレオスは、顔を引きつらせ、床のものを凝ぎよう視ししている。

　屍しかばねであることは、一目ではわからないかもしれなかった。干ひからび、ねじくれ、蠟ろう化かしており、おまけに皮膚のほとんどが欠けていて肉が露出しているのだ。

「これは……」

「兄だ」

　アルビレオスは目を剝むいて、屍とガレリウスの顔を見比べる。

「……王おう太たい伯はく陛へい下か？　まさか、そんなはずはありませぬ、げんに」

「たしかに兄だ。銀ぎん陰いん宮で見つけた」

　屍の喉のどには、黒い短剣が突き刺さったままだった。蠟ろう燭そくの火をうけて水のような光沢をみせるそれは、磨きあげられた黒こく曜よう石せきだ。

　謁えつ見けんの間の地下、銀陰宮で、女王を屠ほふるためのもの。

「しかし閣下！」

　アルビレオスが声を荒らげる。

「考えられませぬ！　我らがハドリアヌスに滞在している三日の間に、北ほく伐ばつ軍が編まれて出征したというのですぞ、王太伯陛下のご命令で！」

　ガレリウスはうなずく。それはもう聞き知っていた。二人とも、つい先刻この王城に戻ってきたばかりである。ガレリウスは真っ先に銀陰宮に潜もぐり、この屍を発見した。ここまで運んだのは独力である──他ほかのだれにも知られるわけにはいかなかった。そしてアルビレオスがやってくる直前、『蛸たこ』たちから信じがたい報告を聞いたのだ。

　アンゴーラを迎え撃つ軍が、すでに組まれ、臨時将軍も任命され、出しゆつ立たつしたということ。それらの命令がすべて王太伯から下されたということ。

「いったいどういうことなのです、王太伯陛下に軍令権などない、なぜ軍が従ったのか！　しかも、我らが知らぬ間に行われたということは、我らはハドリアヌスで偽にせの報告を受け続けていたということですぞ！　そもそもッ」

　アルビレオスは屍を見下ろす。

「これが陛下のご遺体だとしたら、命令を下したのはいったいだれなのです」

　ガレリウスは押し黙って蠟燭の火を見つめた。

　答えはひとつしかなかった。信じがたいが、他に一切の可能性はない。

　トーガを肩に巻きつけ、杖つえを取り上げた。

「行くぞ」

「翡ひ翠すい宮ですか。そこは真っ先に調べました、もぬけの殻からでしたぞ」

「わかっておる」







　翼ある車輪の彫刻が施ほどこされた両開きの大扉を引くと、きらびやかに乱反射した陽光が回廊にまであふれ出てくる。

　ガレリウスは、中に踏み込んだ。背後に付き従っていたアルビレオスは扉の手前で立ちつくしている。賢い選択だ、とガレリウスは内心思う。待ち受けている真実は、尋常の者には直視できないかもしれないからだ。

　聖都サンチユリオ王城の中ちゆう枢すう、六重の回廊と宮に囲まれた中心点──女王の寝所は、中庭かと錯覚するほどの光にあふれかえる幻想的な領域である。壁で囲まれていることを感じさせないほどに広い部屋の中央は、ゆるやかな段になって盛り上がり、天てん蓋がいつきの寝台ひとつきりが置かれている。複雑な形状のガラスを組み合わせた天井から、色とりどりに散らされた陽ひの光が降り注ぎ、寝台を浮かび上がらせている。

　けれど、まばゆい光景の一点に闇やみの塊かたまりがわだかまっている。寝台に黒い小さな人影が腰掛けているのだ。歩み寄り、段をのぼっていくにつれ、それが一人の少年であるということも、虹にじの降り注ぐ下でもなお漆しつ黒こくを保つ夜色の髪と瞳ひとみの持ち主だということも、そして膝ひざの上に、透き通るような刃やいばの太た刀ちを抜き身で置いているということも見て取れる。

　少年が、ガレリウスに気づいたのか、物もの憂うげに目を上げた。

　目があった瞬間、ガレリウスは足下の大地がすべて砂さ塵じんと化して深みに吞のみ込こまれるような、すさまじい既視感と違和感をおぼえた。

　その少年を、ガレリウスはよく知っていた。

　それでいて、記憶のどこを探っても、あるいはこの地上の歴史すべてを紐解いても、その少年の存在は記されていないことが直観できる。

（これは、我が兄だ。王おう太たい伯はくだ）

　その認識が、ガレリウスの頭ず蓋がいに直接流し込まれ、気づくとガレリウスはひざまずいている。組み合わせた両手が震える。

「よく戻ったな、ガレリウス」

　澄み切った声に、臓ぞう腑ふが縮みあがる。涌わき起こる畏い怖ふが、ガレリウスの全身を大地に這はいつくばらせ、踏みにじろうとする。それでもガレリウスは耐え、顔を上げ、少年の顔を凝ぎよう視しする。

　その額ひたいで、獣けものの烙らく印いんが嗤わらう。

「今は……だいぶ、気分がいい。名前を見つけた。ぼくはティベリウス・ネロス。この国の王だ。そうだろう？」





〈了〉







あとがき




　前巻から、だいぶお待たせしてしまいました。ごめんなさい。前のあとがきを読み返してみたら真夏のことでした。もうすっかり冬です。

　そして読者の皆様には知るよしもないことでしょうが、関係各位もさらにお待たせしてしまいました。ごめんなさい。夕ゆ仁にさんごめんなさいごめんなさい！

　このシリーズは開始以来、ほとんどすべての巻の著者校正をメディアファクトリーのオフィスにお邪魔してやっておりまして、これだけでわかる方にはどれだけスケジュールをひっぱってしまったかわかると思うのですが、今回なんと、このあとがきもメディアファクトリーで書いております。ふと窓の外に目を移すと、夕ゆう映ばえに美しく染まった國こく學がく院いん大学の校舎がそそり立っているのが見えます。

　もう物語が始まってから三年目になるのですね。感かん慨がい深いものです。




　ミネルヴァとクリスの物語であるのと同時に、二巻からはシルヴィアとジュリオの物語としても動き始めたこの『剣の女王と烙らく印いんの仔こ』ですが、そのもう一方の主人公とヒロインもようやく表紙に登場となりました。

　こうした大勢のキャラクターが並行して動くさまを描く群像劇は、このシリーズが初挑戦です。最初のうち、ぼんやりとした脇わき役やくとして登場した人々が、戦いが進むにつれて自己を剝むき出だしにして動き始めるという経験は非常に新鮮で刺激的なものでした。これまで一度も使ったことがなかった──というか使う必要のなかった──手法も四巻あたりから連発しているのですが、得意げに披露して「それ、みんなやってるよ」と言われてしまうと恥ずかしいので黙っておきます。

　ともかく、シルヴィアとジュリオの二人も、僕の想像を超えて成長してしまいました。なんか局所的にはこっちの二人の方が人気が高いみたいです。担当編集とか。けっこう複雑な気分です。




　今回もイラストレーター夕仁さんに素敵な絵をつけていただきました。ジルベルトとフランチェスカの哀かなしい凱がい旋せんの絵が大変お気に入りです。背景まで含めて美しい！　担当編集Ｈさんにも、多大なる感謝を。ありがとうございました。
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